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はじめに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技術部長三国晃
国立大学・大学共同利用機関は平成16年4月からの法人化法案が閣議決定され、法人化が

目前に追ってきた。我々の身分も国家公務員型から非国家公務員型に変わり、運営体制も企

業体制に変わる。このため様々な観点で変貌を余儀なくされる。技術部についても機構の法人

化準備委員会のもとに技術部検討タスクフォースを作り検討がおこなわれている。

まず、議論の発端として法人化を契機に研究系技術職員が機構の研究推進のためにその能

力を一層発揮できるよう、現状の課題を認識しこれを改善するにはどうすべきか、技術部組織形

態の不合理制の解消、技術専門職群の確立等、本機構の技術職員に相応しい組織体系につ

いて検討がおこなわれ、この結果、技術部検討タスクフォースは現状の部課長制を解体して、

研究者と一体とする組織の中に技術部門を置くことを提案している。

一気に改変するにはあまりにも問題が大きすぎるので、今後継続して検討が必要と思われる。

そんな中で、昨年に引き続き技術部報告集を刊行することになったが、次年度以降のことが多

少気にかかる。これまで技術部として確立してきた組織としての諸々の業務がどのように継承さ

れていくのか、技術者同士の研究所・研究施設間の連携などなど心配の種はつきない。しかし、

技術者体系の運営形態がどのように変わっても技術者の使命は優れた技術力を提供すること

にある。特に法人になれぱ評価に基づいた結果が現れる。そのような視点で見れぱ今後の技

術報告書は益々重要な意味を持っている。このことを念頭に更なる技術報告書の内容充実に

技術職員全員のご協力と研究者のご支援・ご鞭捷をお願いします。
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KEK技術賞
　KEK技術賞の設立経緯、主旨、審査にあたっての考え方などについては昨年度報告いたしました。平成

13年度は第二回目となり、前回の経験を活かして選考に必要な事項をできるだけ記述していただけるような

工夫をするなど、選考方法なども若干の修正を加えておこないました。選考委員会の評価に対する共通認識

は第一回目同様以下の事柄に留意いたしました。

○困難な課題の解決をしている

（文字通りの評価にあわせて、高い技術力があり他の研究所のエンジニアと伍して行ける、創造的な技術を見

出し成果をだしている、多くの課題を有機的かつ綿密に処理をしているなどもand／orで含めて評価してくだ

さい）

○解決への努力をしている

（文字通りの評価にあわせて、継続して課題に敢り組んできた、地道な努力が見える、業務遂行のパワーが強

いなどもand／orで含めて評価してください）

○推薦技術は担当プロジェクトヘの寄与が高いか

（ビッグプロジェクトに参加しているとこの点が高いということにならないようにしてください。それはプロジェクト

の評価で対象の技官の技術の直接評価ではありません。その技術や装置などの完成度も考慮してください）

○記録、報告など文書化がなされているか

（技術移転・伝承への貢献ということですが、対象技術によって手段は広く評価していく。極カ本人の行った

技術が記載されているものを高く評価する）

○本人の業務への取り組みは自律的、挑戦的か

以上のことを念頭に書類審査、課題に関する現場での質疑応答がおこなわれて5件の推薦応募の中から、下

記の3件が平成13年度の技術賞を受賞しました。

　　　※r中性子散乱実験用位置敏感検出器、PSD2Kシステムの開発」

　　　　　　　　　　　　　　　　　技術部測定器第六課測定器管理班線源管理係長　佐藤節夫

要旨

中性子実験施設では中性子をプローブとして生命体を含む物質の構造解析の研究がおこなわれている。

本検出器は、中性子散乱実験において試料から散乱される中性子の到達位置情報と到達時間情報を測定

する上で最も重要な役割を果たすものである。更に処理方式を従来のアナログ方式からデジタル方式に変

え、位置分解能が7m㎜から4m肥に改善された。これらのシステム全体にわたる処理回路に工夫を加え、他

のシステムヘの応用等幅広い機能が実現できた。

委員会の評価は以下の通りであった。

1）本人開発のシステムが他の研究所でも使用され有用性が実証されている。

2）コストやメンテナンス性などKEKの状況を考慮したシステムを構築した。そのため、必ずしも最先端の技術

　　でないという指摘もあったが、効果はこれをカバーしてあまりあるものであった。

3）機構内の報告書、関連技術雑誌への投稿など技術の伝承の取り組み姿勢が非常に高く評価される。

4）今後はまわりの技術情報にも目を向け、自分の技術のオリジナリティということを意識した開発に心掛けて

　　欲しい。
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　　　　　　　　※「LHC用強収束超伝導四極電磁石の開発」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技術部工作課加工技術班工作第五係長寺島昭男

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技術部第五課放射光実験班実験管理第三係長東　憲男

要旨

欧州共同原子核研究機構（CERN）におけるLHC（ラージ・ハドロン・コライダー）計画の技術協力として本

機構にビーム衝突点用超伝導四極電磁石の開発が求められた。

この超伝導電磁石の開発に1mのモデノレマグネットを試作した。条件として超伝導コイルの70mmの口径内

に240T／mの磁場勾配と衝突点のビーム収東から高い磁場精度が要求された。これの試作にあたっての技

術的ノウハウの詳細な製作図面化、製作手順、材質選定等綴密な技術蓄積によつて実機製作への技術移転

が可能となり実物が完成した。

委員会の評価は以下の通りであった。

1）LHC開発において、基本構想実現のために、実際の構造・精度などについては、現場での経験や試験結

　　果などを反映した間題解決をおこなった。

2）技術内容は加工組立て作業のメーカヘの技術移転が滞りなくできるまでに開発され整理されていたことが

　　実証されたが、KEKのインハウスでの技術開発という姿勢が明示されたことは大きい。

3）これらの技術の内容は膨大な文書と設計図の中に詳細に記載され、技術を伝承するという面からは高く評

　　価される。

4）記録については常目頃の技術報告あるいは他のメデイアなどのかたちで、途中段階での間題点やその処

　　理の過程などが、こまめに出すことを期待する。淡々として膨大な設計図に記されている内容以上に、困

　　難な点、キラリと光る点などが見えるようになり、将来への伝承という点で、さらに良くなるであろう。

　　　　　　　　　　　※「BELLE検出器用鉄構造体の開発」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技術部測定器第二課実験設備係長山岡広

要旨

　本機構の素粒子原子核研究所では「CP非保存」（電荷・空間対称性の破れ）の解明を目的に素粒子実験が

おこなわれている。この実験にはrBELL粒子検出器」という総重量1300トン（大きさ約10×8×8m八角筒）

の大型検出器が用いられている。その重量の大部分は超伝導電磁石に供する鉄ヨークである。BELL検出

器内部には7種類の粒子検出器が配置されており、この構造体を設計するにあたっての要求項目はメンテナ

ンス性の考慮、磁場分布の均一性、構造体の自重、地震、電磁力からの変形及び応力が許容値以下に、更

に多大な信号ケーブルの領域確保であった。これらの要求項目の実現に過去に研鐘した技術と新たな技術

開発をおこない完成させた。

　委員会の評価は以下の通りであった。

1）BELLE検出器の機械的・電磁気学的な設計において、過去の経験と計算結果を活かした結合法、磁束

　漏れ対策と配線のバランスやコストや組立て性など考慮した設計などを地道に積み重ね、基本構想をまと

　め上げた。

2）計画、開発進行段階で発生したトラブルをシミュレーションなどの手段で着実に処理して実現にこぎつけた

業務への敢り組みや自分のポリシーを堅持するという姿勢が高く評価される。

3）開発に必要なツールとしての個別技術を修得・維持し、問題点への的確な対処をしている。

4）業務の経過がいろいろな形の記録に残されており技術の伝承に有効であることが認められた。

5）一方で、これらがドキュメントの形で整理されていれぱ、将来例えぱ10年後に記録として活用される可能

一性も高く、このような工夫をすれぱ、さらに有効であると判断される。

　　尚、本報告集は次のWebに掲載されているので参照願いたい。

　　　hゆ：〃conference．kekjp／news／t－phze／papers／1isしhtr血
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平成13年度技術交流会

はじめに

　平成13年度技術交流会は、「I10システムの技術」をテーマに、平成14年2月15目に開催されました。テ

ーマ「I／○システムの技術」はI／Oシステムのハードウエア要素技術、そのソフトウエア要素技術、そのシステム

設計技術など広い範囲をカバーしています。発表件数は5件で、参加者は約50名でした。それぞれの分野

で技術を極めている方々の発表でしたので、十分に時間を取ってわかっていただけるように配慮されました。

発表は専門的になり、専門外の方にはわかりずらかった面もありましたが、内容の濃いものでありました。

　発表内容にっいて次に示しますが、発表内容やブログラムなどについては下記のURLにも記載されてい

ます。

hてtp：／／www－on1ine．kek．jp／～yasu／Iく二〇u○～kai02／

平成13年度技術交流会発表項目とその概要

1、題目：VMEモジュールの制御
　　発表者：佐藤節夫（物構研）

　中性子科学研究施設の実験のデータ処理はVMEモジュールで行なっている主なサポートはマッキントッ

シュだけであるが、Whdowsや、PC1inひxからも使用できる。制御ソフトにはナショナルインスルメンツ杜の

LabVlEWを使用する。制御プログラムを変更することなく、コンビュータ、入出カ機器の変更が容易である。

　参考資料は下記のU糺にあります。
http：1／www－on王be．kek．jp／～yasu／Kouo～kai021satoh－VME－exp1anation．pdf

hてtp：／〈榊w－on1he．kek．jp1～yasulKou町ukai021satoh－VME－presentation．pdf

2．題目：　CompatPαによるデータロギング

　発表者：多田野幹人（物構研）

　産業用に規格化されているcompactPαバスを使用した計測システムについて話します。まず、

c㎝pactPαの概要を紹介し、その後で放射光研究施設に設置してあります光位置モニタシステムの一部で

構築し仮計測しているco㎜pactPαバスのシステムを簡単に紹介します。

　参考資料は下記のU糺にあります。
h岬：／／榊w一㎝1ine．kek．jp／～y・・ulKo・叩k・1021t・d・m－Present・ti㎝．pdf

3．題目：　リアルタイムLi㎜x上の「ユーザ空間デバイス・ドライバ」

　発表者：小田切淳一（加速器）

　K巳KB制御システムはExper㎞enta1Physics　and　lndustha1C㎝tm1System（已PlCS）に基づいて構築され

ている。これまで、フロントエンドとなる計算機上で実行されるEPlCSのソフトウェア（iocCore）はVxWorksリ

アノレタイムOS上でのみ実行可能であったが、最新版であるR3．14からは、VxWorks以外の幾っかのOS

への対応が可能になった。その中でもしi㎜Xは、近年、組込み分野への応用においても注目を集めており、

有望な選択枝である。

　しかし、残念なことにLi㎜xカーネルには制御用途に必要とされるリアルタイム応答性がない。この問題

を克服するため、L1mxをリアルタイムに拡張するための数々の異なる手法が各研究機関、ソフトウェア・ベン

ダにより開発されている。

　KEKB制御グループでは、EPlCS　iocCoreを、これらのリアノレタイムu㎜xへ移植する可能性を検討し

てきた。iocCoreは、全てのタスクをフラットな物理アドレスで実行するVxWorksをべ一スに開発されたた

め、その基本構造を変えることなく移植するためには、デバイスとの110を含む、複数の処理を単一のメモ

リ空問で実行すること（スレッド）が必要である。さらに、このスレヅドについては次の2つの満たすべき要件が

ある。
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（1）カーネル空間ではなくユーザ空間のスレッドであること

（2）スレッドの実行遅延時問が厳密に予測可能であること

（1）はiocCoreとそのアプリケーションが、Li㎜xカーネル内部に持ち込むには複雑すぎることによる。また

（2）はiocCoreがハードウェア制御のフロントユンドに位置することによる。これらを同時に満足する可能性を

持つLimx拡張として、し4－LinuxおよびLXRTを紹介する。また、それらを使って一台のPC上で閉じた

EPlCS環境を構築する可能性にっいて議論する。

　参考資料は下記のU糺にあります。
http：1〈榊w一㎝1泊・．k・k．jp1㌻…／K・・叩k・i02／・d・gi・i－P・・…t・ti㎝、Pdf

4．題目：　USBを用いたCAMACデータ収集
　発表者：伸吉一男（素核研）

　USB（Universa1Seria1Bus）を用いたCAMACデータ収集（DAQ）システム開発にっいてソフトウエア開発を

中心に発表する。現在オンライングルーブでは、シリアルバスを用いたDAQシステムを検討しておりUSB

や旺E1394等の調査を行なっている。その過程でCAMACにUSBを適用してCAMAC　DAQシステ
ムの構築を行なった。

　本発表では「開発の背景、目的」で現在オンライングループの検討しているシリアルバスを用いた次世代

DAQシステムについて述べる書次に「シリアルバスの現状」にっいて説明し、「USBの概要」にっいて述べ．

る。次にUSB－SCS1変換ケーブルを使ったギUSB一（SCSl）CAMAC　DAQ　System」について説明する。続いて

現在開発中の「東陽USB－CC／7700アダブタ」について説明し最後に「まとめ」をする。

　以下「し≡SB一（SCSl）CAMAC　DAQ　System」と「東陽USB－CC／7700アダプタ」にっいて補足説明をする。

前者はKineてic　SCSl　CAMAC　Crate　Contro11er3929と市販のUSB－SCS1変換ケーブルを用いたシステム

であり、ハードウエアは既存のものを使用し、Limxのデバイスドライバを開発してシステムの構築を行なっ

た。またこのドライバ開発は技術部専門研修として行なった。後者は現在開発中で、ハードウエアは東陽テク

ニカがソフトウエアはK巳Kで分担しており、4月の製晶化を目指している。両者ともポータブノレなCAMAC

DAQシステムとして最適であり、CA船Cモジュールのテストベンチや小規模なテスト実験等では非常に有

用である。

　参考資料は下記のU糺にあります。

http111“へyw－online．kek．jp1～yasulKouo～kai02／nakayoshトpresentation．pdf

5．題目：　計測／制御用簡易メッセージ配信システム

　発表者：小菅隆（物構研）

　これまで比較的小規模な言十測・制御システム向けにSTARS（Simp1e　Transmission　and　Retrieva1System）の

開発を行ってきた。本システムはTCP／lPを利用し、アプリケーションプログラム問の通信を簡単に行うための

システムであり、STARSの導入によりネットワークを利用した計測・制御システムの構築が容易に行える。ま

た、本システムの特徴としては

・非常にシンブルである竈

・Windows，Li㎜xをはじめ、様々なオペレーティングシステム上で利用可能。

・様々な開発言語が使用できる事

等が挙げられる。

　現在、STARSは放射光のビームラインインターロックシステム、Bし一6A実験系制御、放射光実験ホール入

退室管理ンステムなどに導入され安定に動作している。本技術交流会ではSTARSの詳細及び開発の進行

状況等にっいて報告する。

　参考資料は下記のU糺にあります。
hてtp：／1p汽汎㌔w，kek．jp／kosuge／paper／g200工一kosuge．pdf
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大学・研究所における共同開発研究プロジェクト

COACKの共同開発研究

　　　　　　　　　　　　　高エネルギー加速器研究機構
○小菅隆、阿部勇、木代純逸、濁川和幸、白川明広、片桐広明、斉藤裕樹、中島啓光、黒川眞一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　東北大学

　　　　　　　　　　　　　　　武藤正勝、柴崎義信

　　　　　　　　　　　　　　　　核融合科学研究所
　　　　　小川英樹、井上知幸、塚田究、横閏光弘、小嶋護、小平純一、山崎耕造

DESY，Germany
　Phi1三pDuva1

COACKの概要とこれまで

　COACK（Co㎜p㎝ent　Orienτed　Advanced　C㎝tro1Keme1）は平成10年度から共同で開発が進められて来

た。当初、KEKと東北大の間で積極的な議論が交わされていたが、核融合研の参加、次いでドイツのDESY

研究所の参加もあり、活気溢れる開発チーム（以下COACK開発チーム）が誕生している。

　COACKの開発は、「もともと、各種の実験系における制御システムでは、巨大実験装置から小規模計測機

器に至るまで、根本的にはどの制御系にも共通した機能がある」との考え方をもとにスタートした。

　開発における試みとしては、機能の分析・抽出、オブジェクト化、コンポーネント化が行なわれた。また、汎

用化を行い、制御システムのスタンダードを作ろうという試みもされた。汎用化を推し進める事により、制御シス

テム構築に際しての省力化が期待された。なお、COACK開発の特徴的なところとしては、概念の表現として、

オブジェクト分析ツーノレでUML（Uni五ed　Mode1i㎎La㎎晩ge）を使用し、仕様書やプログラム言語での表現より、

○○A（Object　Ohented地a1ysis）ツール表現での仕様記述を重要視したという事や、実装においては、コンポ

ーネント化技術の基本バスともいえるDCOM（Distributed　Comp㎝ent　Object　Mode1）テクノロジーを利用した

事などがあげられる。

　実際の応用は平成12年度に開始されおり、以上のCOACKに関する概要や実際の効力については前回

既に報告した。その後、平成13年度には様々な現場への応用が進んでおり、現在も、COACKを更に進化

させるための様々な議論がCOACK開発チームの中で進行中である。ここでは、平成13年度のCOACK開

発チームの主なアクティビティーについて報告する。

平成13年度の活動

　平成13年度は実際に、東北大電子リニアックの制御システムでの本格的な稼動、核融合研の重イオンビ

ームプローブ装置への導入を始めとして、COACK自体が様々な場所へ導入されてゆく年となつた。これに

伴へ新たに発見された問題への対応や、チューニングに関するノウハウの蓄積が順調に進んだ。

　以下に主なCOACKに関する出来事を挙げる。

　・2001年6月、COACK開発チーム打合せ。現在までに分かつている問題点や、解決法、今後の進め

　　方についてディスカッションを行った。

　・2001年10月ドイツDESY研究所からPhi1ip　Duva1氏来目、T1NEおよびCOACKの接続について話

　　し合いを行った。

　　（TlNEはDESYの加速器制御で使用されているプロトコルで、ネットワークを通じたアプリケーショ

　　ンプログラム間の通信を行なう為のものである。DESYでは加速器を制御するための様々なアプリ
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　ケーションブログラムに実装され、安定に動作している。これら、T1NEプロトコルを実装したアプリ

　ケーションプログラムとCOACKとの接続、あるいはCOACK自体へのT1NEプロトコノレの実装が

　実現すると、大きなメリットが生まれる。）

・2001年10月COACK開発チーム打合せ、東北大、核融合研、KEKでのそれぞれの現状についての

報告、提案などにっいて、また、Super－S1NET（Science1nfbmation　NETwork）によるCOACKの機能分

散、大量データ転送を見据えた報告等があった。

　（COACKはネットワークを利用した機能分散の仕組みも持っているが、大学や研究所を高速なネ

　ットワークで接続するSuper－S1NETを利用すると、機関を超えたシステムの運用、大量データ転

　送など、新たな展開が期待できる。）

・2001年11月COACK次期バージョンに関するディスカッションを開始。

・2001年12月核融合研からCOACKに関して幾つかの不具合に関する報告があり、不具合の性質上、

実機にて動作確認、東北大、核融合研、KEKの協力で診断を行った。不具合の特定及び修正を行った。

・2002年3月核融合研技術研究会。COACK開発チームメンバーから以下の内容でCOACKに関す
る発表があった。

　　・　大学・研究所間共同開発プロジェクトCOACK阿部勇（KEK）
　　　　　COACKを用いたLlNAC制御柴崎義信（東北大）
　　　　　重イオンビームプローブ（HlBP）制御システムヘのCOACKの導入井上知幸（N1FS）

　　　　　低速陽電子用加遠器制御システムヘのCOACK導入計画白川明広（KEK）
　　　　　Non－Windowsシステム用COACKインターフェース小菅隆（KEK）
　　　　　PF－ARの新しいインターロック集中管理システム斉藤祐樹（KEK）
　　　　　重イオン・ビーム・プローブの加速器制御塚日ヨ究（N1FS）

　　　　　高速ネットワーク（S叩er　SlNET）の導入濁川和幸（KEK）

　　　　　COACKと冊V朋の接続試験片桐広明（KEK）
　　　　　実験装置の制御システムにおけるネットワーク対応型ディバイスレイヤの開発武藤正勝（東北
　　　　　大）

　・2002年3月COACKの今後の方向についての議論。

　今後、核融合研で開催された技術研究会でCOACKに興味を示された方々がおり、共同開発に参加いた

だく事も念頭において、COACKの紹介等を行ってゆく。また、現在もCOACKに関してはさまざまな議論が

なされており、次期バージョンの開発、さまざまな場所への応用等についての議論も進めてゆく予定である。
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2002（H14）／3／1

演　題：r原子核ターゲットと高強度炭素薄膜の開発に於けるセレンデイピテイ」

講　師：加速器研究施設加速器第四研究系菅井勲氏

講演概要：「私は旧東大核研に33年前に入所以来、原子核実験にとって必要不可欠な安定同位体薄膜ター

ゲット作りをやってきた。その供給先はその製作歩留まりの向上につれて核研はもとより目本全国そして世界

へ広がった。併せて、17年前から加速器のイオンビームの荷電変換に使用する炭素ストリッパーフォイルの

開発に着手した。2年前、KEKに新しいラボを作らせて頂き、KEK－JAER1統合加速器計画の技術開発の中

で難関の一つである長寿命厚い炭素ストリッパーフォイルの開発に携わり現在に至っている。これらの仕事の

紹介と進め方、更にその過程で偶然思いもかけない新しい現象に遭遇したいくつかのセレンディピティにつ

いて話をしてみたい。」

2001（H13）／4／26，27

演　題：「電子出版講習会」

講　師：技術部濁川和幸氏、小菅隆氏、吉本伸一氏、森丈晴氏、片桐広明氏

講演概要1最近の国際会議等ではCD－ROMによる出版が盛んに行われている。また、Web上では様々な文

書がPDFとして公開されている。今回、電子出版について簡単に知りたい方、電子出版をやつてみたい方、

電子出版を行なう国際会議等に論文を提出する方等を対象に「電子出版講習会」を企画した。

　　1．イントロダクション（濁川）

　　2．電子出版の流れ（濁川）

　　3．電子出版を支えるWeb関連技術（小菅）

　　4．目本語で電子出版を行なう場合の注意点（吉本）

　　5．LaTeX2eでの論文の書き方（森）

　　6．MS－Wordでの論文の書き方（片桐、濁川）

　　7．PDFファイノレの作成方法（小菅）

　　8．PitStopを使用した修正方法（片桐）

　　9．Tailorを使用した修正方法（濁川）

　10．PSフアイルでの修正方法（濁川）

　1！、ソースフアイルでの修正方法（森）

　12．PDFファイノレの最終処理（濁川）

＊巻末に「電子出版講習会」の資料を「電子出版テキスト」として添付した。
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平成13年度の技術研究会は、核融合科学研究所の主催で開催された。

開催目は、平成14年3月14目、15目の2目の目程で、土岐市の施設である、【セラトピア土岐】で開催され

た。

研究会は、大学及び共同利用機関に勤務する技術職員にとっては、年に1回開催される重要なイベントで

ある。参加者数でみると拡大傾向にあり、開催機関において分科会の数および割り振りは微妙に異なる。核

融合科学研究所においては、以下の5分科会とポスターセッションで行なわれた。

第1分科会一工作技術

第2分科会一装置技術

第3分科会一計測・制御技術

第4分科会一低温技術

第5分科会一計算機・データー処理技術

発表件数は一分科会当り！3件から20件であり、ポスターでの発表件数も45件にのぼった。

参加機関も大学等の教育機関で45機関400名、民間も5機関7名の参加者をえて、成功利に開催され

た。

高エネノレギー加速器研究機構における参加状況は、42名で開催機関の47名に継ぐ参加者数であり、当

研究会を生み育ててきた機関として技術職員の研究会に関する関心の深さを見る事ができる。

資料として、核融合科学研究所技術部の編集による【平成13年度核融合科学研究所技術研究会】NlFS－

MEMO－36に掲載されている。
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はじめに

技術の向上、技術交流をはかるために開催してきたこのシンポジウムも従来の「意見交換会」を含めると4回

目になる。平成13年度のシンポジウムでは、元NHK解説員である高柳教授（機構広報室長）にr科学と技

術」というテーマで講演をしていただいた。科学と技術はとても関連が深いという大変興味深い講演であつた。

また、各機関の講演・報告では、産業技術総合研究所、放射線医学総合研究所等の研究機関法人や大学、

更には米国・カナダの大学・研究機関の技術者、研究支援者の状況を知ることができた。意見交換・議論で

は、これからの技術者の役割や在り方などについて有意義な議論をすることができた。

シンポジウム内容

第2回技術部シンポジウム（平成13年度）

開催目：平成14年1月9目～10目
開催場所：KEK4号館セミナーホール

参加機関：32機関

参加者数：外部機関40名、KEK37名、合計77名
実行委員会：徳本修一、戸田信、氏家宣彦、竹中たてる、児玉英世、浅岡誠ニ

シンポジウム内容：

　講演：

　　　　r科学と技術」　　高柳雄一教授（KEK広報室長）
　報告：

　　　ユ．産業技術総合研究所　　　　加藤英幸（主任研究員）

　　2．KEK　　　　　　　　　　三国晃（技術部長）
　　3．放射線医学総合研究所　　鈴木宏二（研究基盤部開発室長）
　基調講演：

1．r独法化に向けての、これからの技術者の役割及び組織のあり方と展望」（1）

　　　　　　米国での技術者の組織体制にみる

　　　　吉田純（岩手大学）

2．r独法化に向けての、これからの技術者の役割及び組織のあり方と展望」（2）

　　　　　技術支援者から技術協カ者としての存在に向けて

　　　　瀬尾洋一（電気通信大学）

3．KEK技術部における独法化に対する取組み
　　　　　氏家宣彦（KEK技術部）

　　意見交換：

資料：

・産総研独法化9ヵ月の現状（加藤）

・独法化に向けてのこれからの技術職員の役割，組織のあり方及び将来展望

　　州立大学視察調査結果，企業組織，経営組織論からみた大学の技術支援のあり方

　　　・r独法化に向けての、これからの技術者の役割及び組織の在り方と展望」

　　　　～技術支援者から技術協力者としての存在に向けて～

　　　・KEK技術部シンポジウム議事メモ
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［1］平成13年度の受入研惨実績（合計23名）

（1）岩手大学（1名）

　研修内容：真空装置の溶接技術の習得

　受講者：岩手大学　菊池新司

　研修期間：7月9目～13目

　世話人：原和文（加速器研究施設）

　講師：原和文、小島裕二（以上加速器研究施設）

（2）宇都宮大学（2名）、岩手大学（ユ名）

　研修内容：ワイヤーカット、マシニングセンター

　受講者：宇都宮大学工学部機械工場　川島憲二、神山祐之

　　　　　　岩手大学工学部機械工学科　金子昌晴

　研修期間：7月23目～27目

　世話人：舟橋義聖（工作センター）

　講　　師：小林芳治、川又弘史（以上工作センター）

（3）岩手大学（1名）

　研修内容：ファイルメーカーProによるデータベース構築

　受講者：岩手大学工学部佐藤昌也

　研修期間：9月3目（月）～7目

　世話人：荒木栄（加速器研究施設）

　講師：荒木栄、山本昇（以上加速器研究施設）

（4）国立遺伝学研究所（4名）

　研修内容：技術打合せ及び見学

　受講者：国立遺伝学研究所技術課

　　　　　　境雅子、宮林登志江、三浦明目香、坂季美子

　研修期間：9月6目

　世話人：三国晃

（5）東京大学（1名）

　研修内容：工作技術に関する技術打合せ及び研修

　受講者：東京大学教養学部等共通技術室大庭義秋

　研修期間：9月17目～21目

　世話人：舟橋義聖（工作センター）

　講師：小林芳治（工作センター）

（6）京都大学原子炉実験所（1名）

　研修内容：LabV1EWについて

　受講者：京都大学原子炉実験所技術室土山辰夫

　研修期間：10月9目～11目

　講師：可部農志（加速器研究施設）
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（7）京都大学原子炉実験所（1名）

　研修内容：有限要素法を用いた構造解析

　受講者：京都大学原子炉実験所技術室池之上文吾
　研修期間：ユO月9目～11目

　世話人：舟橋義聖（工作センター）

　講師1鈴木純一（工作センター）

（8）神戸商船大学（4名）

　研修題目：計算機ネットワークに関する技術打合せ、他

　研修内容：機構内ネットワークの管理（広瀬）

　　　　　　ネットワークのセキュリティ（中ネ寸）

　　　　　　計算化学センター見学（広瀬、中村）

　　　　　　所内見学及び研修に関する打合せ（戸田、可部）

　受講者：神戸商船大学商船学部
　　　　　　野崎伸夫、黒木克典、油木代一、小川宏樹

　研修期間：平成13年12月17目（月）～12月18目（火）

　受入先：計算科学センター及び技術部

　講　　師：広瀬均、中村貞次（計算科学センター）

　世話人1戸田信、可部農志（以上受入研修係）

（9）北海道大学（1名）

　研修題目：工作センターの見学及び運用に関する打合せ

　研修内容：工作センター施設・設備・工作依頼等の見学と運用についての説明

　受講者：北海道大学大学院理学研究科技術部　小檜山守男
　研修期間：平成14年1月10目　（10，11目はシンポジウム参加）

　受入先：工作センター

　世話人：舟橋義聖（工作センター）

（10）京都大学原子炉実験所（1名）

　研修題目：放射線安全管理に関する技術打合せ

　研修内容：放射線安全管理業務に関する打合せ及び見学

　　　　　　所内見学及び受入研修に関する打合せ

　受講者：京都大学原子炉実験所技術室放射線管理部・研究炉部　宮地真弓

　研修期間：平成14年1月31目（木）～2月1目（金）

　受入先：放射線科学センター

　世話人：穂積憲一（放射線科学センター）

　講　　師：中村一、豊田晃弘、飯島和彦、桝本和義（以上放射線科学センター）

　　　　　　穂積憲一（放射線科学センター）

　　　　　　三国晃、可部農志（受入研修係）

（11）石川工業高等専門学校（2名）

　研修題目：施設見学及び技術打合せ

　研修内容：工作センター紹介及び見学

　　　　　　放射光実験施設紹介及び見学

　　　　　　超伝導加速空洞用冷却装置の見学
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　　　　　研修に関する打合せ

受講者：石川工業高等専門学校　中田登志夫、

研修期間：平成14年3月13目（水）～3月15目（金）

受入先：工作センター、放射光研究施設

世話人及び講師：

　　　　　舟橋義聖（工作センター）

　　　　　浅岡聖二（放射光研究施設）

　　　　　戸胃信、可部農志（以上受入研修係）

田屋悦子

（ユ2）宮城工業高等専門学校（3名）

　研修題目：施設見学及び技術打合せ

　研修内容：工作センターの紹介と見学（担当：舟橋義聖）

　　　　　　放射光研究施設の業務概要と見学（担当：三科淳）

　　　　　　所内見学と受入研修に関する打合せ（担当：受入研修係）

　受講者：宮城工業高等専門学校後藤政純、菅原利弥、中田純一
　研修期間：平成14年3月25目（月）～3月26目（火）

　受入先：工作センター、放射光研究施設

　世話人及び講師：

　　　　　　舟橋義聖（工作センター）

　　　　　　三科淳、上目ヨ明、斉藤裕樹、森丈晴（以上放射光研究施設）

　　　　　　戸日ヨ信、可部農志（以上受入研修係）

［2コ平成13年度技術指導

　受入れ研修の一環として、KEKより外部機関へ出張して、以下のような技術指導を行った。

（1）出張先：石川工業高等専門学校

　　題目：工作工場に関する技術研修交流会の技術指導及び提案

　　出張者：小林芳治、川又弘史（以上工作センター）

　　出張先：石川工業高等専門学校

　　期間：平成14年3月25目（月）～27目（水）

　　詳細指導内容：

　　　　　　マシニングセンター実習方法

　　　　　　マシニングセンターソフト（CAM）の運用法

　　　　　　設備機器の維持管理、更新について

　　　　　　その他実習工場に関すること（工作実習や機器の管理等）
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［3コ平成13年度受入研惨報告書

（1）岩手大学　菊地新司

所属岩手大学工学部
官職文部科学技官
研修期間　平成13年7月9目～7月13目
研修部門　技術部、加速器研究施設

研修題目　真空装置の溶接技術の習得

研修報告

　9目午後
　　所内見学、歓迎会

10目午前

　　（1）一般低温装置の解説：小島講師

　　　低温容器における熱侵入、熱放射の考え方とこれらを防ぐ方法（熱侵入路の設計方法、熱絶縁フイ

　　　　　ノレムSI、液体窒素アンカー）。

　　　熱力学の公式を用いて熱侵入路における熱低抗と熱放射量を求める。SIの層数、LHe，LN2の消

　　　費量の決定

　　（2）クライオスタット設計ついての解説：原講師

　　　クライオスタツトの実際の製作例（スライドによる解説）。

　　　　研修用のLN2小分け用真空ポット製作について（設計図の説明）。

　　（3）TIG溶接法の基礎的解説：原講師

　　　　TIG溶接とは（TIG，MIG）。

　　　　トーチの構造（電極の形状、シールドガス）、トーチの運動と溶接電流、板厚みと溶接電流との関係

　　　　溶接法について（ステンレスとアルミ溶接、溶接部位と歪みの関係、歪みを避ける溶接法（仮付け、

　　　　差込み）、すみ溶接、つぱだし、ベロー溶接、裏ガス充填法など。

　　（4）LN2真空ポット部品の製作：原講師

　　　　内槽用フランジのプレス加工：機械工場

10目午後～11目全目

　　TIG溶接実技：原講師、小島講師

　　　　TIG溶接器およびトーチの操作法、溶接電流の設定、ガス圧力の調整、電極の研磨方法、SUS単

　　　板上にビードを描く練習、SUS板（種々の板厚で）の突き合わせ溶接。段差溶接、木口溶接、枡形組

　　　立溶接、など。

　12目全目、

　　LN2真空ポット部品の溶接組立：原講師、小島講師

　　　　SUS板のロールから内槽用と外槽用円筒を溶接、作製。

　　　　内槽、外槽に底部フランジを溶接。

　　　　内槽に上部フランジを溶接。

　　　　内槽にSIを25層巻いて外槽に挿入し、内槽フランジと外槽を溶接。

　　　　取っ手用フックの溶接。

　　　　真空引きポートの溶接。

　13目終目～13目午前、

　　（1）真空引き、リークチエック法：原講師、小島講師

　　　　真空引き後にリークチエッカーで漏れをチエヅク（溶接部にヘリウムを噴霧）。

　　（2）熱侵入量の測定：小島講師

　　　　ポットを乾燥した後、LN2を入れ、この時点で重さを計る。1．5時間後に再度計り、
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　　　重量差から一時間あたりのLN2の蒸発量求めると、82CC／H㎝rになった。

　　　　この蒸発量を熱侵入量に換算し、設計値と比較すると、設計値4．6（W）に対し実測値は3．6（W）

　　　　となった。

　　　　この意味するところは、熱侵入はLN2の対流で内槽壁を伝わる熱伝導によるものが主で、熱放

　　　　射は無視できる程少ないという結果であり、製作したこの真空ポットは十分使用に耐えうるという

　　　　判定でした。

その他

　研修は、全体が大変よくプログラムされ豊富な内容で企画されていた。低温容器の解説では、こちらのレ

ベノレを考慮され、難しい熱力学的なところを平易に分かりやすく説明され、拙い質間に親切に答えて頂きまし

た。また種々の溶接法を解説されたなかでは、つぱだしという引き出し方法や溶接面の裏側にガスを流す、

裏ガス法など独自な技術を加え教えていただき、そして実習でも溶接の練習やプレス加工など懇切丁寧な指

導を受けました。練習時間についても十分できるよう時間外での施設の利用など特別にご配慮頂きました。5

目間のご指導は機械加工の経験が浅い私にとつて大変有益でした。

　施設見学では原講師から説明を受けました。KEKの研究は素粒子研究において世界的レベルで極めて

高度なため、その内容を正確に理解することは困難なことですが、見学させて頂いた施設のなかで印象に残

っているのは放射光研究施設PFの加速リングです。粒子の方向を急激に変えたときに発生する光を物質の

構造解析などに用いるとのことですが、この施設を多数の民間会杜が使用料を払って利用し研究を行うシス

テムにもKEKならではのものと感心しました。

また富士実験棟の陽子と電子の衝突を確実に行うビーム電流のディスプレー装置やコンピューター制御シス

テムにも科学技術の粋を実感しました。目光加速空洞の実験棟では空洞共振器のモニターが幾つも設置さ

れ、それに運転監視用系統ブロック図と冷却用液体ヘリウムの微妙に変化する液面がディスプレイされていま

した。巨大なコンプレッサーが発する轟音の中で目立から派遣されたエンジニアーのみなさんがKEKスタッ

フと交代で目夜このモニタールームに詰めている様子から岩手大学では感ずることのできない緊張感を受け

ました。

　歓迎会のバーベキューパーテイでは目光実験棟のスタッフの皆さんをはじめ多数のご参加を頂き、中には

若い外国の研究者がいらして、国際的雰囲気が感じられました。

　三国技術部長がいらして研究スタッフと、素粒子の研究でKEKと先を争う世界の最先端をいく研究者の

最速の情報について話をしておられ、感銘を受けました。また私を紹介して頂いたり、岩手大学の情勢にも精

通されていて、技術部のこれからの技官のあり方にも言及下され、適切なご指導を頂いたことに感謝致してい

ます。

　最後にお忙しい中このようなすぱらしい企画を立てられご指導頂きました可部技官、原技官、小島技官、

そして技官の立場を理解され終始暖かい言葉をかけて下さった細山先生、森田先生に深謝いたします。

（2－1）宇都宮大学　川島憲二

所　　属　宇都宮大学工学部機械工場係

官職文部科学技官
研修期間　平成13年7月23目～7月27目
研修部門　工作センター

研修題目　機械工作全般（ワイヤーカット放電加工機）

研修報告

　私の仕事は、宇都宮大学工学部機械工場でおもに機械加工と、学生実習の指導をしています。この研修

に参加するきっかけは、本学の研究協力課長からの紹介でした。研修内容を見ると、学生実習のテーマーで

もあるNC工作機械研修がありましたので、私が、ワイヤーカット、神山君が、マシニングセンターの研修を受

講させてもらうこととなりました。私どもの工場にはNC旋盤とNCフライス盤はありますが、ワイヤーカット放電

加工機、マシニングセンターはありませんので、期待と不安をもって、この研修に参加させていただきました。
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ユ目目（7月23目）

　猛暑の中、宇都宮より車を走らせて2時間、高エネノレギー加速器研究機構に到着した。この研修に関して

事務てきに、なにかとおせはになった可部さんの案内でユーザーズオフィスにて宿泊の手続きをすませ、工

作センターに案内していただいた。13：30よりオリエンテーションということで、舟橋課長より研究機構内の安

全管理や注意事項の講義を受けた後、工作センター内の見学、また3号館屋上展望室より高エネルギー研

究機構の設備の説明をうけた。15：30より人見工作センター長の“技官に望むもの、技術の伝承”のテーマで

講義をうけた。17：15に1目目の研修は終了し、舟橋課長に宿舎まで案内していただいた。

2目目（7月24目）

　実際に機械を使用しての研修がはじまった。ワイヤーカット放電加工機の研修指導は、工作センター班長、

小林さんが担当してくれた。研修生は私と岩手大学の金子さんが受講した。はじめに小林さんから、基本コマ

ンドの説明と、アブソリュート、インクレメンタルでのプログラムのしかたの講義をうけ、プログラムの作成に入っ

た。初めのうちは、アブソリュウト、インクレメント、プラス、マイナスがごっちゃになり苦労したが、最後にはクロ

ーバーをブログラム出来るようになった。

3目目（7月25目）

　昨目プログラムしたクローバーを、ワイヤーカット放電加工機に入力し、機械を操作し使用方法を学んだ。

またステンレスでメス型のクローバーを作り、真録でオス型を作りはめ合わせてみて、色々な材質の加工、オ

フセットのしかたを学んだ。

4目目（7月26目）

　昨胃の続きと、テーパー加工、上下異形の加工を行った。上下異形は最初は頭では理解出来なかったが、

プログラムしているあいだに理解できた。残念だったのはイニシャルの上下異形を挑戦したが、機械の調子が

悪くできなかった。でも楽しみもあった。工作センター職員の暑気払いということで、バーベキューパーティに

誘っていただいた。多くのセンター職員の方と交流ができ有意義なひとときであった。

5目目（7月27目）

　レポート作成。

おわりに

終わってみればアッという間の5目間でした。この研修が決まったときには、ワイヤーカット放電加工機を操

作したことがなかったので、図書館から本を借りたり、研究室にあるマニアノレを見たりして、予習をしましたが、

いまいつぽ理解できないで研修にのぞみましたが、実際にプログラムして操作してみて良く理解できました。

最後に人見工作センター長、舟橋課長、実際に技術指導いただいた小林班長、工作センター職員の皆さま

にご指導頂き有り難うございました。

（2－2）宇都宮大学　神山祐之

所　　属　宇都宮大学工学部機械工場係

官職文部科学技官
研修期間　平成13年7月23目～7月27目
研修部門　工作センター

研修題目　機械工作全般（マシニングセンタ）

研修報告

この研修に参加するに当たり、2泊3目くらいの研修だと思っていました。ところが、4泊5目だと聞いてびっく

りしたと言うのが本音です。

そして、また、実際に使用するマシニングセンターの機械を見てこんなに大きな機械だとは思ってもいませ

んでした。はたして自分に操作できるのか心配になりました。

私の職場には、NC旋盤、NCフライス盤が入っています。NC旋盤は、学生実習で使う程度で、ほとんど稼

動していません。NCフライス盤は、自動プログラミングの装置がついているので、自分でプログラミングせず

にそちらを使用してしまいます。ですので、プログラムの基礎から学べるこの研修に参加申し込みをいたしまし
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た。

1目目（7月23目）

午後1時30分、受付担当の可部さんと研究本館（ユーザーズオフィス）での待ち合わせです。それから、今

回の参加者、岩手大学の金子さんと職場の先輩川島さんと共に工作センターに案内されたわけです。

はじめに、舟橋課長から工作センターの概要と安全作業についてのお話をうかがいました。そこで、今回の

講師、小林さんと川又さんを紹介されました。

次に、工作センター長の人見先生から技術の継承という題目の講義を受けました。

その後、施設内を見学したわけですが、工作機械の大きさ、天井のクレーン、NC工作機械の種類の多さに

圧倒されました。

最後は、3号館屋上展望室に登り、高エネルギー加遠器研究機構全体を上から眺めたわけですが、広々し

ていて環境のよい所だという印象を受けました。ただ、当目は暑い目だったので、中は蒸し風呂状態、汗が噴

出してきました。宿舎に案内して頂いて、初目は終了となりました。

2目目（7月24目）

今目から、本格的な研修の始まりです。

基本コマンドの説明を受け、GコードやMコードを使つて、課題をアブソリュートとインクリメンタルの2種類の

プログラムを組みました。実際にプログラムを機械に入カし、動かしたわけですが、プログラム間違いが沢山あ

り、何度も手直しをしてようやく課題通り動いてくれました。

3目目（7月25目）

オス型の加工：工具補正を使い荒加工と仕上げに分け加工したわけですが、荒敢りに使用したラフィングェ

ンドミルは初めて使用する工具でした。

こちらでは、通常20ミリ程度の厚さであれば、一回で削ってしまうと聞かされた時は驚いた。穴加工のプログ

ラム作成、今までネジは手で切っていたので、機械を使っての加工は経験したことが無くすごく楽しみでした。

4目目（7月26目）

メス型の加工：タップ加工は、折れるんじゃないかとひやひやでしたが、何事も無くすんなりネジが立ちまし

た。残念だったのが、工作物をバイスに取り付けた状態でオス型を合わせたが、その時ぴったりはまったので

すが最後に取り外し合わせたら入らなかった。どうも油圧バイスで締め付けたため、歪みが出てしまったものと

思われる。

5目目（7月27）

レポート作成

これが一番面倒、時間がどんどん過ぎて行く。

おわりに

これまで基本プログラミングを使用していなかった私にとって、今回の研修は大変有意義なものでした。

今後は、この研修を生かし仕事や学生実習に役立てたいと思います。また、機会があれぱCAD，CAMに

ついてもご教授願いたいと思います。

最後に、研修でお世話になった人見先生、舟橋課長、小林班長、講師をしてくださった川又さんはじめ工作

センターの皆様、この場をお借りしてお礼申し上げます。お世話になり、ありがとうございました。

（2－3）岩手大学　金子昌晴

所　　属　岩手大学工学部機械工学科

官職文部科学技官
研修期間　平成13年7月23目～7月27目
研修部門　工作センター

研修題目　機械工作全般（ワイヤーカット放電加工機）

研修報告

私は機械工学科、熱エネノレギー工学講座、流体研究室の技官として、4年次の卒業研究における部品
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装置または実験装置本体のもの作りの大半にかかわっています。また所属の大学院生のもの作りも行って

います。私は岩手大学工作センターの旋盤、フライス盤等たくさんの工作機械を使用してきました。我が岩

手大学工作センターにもワイヤ放電加工機が平成8年5月に導入されました。私も早速CAD／CAMにお

ける自動ブログラミングの講習を受け、最近少しずつ使用出来るようになってきていました。研究室のもの

作りにも複雑な曲線や楕円などの加工や真四角い穴をくり抜くなどは、お手の物です。実験に使用する引

っ張り試験器の試験片作りなど他の研究室からの放電加工を頼まれることもしぱしぱです。私はワイヤ放

電加工機のCAD／CAMにおける使用方法は多少マスターしていましたが、自動プログラミング装置を使

用しないで、図面を見ながらNCに直接プログラミングを入力するこが出来ませんでした。また、NCプログ

ラムのGコードを全く理解していませんでしたので、ワイヤー放電加工機の講習会を希望していたところ高

エネルギー研究機構の工作センターでワイヤ放電加工機の技術研修生を募集しているのを高エネ研のホ

ームページより募集している事を知り。今回申し込みをして研修を受けさせて頂く事になりました。

1目目（7月23目）

初目は、午後1時30分ユーザーオフィス玄関にて可部さんと打ち合わせて宿舎を紹介して頂く。2時より工

作センターの概要と安全作業について舟橋さんより講義がありました。3：30分より工作センター長より高エネ

研の概要と、技術の伝承についての講義がありました。4：30分より高エネ研内の見学と3号館屋上展望台か

ら説明して頂く。

2目目（7月24目）

本目より本番の研修が開始されました。基本コマンドの確認という事でアブソリュートとインクレメンタルの概

念をしっかりマスターし、CADで描かれた図面よりアブソリュートとインクレメンタルのそれぞれを使用してGコ

ードでCAD図面をプログラム化しました。様々な図面を使用して4種類位の図面をGコードで書き表す練習を

間違いながらも何度も行いました。

3目目（7月25目）

本番研修2目目から、いよいよ実際にワイヤ放電加工機を使用して、スペード形をした図面を実際にインクレ

メンタノレでGコードで変換したプログラムをワイヤ放電加工機のデスプレイに入力しワイヤ放電加工機のオフ

セット考慮し、放電加工機の操作方法も修得しながらスペード形のメス形とオス形のはめ合いを考慮しながら

無事作製すことが出来ました。

4目目（7月26目）

本番研修3目からはワイヤ放電加工機による特殊な加工という事でフライスや旋盤等では加工不可能なテ

ーパー加工、上下異形などで、上端が三角形で下端が四角形のワイヤ放電加工機でしか加工出来ない物を

作製してみました。

5目目（7月27目）

最終目は今までワイヤ放電加工機のハード面とソフト面のあらゆる講義と実習を受けた事をレポートにまとめ

る作業をワープロを使用してまとめました。

おわりに

本研修を終えるにあたりワイヤ放勧口工機のソフト面の技術はほとんど無かつたので大変プログラム作成に

は大変自信がっきました。今回の一週間わたる講習会で受けたソフト面、ハード面で修得した技術を地元岩

手大学に帰ってから、今回、修得した技術を十分生かしたいと思います。

（3）岩手大学　佐藤昌也

所　　属　　岩手大学工学部技術部計測・調査技術班

官職文部科学技官
研修期間　平成13年9月3目（月）～9月7目（金）

研修部門　技術部、加速器研究施設

研修内容

　ファイノレメーカーProを用いたデータベース構築法
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　ファイルメーカーPrOを用いたリレーショナルデータベースの構築

　ファイノレメーカーProのWebコンパニオン機能を用いたWeb上でのデータベース

公開（インスタントWeb、カスタムWeb）

　PostgreSQL入門

研修報告

　（1）受講を申し込んだ経緯

現在の私の業務の一つに、実験装置のマシンタイム調整があります。それは、ユーザーからマシンタイムの

希望を受付け、スケジューノレ表と照らし合せて調整し、最新のスケジュールを全ユーザーに電子メールでア

ナウンスするというものです。それほど大変な業務ではないのですが、せっかく学内にはLANが整備されて

いるので、ネットワークデータベースシステム（Webデータベースもその’つ）を用いたマシンタイム予約シス

テムを作成しこの業務を自動化できないかと常々感じていました。

ファイルメーカー杜から販売されているデータベースアプリケーションであるファイノレメーカーProを用いて

Webデータベースを構築できることは以前から知っていたので、私の要求に合う事例がないかインターネット

でホームページを調べてみました。決して多くないホームページの中からファイノレメーカーProで作成された

r会議室予約システム」を見つけ、その製作者のご厚意によりシステムファイルー式を無償でいただくことがで

きました。そのファイノレを自分の仕様に合わせて作り替えればうまくいくだろうということは想像できたのです

が、その頃の私にはファイルメーカーProの知識は乏しかったのでプログラムの動作を全く理解することができ

ませんでした。

何の進展も無いまま一年が過ぎ新年度が始まって間もなく、同僚が溶接技術の習得のために高エネ研の受

入研修を受講することになりました。私もこの機会に高エネ研の受入研修でマシンタイム予約システムを作り

たいと思い今回の受講を申し込むことにしました。

　（2）ファイルメーカーProを用いたデータベース構築法

研修初目の午後、研修担当の荒木栄さんからファイルメーカーProを用いたデータベース構築法にっいて

の説明がありました。資料は、Microso免杜のプレゼンテーションアプリケーションであるPowerPointで作成さ

れており、多1亡な業務にもかかわらず私の研修のために時間を割いて資料を用意してくださつたことがわかり

ました。

説明の中では、「いきなりデータベースファイルを作り始めるのではなく、予め綿密な計画を立ててデータベ

ースファイノレを作成することの大切さ」にポイントが置かれ、このことは研修を通して何度も繰り返されました。

実際、何の計画も立てずにデータベースをWeb上で動かそうとしてトラブノレに陥ったときに、この大切さを痛

感しました。

その他、私が苦手としていたノレックアップとリレーション（複数のデータベースファイルを関連させて動作させ

る方法）にっいてもポイントが置かれ、それらについても分かり易く説明していただきました。ノレックアップとリレ

ーションは、ファイルメーカーProでリレーショナルデータベースを構築する際には特に大切とのことで、翌目

までにマニュアノレの関連する箇所を読んで理解しておくようにと言われました。最初はこれらの大切さを理解

できなかったのですが、実際に自らリレーショナルデータベースを作成してみてその大切さが分かりました。こ

れについては次項で報告します。

　（3）ファイルメーカーProを用いたリレーショナノレデータベースの構築

研修2目目からマシンタイム予約システムの作成を始めました。最初からデータベースをWeb上に公開する

のではなく、先ずはデスクトップ上で間題なく動作するシステムを作成することを第1目標としました。全くゼロ

からシステムを構築するのは時間的にも厳しかったので、r会議室予約システム」を手本としその動作を解析し

ながら自分の仕様にあったシステムを構築することにしました。前目の説明で教えられた事と予め読んできた

マニュアノレを元に、下記の手順に従つてリレーショナノレデータベースを企画・作成しました。

1．データベースに入力する必要のあるデータをすべてリストアップする。

2．理論的に考えて同じ画面に表示させるデータをグノレープ化する。

3．ファイルが1対1なら良いが1対多の場合にはその関係を明らかにするファイルを追加する。
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4．各リレーションを指定する照合フィールドを決める。

5．作成したデータベースを誰が利用するのかを考えて、各ユーザーに対してのアクセスフィールドや配置を

　　決める。

私は、ただ忠実に上記の手順に従っただけなのですが、上記の作業が終わったときにはリレーショナルデ

ータベースが出来上がっていました。このことから、ただ闇雲に作り始めるのではなく、きちんと手順を決めて

作る方が早く確実に作成できることを実感しました。

後は、重複チェック、クリア等の機能を追加し、デスクトップ上では間題なく動作することを確認しました。

　（4）ファイルメーカーProのWebコンパニオン機能を用いたWeb上でのデータベース公開

（インスタントWeb、カスタムWeb）

次に、上記で作成したデータベースを、ファイノレメーカーProのWebコンパニオン機能を用いてWeb上に

公開することにしました。Web上にデータベースを公開するファイルメーカーProのWebコンパニオン機能に

は、インスタントWebとカスタムWebの二つの方法があります。インスタントWebは、データベースファイル以

外には何のファイルも必要とせず、予め用意されたフォーマット（注：ユーザーがカスタマイズできない）でデー

タベースをすぱやくWeb上に公開することができます。一方のカスタムWebは、データベースをWeb上に公

開するためにWebぺ一ジを作成しなけれぱなりませんが、Web上でのデータ表示法をカスタマイズすること

ができます。

先ず、インスタントWebについて、ファイルメーカーProのバージョン4と5を用いてその動作を確かめまし

た。バージョン4では何の間題もなく動作することを確認しました。バージョン5からファイルメーカーProのデ

ータベースファイルのレイアウトをそのままWebブラウザ上に表示できるようになりました。ブラウザ上にボタン

も表示されたのですがこれらは全く動作しませんでした。これについて研修から戻ってから確かめたところ、残

念ながらバージョン5ではボタンは検索と新規入力のみしかサポートされていないことがわかりました。これに

ついては今後の更なる開発に期待したいと思います。

インスタントWebではデータベースのセキュリティが不十分なため、結局、カスタムWebでデータベースを

Web上に公開することにしました。先に述べたように、カスタムWebでは、データベースファイノレの他に、

HTML（H抑er　Text　Mar㎞p　La㎎uage）とCDML（C1ads　D抑amic　Markup　Language）が含まれたHTMLフォ

ーマットファイル（Webぺ一ジ）を作成しなけれぱなりません。このフォーマットファイルによりWebユーザとフ

ァイルメーカーProのデータベースとの対話方法を決めることができます。

このHTMLフォーマットファイノレも一から作成するのは時間的に厳しかったので、r会議室予約システム」に

添付されていたHTMLフォーマットファイノレをマシンタイム予約システムのデータベースに合わせて作りかえ

ることにしました。いざ、HTMLフォーマットファイルを書き換えて動かしてみると、次々と思わぬトラブルに見

舞われました。

問題を一つずつ解決してみたのですが、時閻が足りず研修期間内に完全に動作させることができませんで

した。問題を解決している途中で、HTMLフォーマットファイル間の関係を簡単な図で整理したのですが、本

来であれぱこの作業はHTMLフォーマットファイノレを作り始める前に完了していなけれぱならないことだと実

感しました。結局、残念ながら、残りの問題は研修終了後に解決することになりました。

　（5）PostgreSQL入門

多くのUNlX系システムで動き無償で利用できる本格的なRDBMS（Re1ati㎝a1Database　Management

System）であるPostgreSQL（“ポストグレス”あるいは“ポストグレスキューエル”と呼ぶことが多いようです。）に

ついて、もうユ人の研修担当である山本昇さんからその概要をお聞きしました。残念ながらPostgreSQL入門

には半目の時間しか割り当てられず、実際にPostgreSQLを用いてデータベースを構築するまでには至りま

せんでした。しかしながら、このような本格的なRDBMSが無償で利用できることを知り、高価なデータベース

アプリケーションを用意しなくても、やる気さえあれぱ市販の物に負けないデータベースシステムを構築できる

ことが分かりました。ちょうど私もこの春からUN1X互換OSであるLi㎜xを使い始めたので、ファイノレメーカー

Proを用いたマシンタイム予約システムが完成した後は、同じシステムをPostgreSQLでも構築してみたいと思

っています。
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　（6）おわりに

5目間と短い研修期間でしたが、おかげさまでファイルメーカーProを用いたWebデータベースシステムの

構築法の基礎を習得することができました。今後は、今回習得した基礎知識をもとに、私のようなマシンタイム

の管理に携わる方や学科内の会議室予約システムなど、小規模なネットワークデータベースシステムを必要と

している方々に役立つよう経験を積み重ねていきたいと思っています。しかしながら、私自身まだまだ未熟者

であり、研修担当の荒木さん、山本さんには今後もいろいろお世話にならなければならないと思います。今後

もお付き合いいただけるお二人と知り合えたことは、今回の私の研修における何事にも代え難い成果だと思っ

ています。

末筆になりましたが、今回の私の研修のために貴重な時間を割いてくださりました研修担当の荒木さん、山

本さん、受入研修係の可部農志さん、その他私の研修に際しお世話になった方々にお礼申し上げます。ま

た、このような研修の機会を与えてくださりました高エネルギー加速器研究機構技術部に感謝いたします。

今後も高エネ研と岩手大学の交流が末永く続くことを心から願っております。今後ともよろしくお願いいたし

ます。

（5）東京大学　大庭義秋

所　　属　東京大学教養学部等共通技術室

官職文部科学技官
研修期間　平成13年9月17目～9月21目
研修部門　工作センター

研修題目　機械工作全般

研修報告

　私は、教養学部共通技術室工作室にて依頼工作、技術指導、工作実習（旋盤2台、フライス2台、ボ

ール盤2台、シヤーリング！台、スポツトウニルダー、機械鋸、コンターマシン、折り曲げ機、の機械の取り扱

い、安全上の注意等）、研究者工作室のメンテナンス、経理、製作品の写真による整理等を行っています。

今回の研修で私たちの作業工程等とは違う環境での作業等を学び、よりよい環境を作つてゆきたいと思い、

この研修にきました。

研修について

9月17目

午後1時30分ユーザーズオフィスで可部さんと待ち合わせをし、宿泊の手続きを行い、工作センターに案

内していただく。舟橋課長より当工作センターの概況、安全上の注意、説明等をしていただき、小林さんに

より工作センターの設備の案内をしていただきました。

そのあと、シヤーリングと折り曲げ機を使用してのアルミの平板での切断と折り曲げ穴あけをしましたが、機

械の違い、自分たちの所では寸法にケガキをして晶物を切断する刃に合わせて切断するかたちなのに対し

て、こちらでは、寸法を打ち込むだけで切断できてしまい、折り曲げは、手動に対して設定を決めるだけでで

きてしまう、この機械は初めて使う。次にフライス、この機会もはじめて使うものです、敷板、刃具の場所、操

作の仕方をきき、はじめたが、敷板のサイズ、パイスの口金の段差が気になりながら製作をはじめる、刃具等

サイズ数は整然と並べられ使用しやすい状態で作業できました。

9月18目

旋盤による、アルミニュームの端面と外形研削、旋盤は、現在私が使用しているものと同じメーカーもので少

し使用勝手が違うだけなので、機械こは問題がないのですが、バイトについて私のところでは、ハイスまたは

完成バイトを使用するのに対して、付け刃バイト、超硬バイト、私は、あまり使用したことのないもので、切削

量や送り速度がわからず戸惑いながら製作、アドバイスをもらい完成。

9月19目

ステンレスフランジの加工、穴あけ、ドリルと中繰りバイトを使用しての加工、端面と側面は付け刃バイトで製

作、この辺は、使用してことがあるのでそんなに戸惑いなく完成。
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9月20目

ラジアルポール盤のタップ立て、はじめて使用しましたが大変便利なものです。我が工作でもタップの需要

がかなり多いので、持ち帰り検討してみます。

おわりに

今回、こちらにきて研修を受け大変勉強になりました。

場所により工作センター内のシステム、製品等が違うのはあたりまえで、その用途によつて製作して時間のロ

スを少なくして、早く依頼者に品物を渡す、工作センターのように、われわれも考えてゆきたいとおもいます。

最後に、人見センター長、舟橋課長、小林班長、工作センターの皆様ご指導ありがとうございました。

（6）京都大学原子炉実験所　土山辰夫

所属　京都大学原子炉実験所

官職　文部科学技官

研修期間　平成13年10月9目（火）～10月1ユ目（木）

研修部門　技術部、加速器研究施設

研修内容　計測技術に関する技術打合せ（ソフト名：LabV1EWに関する研修）

研修報告、その他

　技術交流により高エネ研に行く機会に恵まれた。

　研修内容については、ソフト名：LabV肥Wを教えていただくことにした。LabV1EWとはCやBASlC開発シ

ステム等と同じプログラム開発アプリケーションであるが、プログラムを作成するのに、テキストベースの言語を

使用せずに、グラフィカルな言語（G）を使用し、プログラムはブロックダイアグラム形式で作成するものである。

現在使用はしていないが私とは別のグループが使用あるいは使用予定ということで興味もあり決定した。

　研修期間は実質2目間しか無いため、テキストは7～10目間用のものを2目間用に編集したものを使用

し、初めにテキスト内容の講義があり、その後実際にパソコンにインストーノレされたソフトをテキストに従い操作

し、わからない所は随時サポートしてもらった。以前にソフトのマニュアルを読んだことがあったが良くわからな

かった。しかし今回用意されたテキストは初心者にも大変わかりやすく編集されていた。

　今回使用したバージョンは、実習の都合で英語版Macintosh版のver．3．！．1を使用した。最新版は

Windows版、Macintosh版ともにver，6iとなっている。

　研修は実際にGPlBで計測機器をパソコンに接続して、GPlB機器制御を行う実習で終わった。

　3目目の午後には施設の見学をしたが、敷地は広く車を利用しての見学となった。加速器のコントロール

ノレームの壁面の複数台の大型モニターと無数のパソコンが印象に残つた。展望台からは残念ながら富士山を

見ることは出来なかった。

　宿泊は宿泊施設を利用したが、共同利用瑚間中だつたため満室だった。室内には机とベットがあり広く快

適だった。午後9時頃駐車場にはほとんど車が無かったが朝見ると満車になっていたのには驚いた。

　今回は実質2目間しかなくソフトの概要しか研修できなかったため、機会が有れぱ次回は応用等の研修を

受けたいと考えています。

　最後に宿泊の手続から研修、見学まで可部農志氏にはいろいろとお世話になり、ありがとうございまし

た。

（7）京都大学原子炉実験所　池之上文吾

所　　属　京都大学原子炉実験所技術室

官職文部科学技官
研修期間　平成13年10月9目～10月11目

研修部門　技術部、工作センター

研修内容　有限要素法を用いた構造解析

研修報告、その他
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　研修では構造解析の本質についてと、ANSYSというソフトの使い方を教わりました。

　本質については、構造解析の目的はある一つの答えを出すことではなく、出てきた答えがどの程度の確か

さで正しいかの判断が目的であるということでした。また、それを身につけるには多くの問題を解くことにより蓄

積されていく経験がいると言われたとき、今自分が仕事するに当たっても自分の経験のなさを痛感するときが

あるので非常によく理解できました。また、ユーザーからの信頼を得るためにも経験が重要と教わりました。こ

れらのことは構造解析以外の仕事にも言える重要なことだと思いました。

　ANSYSを使っての構造解析では、ANSYSの使い方、ANSYSの構成、ANSYSで構造解析を行う流れを教

わりました。大きな流れはモデリング、メッシング、境界条件の定義、結果の表示でした。モデリングの段階で

ユーザーが求めている結果により3次元のものを2次元にして計算時間を短縮出来ることなどを教わり、メッシ

ングでは、ここでもやはり求められる結果によりメッシュの切り方でも重要な一部分を細かく設定したりすること

など教わりました。境界条件の定義では境界条件をかけられる部分は接点に限られるのでいかに現実の状態

に近付けられるかが結果に大きく作用することを教わりました。その後、実際にANSYSを使って例題を解いて

みました。初めて使うのではじめは一つ一つ教わりながらでした。簡単な形のものを何度かやってみるうちに、

講義でも言われていたようにメニューはたくさんありますが、実際に使うものは何種類かということと、流れに沿

ってやっていけぱそう難しいことでは無いといことが分かりました。何回か繰り返すうちに2次元の構造解析の

板のような簡単なものは何とか出来るようになりました。形状の複雑なものはモデリングが難しいと思いました。

2次元の複雑な形状のものと3次元の構造解析はモデリングと、境界条件の定義が難しいと思いました。モデ

リングについては同じ四角を描くにも何種類かの方法がありそれを使い分けて効率よく描くためにも、また構

造解析の流れをつかむためにもANSYSを使い込むことが重要だと思いました。

　今回の研修を無駄にしないようソフトを手に入れ、今まで自分が工作依頼で作成してもらったものの解析

から始めてみようと思っています。

（8－1）神戸商船大学　油木代一

所　　属　神戸商船大学技術部

官　　職　文部科学技官・技術官

研修期間　平成13年12月ユ7目～12月18目

研修部門　技術部、計算科学センター

研修報告

　1）研修内容

　　　12月17目（月）

　　　　13：30　到着

　　　　13：30～宿泊案内受ける

　　　　14：OO～ユ5：30

　　　　　　　「機構内ネットワークの管理」（講師：広瀬）1時聞30分

　　　　　　　　　・機構内ネットワークの紹介

　　　　　　　　　・ネットワーク管理技術の説明

　　　　　　　　　・day－workの説明

　　　　　　　　　・質疑応答

　　　　15：40～17：OO

　　　　　　　打合せ及び見学

　　　12月18目（火）

　　　　　9：OO～10：OO

　　　　　　　rネットワークのセキュリティ」（講師：中村）45分

　　　　　　　　　・機．構内セキュリティ技術の説明

　　　　　　　　　’day－workの説明
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　　　　　　　　　・質疑応答

　　　　　　　計算科学センター見学　15分

　　　　10：15～

　　　　　　　構内見学

　　　　　　　　　・各施設の説明（講師：可部）

　　　　12：OO終了

　2）その他（研修の感想等）

　　講師の方皆さんから親切且つ丁寧に講義していただき感謝の気持ちで一杯です。

　　研修初目～終目までお世話していただいた可部講師には特に感謝しております。限られた時聞でした

が、興味ある話題（セキュリティ技術や専門技術者のday－work等）があり充実した研修だったと思います。

（8－2）神戸商船大学　小川宏樹

所属　神戸商船大学技術部

官職　文部科学技官技術官

研修期間　平成13年12月17目（月）～12月18目（火）

研修部門　技術部、計算科学センター

研修報告

　　○計算機ネットワークに関する研修

　　　「機構内ネットワークの管理」（講師：広瀬）

　　　　　・機構内ネットワークの紹介

　　　　　・ネットワーク管理技術の説明

　　　　　・目常業務の説明

　　　　　・質疑応答

　　　「ネットワークのセキュリティ」（講師：中村）

　　　　　・機構内セキュリティ技術の説明

　　　　　・ウィルス等のネット障害について

　　　　　・質疑応答

　　　　　・計算科学センター見学

　　○受入れ研修打ち合わせ

　　○機構内施設見学

その他（研修の感想等）

　ネットワークに関する研修では、実際のネットワークを元に説明をして頂いたので、現実的で、業務の参考

にしやすい内容でした。表現が適切か分かりませんが、講習会で教わるのと違い、より近い印象を感じまし

た。技官同士で研修を行う事の意味を、教えて頂いた気がします。今回、私自身の知識が足りなかったので、

うまく質間できなかったのが残念なのですが、これからも、こういう機会を大切にしたいと思いました。機構内を

見学させて頂いて、規模の大きさに驚くばかりでしたが、大変大きな刺激となりました。最後になりましたが、お

世話になった関係者の方々に感謝します。

（8－3）神戸商船大学　黒木克典

所　　属　神戸商船大学技術部

官職文部科学技官
研修期間　平成13年12月17目～12月ユ8目

研修部門　技術部、計算科学センター

研修報告

・機構内ネットワークの管理
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　高エネルギー加速器研究機構内の、過去、現在、将来におけるネットワークの構成や運用する上で定め

ているポリシー、具体的な障害の発生例とその対応策等について説明を受けた。

・ネットワークのセキュリティ

　高エネルギー加速器研究機構内で定めているネットワークのセキュリティーに関するポリシーや、ウィル

ス、外部からのクラッキング等が原因で引き起こした障害の具体例とその対応策等にっいて説明を受けた。

・見学

　計算機のネットワークに関連する施設を中心に機構内の各所を見学。

・受入研修に関する打合せ

その他

　高エネルギー加速器研究機構における技術部の運営について話を聞くことができ、組織の運営の仕方や

人事面などで技官が強い権限を持っていることに関心を持ちました。今後、本学に限らす全ての国立大学の

技術部の手本となるべき組織であると感じました。

（8－4）神戸商船大学　野崎伸夫

所　　属　神戸商船大学商船学部

官　　職　文部科学技官（技術専門職員）

研修期間　平成13年12月17目（月）～12月18目（火）

研修部門　技術部、計算科学センター

研修報告

　12月17目（月）

　　機構内ネットワークの管理についての研修

　　　打合せ及び所内見学

　ユ2月18目（火）

　　ネットワークのセキュリティについての研修

　　　計算科学センター見学

　　　打合せ及び所内見学

その他

　限られた時間でしたが、ネットワークの管理・セキュリティについての研修、そして高エネノレギー加速器研

究機構の設備・職員そして、受け入れ研修について説明していただき、有り難うございました。

　今後、技官として仕事をして行く上で大変参考になり少しでもこれからの仕事に生かしていきたいと思いま

す。技術部長を始め講師の方々、そして研修の手続きから全てお世話になった可部様、どうも有り難うござい

ました。

（9）北海道大学　小檜山守男

所　　属　北海道大学大学院理学研究科技術部

官　　職　技術長（技術専門官）

研修期間　平成14年1月10目
研修部門　技術部、工作センター

研修報告

研修内容

　工作センター施設・設備・工作依頼等の見学と運用についての説明

研修成果

　施設については、工作センターの設置面積が広く、また工作機器類が多種多様に設備されていて、本格

的なクレーンが備え付けられているのは、我が大学の工作施設では考えられない事である。電動垂直式回転

ラツクによるスペースの効率的利用法と、工具・測定機器類の管理システムは、新たに工作施設を造る場合に
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は参考にすべきである。

　設備（工作機器）については、五軸制御マシニングセンターによる複雑な三次元加工は世界的にも優秀な

加工技術であること、ワイヤー放電加工機や形彫り放電加工機による製作品の精密さ、電子ビーム溶接機に

よる異金属の接合、精密測定機器類による完成製品の精度確認と保証など、我々の施設にも導入したい設

備である。

　工作依頼の方法については、我が工作室も同じ様に行ってはいるが、参考になる部分が多く有り、今後の

工作室運用に敢り入れて行く予定である。

その他

　施設や設備などは、我が大学では考えもつかない大掛かりなものであり、各部局単位では到底無理な願

望であると感じました。しかし、北海道という地域では北海道大学に所属する技術者がリーダーシップを果た

す役割は多く有ると思われます。

　北海道大学の全学共同利用としての工作センター的な工作施設を造る必要が有るのではないかと感じて

帰札しました。

（10）京都大学原子炉実験所　宮地真弓

所属　京都大学原子炉実験所技術室

官職　文部科学技官

研修期間　平成14年1月31目～2月　1目

研修部門　技術部、放射線科学センター

研修報告

　1／31目：放射線科学センターで、放射線管理に関する見学等を行った。

　平山氏に、KEK全体のR1及び加速器使用の承認について説明していただいた。中村氏、豊目ヨ氏に

Ge、液シン、サンプルチェンジヤー等を主に第7区域の放射性試料測定棟でみせていただいた。放射科学

センターで、桝本氏に中央監視室を説明していただいた。ここには、全てのエリアモニタと気象モニタのデー

タがコンピュータ上で見られるようになっていた。穂積氏に校正等のスケジューノレ表等を見せていただいたり、

気象測定や報告書等全般の話をうかがった。2000年度版放射線管理報告及び放射線安全の手引き（本冊と

別冊）を頂いた。

　2／1目：受入研修係の可部氏にKEK全体を案内していただいた。

　まず3号館の展望台から所の概略の説明を受けた。その後、車で、KEKB外周の4つの実験棟やニュー

トリノビームライン、現在周囲に実験棟を建設中のPF－ARの外周を見せていただいた。その後技術部の組織

研修等の講義があった。

　午後少し、三国技術部長に放射光研究施設（PF－AR）の見学コースを案内していただいた。接線方向にで

る放射光を20数個のビームから取り出しており、効率良く利用されているという印象だった。このPF－ARの

制御室を見学した。技官は本体に10名、周辺設備に10名配置されており、改装等を主導で行う。高エネル

ギー加速器研究機構全体のパンフレットを頂いた。

その他

　まず初めに放射線業務従事者の数が個人で1年に6000人ほどときき、その規模の大きさが実感できまし

た。その全体を、個人・エリアの放射線管理をするのはやはり外注かと納得せざる得ませんでした。また中央

監視室の整然とした様子には感心しました。これほどのシステムなら、維持に多くの業者がかかわるので、そ

の取りまとめは大変でしょうとうかがうと、その通りだというお話でした。

　施設全体では、多くの加速管は地中で面積が広く分かりにくかったですが、近くで上の配管等を見ると場

所と地図が一致しました。制御室はパネルも人も多く、ここでも中心となるものがある原子炉との違いを感じま

した。放射光施設では二一ザが多く、見学者も多いというお話で、少しうらやましく感じました。

　最後に、受入研修係りの可部農志様はじめお世話になった皆様に感謝致します。
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（11）石川工業高等専門学校　中閏登志夫、田屋悦子

所属石川工業高等専門学校

官職技術専門職員
研修期間　平成14年3月13目～3月15目
研修部門　技術部、工作センター、放射光研究施設

研修報告

　　研究所各施設の紹介及び見学

　　技術研修に関する打ち合わせ

　　技術部職員の方との情報交換

その他

　技術部の可部さんには、研修の計画の段階から修了に至るまで大変親切にお世話していただきありがとう

ございました。

　放射光の実験施設など普段目にすることのない先端設備を、わかりやすく説明しながら案内していただき

大変参考になりました。

　今後も、いろいろなテーマでの技術研修をさせていただけるよう希望します。

（！2－1）宮城工業高等専門学校　後藤政純

所　　属　宮城工業高等専門学校学生課技術協力室

官　　職　文部科学技官（技術専門職員）

研修期間　平成14年3月25目（月）～3月26目（火）

研修部門　技術部、工作センター、放射光研究施設

研修報告

　　工作センターの業務説明と施設見学

　　放射光研究施設の業務説明と施設見学

　　技術職員の待遇改善、研修及び出張の取り扱いについて

　　施設運営と各種装置担当者の仕事への取り組み方について大変参考になりました。

その他

　各担当者の詳しい説明により高エネノレギー加速器研究機構の一部が理解出来ました。また、放射光装置

メンテナンス時期に当たり運転時立ち入られない場所まで見学でき一連の流れがよりいっそう分かり易く勉強

になりました。

　今回このような出張の機会を作って頂いた三国部長と担当者の方々また忙しい中を私どもめ為に時間を

割き説明頂きました担当者の方々に感謝いたします。

（12－2）宮城工業高等専門学校　菅原利弥

所　　属　宮城工業高等専門学校

官職文部科学技官
研修期間　平成14年3月25目（月）～3月26目（火）

研修部門　技術部、工作センター、放射光研究施設

研修報告

　　工作センターの見学、受け入れ研修について、高エネ機構について、

　　技術部の組織について、技官の予算について、技術報告会・交流会につい、，

　　加遠器について、放射光研究施設の見学

その他

　今回の研修を通して最先端の科学技術の一片を垣間見ることができとても有意義でした。研究分野につ

いては無知なものでとんちんかんな質問等し失礼しましたが、おかげでどのような研究がされているか、またど
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のような施設なのかを知ることができました。職種柄もの作りに携わっていますので研究実験装置のっくりとか

は個人的にですが参考になりました。自分の技術をより高めるひとつの弾みになったと思います。

　最後に今回お世話して下さいました三国部長、対応していただきました可部さん、戸閏さん、ほか技官の

方々に厚く御礼申し上げます。どうもありがとうございました。

（12－3）宮城工業高等専門学校　中田純一

所　　属　宮城工業高等専門学校

官職文部科学技官
研修期間　平成14年3月25目～3月26目
研修部門　技術部、工作センター、放射光研究施設

研修報告

　　工作センターの見学、放射光研究施設の見学、高エネルギー加速器研究機構の概要、

　受け入れ研修の説明等

その他

　初めはどういった施設かあまりよくわからなかったのですが、丁寧に説明していただいたお蔭で理解できま

した。私は工場で仕事をしているものですので工作センターはどのようになっているか興味がありましたが、非

常に整理整頓がされており、感心しました。

　放射光研究施設は一歩間違えぱ大事故につながるので、安全管理には細心の注意を払っていて安心を

しました。今回の研修で学んだことをこれからの仕事に活かしていきたいと思います。

　また、可部さんを初め施設の皆様には大変お世話になり有難うございました。
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1．専門研修

1－1．概要

専門研修は、技術部職員を対象とした研修で、アンケートなどを元に技術部の専門研修実行委員会が検

討・企画し、機構内の専門研修検討委員会の承認を得て実施している。

1－2．専門研修実行委員会

実行委員会の各担当を長期研修、短期研修、広報から以下に示すように実態に即したものにした。

　1．講義研修担当（担当者3名）

　　　　　30名以上を対象とし講義を主とした研修を扱う。

　2．実習研修担当（担当者3名）

　　　　　20名以下を対象とした研修で、実習を主とした研修を扱う。

　3．広報担当（担当者2名）

　　　　　ホームページを使った広報、研修の案内、研修全体のアンケート実施などを扱う。

　4．雑務担当（連絡会3名）

　上記（1）～（3）の補佐および全ての雑用を扱う。

1－2－1．実行委員

担　　当 氏　　名 所　　属

議長 工藤喜久雄 部課班長連絡会

書記 広瀬　均 部課班長連絡会

補佐 徳本　修一 部課班長連絡会

講義研修 柿原和久 加速器研究施設

講義研修 牧村俊功 物質構造科学研究所

講義研修 上目ヨ明 物質構造科学研究所

実習研修 藤田陽一 素粒子原子核研究所

実習研修 川井正徳 素粒子原子核研究所

実習研修 小島裕二 加速器研究施設

広報担当 田中賢一 低温工学センター

広報担当 飯島　和彦 放射線科学センター

実行委員の任期は約2年。

1－2■2．その他

研修実行委員会は月1回の定例の委員会を開いており、議事録は技術部のホームページで閲覧できる。

1－3．研修活動

1－3－11講義研修

1－3－1－11計算機ネットワーク入門

（1）概要

　数年前まで計算機のネットワークを利用するのは、計算機を専門とするなど一部の人達でした。しかし最近

のネットワークの利用は監視システムや、データ収集システムなどにも広がっています。このような中で将来ネ

ットワークを利用した機器の制御等を行おうとする者にとって、ネットワークの詳細を知ることは重要なことと思

われます。

この研修では、ネットワークを利用した機器などの開発をしたいと考えているが、ネットワークについての基礎

知識がない者を対象に、計算機ネットワークを利用する際のもっとも標準的なプロトコノレであるTCP／1Pの基
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礎について学びます。

（2）講師　：計算科学センター助教授苅田幸雄

（3）期間　：平成13年10月23目～平成14年1月29目

（4）時間　：20時間

（5）テキスト：「マスタリングTCP／1P入門編第2版」オーム杜

　　　　　　　　下隆史、村山公保、荒井透、苅田幸雄共著

1－3－2実習研修
ユー3－2－1．アナログ電子回路（トランジスタ増幅器）

（1）概要

今目計測、制御、通信などあらゆる分野において電子回路は必要不可欠なものです。この研修では、電子

回路の中でもっとも基本的なトランジスタを使ったアナログ回路について行います。まずトランジスター石によ

る増幅器を手計算によって解析することから始め、徐々に複雑な回路へと習得していきます。またそのつど電

子回路シュミレータによる検証を行い回路が確実に動作するかどうかの確認を行います。またシュミレーション

による結果を参加者及び講師との間でディスカッションすることにより、より的確なアナログ回路の設計・製作

が自由に行えるようになる事を目指します。

なお、この研修では回路解析やシュミレーションだけに終わるのではなく、与えられた材料を使った電カ増幅

器の設計と製作を実習として行います。製作に要する時間の一部は研修時間を超過する場合もあります。

（2）講師　：加速器研究施設助教授二宮重史

（3）期間　：平成13年10月25目～平成14年2月14目

（4）時間　：30時間

（5）テキスト：「はじめてのトランジスタ回路設計」黒田徹著　CQ出版

　　　　　　　　電子回路シュミレータ

4．その他研修全体についての感想、意見、希望、今後の抱負、今後実施して欲しい研修内容等をお書き

下さい。

・ノレーテイングテーブノレの詳紬に関して知りたいと思つていた。

・事柄について具体的に知る事が出来て有意義であつた

・1回の時間は、適当であるがもう少し連続で出来れぱ良かったかも。

・テキスト以外の補足資料を充実して欲しい

・CADの実習AUTOCAD等
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1－5．終了者名簿

平成13年度「計算機ネットワーク入門」技術部職員研修終了者名簿

期間：平成ユ3年10月23目（火）～平成14年1月29目（火）

NO， 氏名 所属 備考

1 加藤洋二 加速器第二課加速器管理班加速器管理第四係 素核研

2 川井正徳 測定器第二課測定器技術班測定設備係 素核研

3 鈴木祥仁 測定器第一課カウンター実験第一係 素核研

4 田内一弥 測定器第三課電子回路技術班回路技術係 素核研

5 仲吉一男 測定器第三課データ解析班データ解析技術第二係 素核研

6 林　浩平 測定器第二課測定器技術班衝突ビーム測定第三係 素核研

7 村上武 測定器第三課電子回路技術班データ処理技術第二係 素核研

8 菊地貴司 測定器第五課放射光実験班実験管理第二係 物構研

9 荒木栄 加速器第三課加速器制御班制御計算機係 加速器

10 池田光男 加速器第四課入射器管理係 加遠器

11 大越隆夫 加速器第四課加速管技術係 加速器

12 門倉英一 加速器第一課加速器技術第二班制御技術係 加速器

13 久保目ヨ親 加速器第二課加速器管理班加速器管理第一係 加速器

14 佐藤政行 加速器第三課加速器技術班真空路係 加速器

15 飯目ヨ好美 計算機課電子計算機第一係 計算機

16 押久保智子 計算機課電子計算機第一係 計算機

17 西口　三夫 計算機課電子計算機第二係 計算機

18 飯島和彦 特殊設備課安全管理班放射線第一係 放射線
！9 平　雅文 特殊設備課安全管理班化学安全係 放射線

20 川又弘史 測定器第六課測定器管理班測定器管理第二係 工作

21 大畠洋克 特殊設備課低温技術班低温第二係 低温

平成13年度「アナログ電子回路（トランジスタ増幅器）」技術部職員研修終了者名簿

期間：平成13年ユO月25目（木）～平成14年2月14目（木）

NO． 氏名 所属 備考

1 斉藤正俊 測定静第三課データ解析班データ解析技術第一係 素核研

2 藤田陽一 測定器第二課測定技術班衝突ビーム測定第一係 素核研

3 下ヶ橋秀典 測定器第六課測定器管理班測定器管理第一係 中性子

4 塩屋達郎 測定器第四課高輝度光源係 放射光

5 佐藤吉博 加速器第一課加速器技術第二班真空技術係 加遠器

6 中島啓光 加速器第四課高周波技術係 加速器

7 本間博幸 加速器第二課加速器管理班 加速器

8 飯閏真久 特殊設備課　低温技術班低温第一係 低温
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平成一3年度 技術部専門研修 （計算機ネットワーク入門）アンケート結果
H14．2．14

1．研修肉割＝ついてお答え下さい

（1〕研修を受ける前の知塗凌

　　よく飽うていた

　　　　8
ある寝塵知うていた

　　　14

1……とんど気らなかうた

（2）覇修を受けた役の理澤度

婁；1章ネットワ・クの墓蔓飽窒
　　　よく理倶できた

　　　　　　2
理浮できたあまり愛傍できなかった理屠できなかうた不関
　　1ε　　　　　　　2　　　　　　　　　0　　　　　1

研修を受ける前の知凄塵 ネットワークの；≡獲知鐘

…目よ＜知っていた国ある薯産知うていた目匿とんど知らなかった1

…E■よく三≡≡…蟹できた

1目璽倶できなかうた
目理屠できた

■不覇

1：1あまり璽祭できなかった1

篤2章了CP／1Pの基璽
　　よく憂倶できた 理溶できた

　　20

あまり壌浮できなかうた壌濡できなかうた不霧

　　　　2　　　　　　　　　　0　　　　　一

第簿テータリンク
　　　　よく璽濃できた

　　　　　　o
愛屠できたあまり理屠できなかうた理簿できなかった不観
　　14　　　　　　　　8　　　　　　　　　　　　　　　1

τOPノエPO）墓雲董 テータリンク

1目よく曇蟹できた目憂屠できた回あ剴理贋できなかうた口理傍できなかうた■不覇…

…　I＝1よく窒巨屠r雪きテ…

1ll：1理蟹できなかった

匿理落できた

■不朗

目あまリ壌蟹できなかった1

第4童炉プロトコル
　　よ＜理浮できた

　　　　o
理屠できた

　　15

あまり壌屠できなかった理屠できなかった不関

　　　　6　　　　　　　　　　0　　　　　1

第5章　TOPとUDP
　　　　よく理澤できた

　　　　　　o
理屠できたあまり嚢屠できなかった嚢蟹できなかうた不窮
　　13　　　　　　　9　　　　　　　　　0　　　　　1

炉ヲロトコル 1’CPとuDP

幽国翼蟹できた1コあまリ理蟹できな込oた1＝1理蟹できなかった■不甥…
1目よく醐熾
11目醐できなかった

目理蟹できた

□不開

口あまり翼蟹できなかoた…

第6章　ルiティングプロトコル（祭身毫由プロト＝ル）

　よ＜ヨ…！屠できた　　　　　　　　憂屠できた

　　　　1　　　　　　　　　　　　　　9

あまり寝蟹できなかった理湧できなかった不第

　　　　12　　　　　　　　　0　　　　　1

第フ章アプ■jケーションプロトコル

　　　　よ＜窪鴛できた　　　　　翼漂できたあまり壌鵬できなかった理屠できなかった不覇

　　　　　　0　　　　　　　　　8　　　　　　　12　　　　　　　　　0　　　　　3

ルーティングプロト＝1ル（竃竃隻由プ回トコル） アプリケーションプ回トコル

・Elよく塞鵬できた国翼屠できた回あまり理屠できなかったI＝1翼屠できなかった■不覇1

l1回よく醐できた

1；回漫漂できなかoた

1≡1理蟹できた

□不露

日あまり理篶できなかったl1
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第8章　嶺覆后、伝送磐体と公乗遺信サーピス
　　よくヨ婁屠できた　　　　　　　翼屠できた

　　　　　2　　　　　　　　　　　　12

あまり翼屠できなかった理倶できなかった不覇

　　　　　畠　　　　　　　　　　0　　　　　1

第9章実例1　筥信内ネットワ■ク関蓬
　　　　よく……屠できた　　　　　　　…重蟹て≡きオヒ　；邑まり葦…屠できなあ、った　葦蔓浮r＝きなも、っテ三　；F覇

　　　　　　　2　　　　　　　　　　14　　　　　　　　5　　　　　　　　　　1　　　　　1

勃愛肩、伝送漂鉢と公秦竈信サービス 婁倒1　檀罰肉ネットワーク関違

1昌よ＜翼傭できた1≡1理屠できた1コあまリ憂湊できなかった8翼屠できなかった□不覇1
1目よく醐で詑
；口理漂できなかった

圓理漂できた

■不覇
口撫嘱腕き鮎うた11

剰o章案倒2竈箒外ネ外ワーク璽違
　　よくヨ塞鴛できた　　　　　　　　　　葦…震できフ…

　　　　　1　　　　　　　　　　　　　i1

あまり理屠できなかうた璽澤できなかうた不明

　　　　　S　　　　　　　　　0　　　　　2

実観2邊構外ネットワーク慶逗

1醜く嚢渓できた冒覆潔できた目あ割嚢贋できな加た目凄屠で鉱かうた■不観1

あまり理蟹出秦なかうた、震漂幽乗なかうた、と答えた漫由をお■き下さも、。

用凄1の蒼晴が理蟹できない砺があった

暮窪知虜とはいえ幕I『釣な竈だうたので。

一ヨ周に1目では問があきすぎて煎團の漬を忘れてしまoた二と毛あうも

欠簾したため

アプリケーションブ目トコルはだいたい嚢屑できたと嚢う

蟹篶肉外の奈ツトワークについてもっと爵閥があれぼ塁かうた

；覆黎窒がないお

入『8だ1テでば襲しい

初回から国々のハiドウエアの竈をされたお理霜出案なかった
弟9章からやつて歓しかoた

佳事が忙しも、スケジュールと童なりあまり身が入らなかうた。

葛門用爵が多く嚢二書肌、ていても、この専円を田くた四：考えなけれぼなら梯、oた

あらか1二めテキストをよ＜祭まなかうたさ

竈記言棄（寡門用竈〕が多いので再度薮暮■で理簿して
まとあないと難しいと二ろがある

簑丼が配布されなかったので

欠篤のため

…各文字を思い出している蘭に鴎覇が蓮んでいる

墓竈の暮蟹は翼屠できてよかった
少しば会姦が理蟹できるようI二なうた

予蒼、竈習が星リない

く3）蜀階昌寺蘭．二ついて

　　　　蓄当
　　　　1フ

曇い 短い　　　　　　　不覇
　1　　　　　　　　　　4

（S）鶉夢1＝ついて（轟讐方法等）

　　　　寡阜常1二よ由、うテ…

　　　　　　　3

よかoた

　i2
着竈
　3

良く司；＝あ、うチ…　　　『F嗜≡■

　　0　　　　　　5

翻修暗聞について 竃劇：ついて（竃竈方法等）

1冒塾当冒長いo短いo不勇1 1圓非劇：鮎・娩冒蝸・うたo着量o良くなかうた■不覇1

賓当と患われる爵蘭ほ？
　　　　　　　1～1．5時閥
　　　　　　　　　　1爵間

（4）矧二異味をもうた肉暮又は章書お■き下さい
’トテイングヲ目ト＝1ル

担篶肉外ネットワーク関違
ルーティシグ、撞筍内ネットワiク

第1．2章

轟9章
瀞章I1鱒
蟹簑肉タ｝糸ツトワ■ク昌目重巨

担簑内糸ツトワーク

星くなかったと答えた方はそ⑦憂由をお答え下さい
なし
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2．仕弓との幽凛について

（1）房倒二台加する二とで集割二影讐がありましたか

　差し支えなかった　多少2讐が出たが閥蟹なかった影讐が出て大賓だoた　　　不明
　　　　　3　　　　　　　　　　　　　16　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　卓

（2）’冒リのヨ窒屠I二つ』、て

　　理屠してくれて助かoた　　…してくれなか　　　　　不萌

　　　　　　19　　　　　　　　　　0　　　　　　　　4

周りの理蟹について
轟修に参加する二とで集葛に影讐があリましたか

目理漂してくれて助かった圏璽震してくれなかった1コ不剛

11目婁し支えなかった室多少蟹讐が出たが閥蟹なかった0影讐が出て夫…室だった目不甥11

影讐がでた方は、どの億に影暮したかをお■き＜だきい“

全留参加できかかうた

社ζスケジュiルの賓更

握当邊饗のトラブルで琴ぴ出された

3I今雀の碕倒二ついて
『計算邊ネットワーク中魯」を行うとしたら受湧しますか？
　　　…呈扇する　　　　　　　　　　受扇しない

　　　　「1　　　　　　　　　　　　　1

わからない

　　7
不覇

4

i計算邊ネットワーク　申螢」を行うとしたら受扇しますか？

1目受濤する雇受鶉しない0わからない1＝1不覇…

4．その飽砺修全体について蟹憲、責見、希望、今色の貞負、
今後案壇して歓しい硯讐肉容をお■き下さいo

ルーティングテープルの澤篶に関Lて知りたいと恩うていた
事掃について具体的に知る■が出秦て有竈■で亀った

1回の暮書間は、琴当であるが毛う少し邊鏡で出碧1れぼ亘かうたかも。

テキスト以外の篇足貫料を売実して歓しい

eAOの案習　A∪TO◎AD等
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平成14年度英語研修

初級：

1）目的

　本機構は様々な形での国際交流が進んでおり、多数の外国人研究者

及び共同利用実験者等を受け入れており、これを支援する事務職員

及び技術職員についても語学力がひつようである。業務上必要な

英会話、英文の書き方、読み方等を修得させ、もって当該職務の

円滑な遂行を図ることを目的とする。

2）対象者

管理局及び技術部の職員のうち、各部長から推薦され、

総務部長が受講を認めたものとする。

3）人員

約15名の内、技術部から以下の3名が受講した。

加速器田中宏和

共通飯島和彦
物構研長橋進也
4）期間

　平成14年8月19目～10月23目 計26回52時間

中級：

1）目的

2）対象者

管理局及び技術部の職員のうち、各部長から推薦され、

総務部長が受講を認めたものとする。

3）人員

8名の内、技術部から以下の2名が受講した。

素核研上利恵三

素核研鈴木祥仁

4）期間

　平成14年10月30目～15年2月5目計25回50時間
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平成13年度　国立学校等技術専門官研修を受講して

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加速器第四課長　徳本修一

　　猛烈な風雨を伴った台風が東京を通過して行ったその目に東京大学山上会館を会場として技術専

　門官研修が始まった。先輩諸氏の受講記と同様に、受講後おおよそ一年半を経過した時点での記述と

　なると、記憶が風化してゆくなかで印象深いものとして、風雨の最中（根津駅到着時にはいくぶんま

　しな状態ではあったが）発表用のポスターを濡らさないように会場へ急いだこと、お世話下さった東

　京大学の事務方の御苦労だった様子、開講式で御挨拶頂いた樋口課長の弁説爽やかなこと、当機構の

　様な研究ミッションの職場での技官の置かれた状況と大学でのそれとの比較で考えさせられたこと

　等々、内容と言うよりもその事柄のみが呼びさまされる。講議ノートをひもとき記憶を再構成しつつ

　書き留める。

　　閑話休題。

　　技術専門官研修は文部科学省と東京大学により主催され、全国から推薦された国立学校の技術専門

　官（大学共同利用機関は課長以上）を対象に行われているもので、私の受講は第3回目に実施された

　ものとなる。

1）大学行政上の諸問題

2）人事管理上の諸問題

3）職場の安全管理

4）学術行政上の諸問題
5）職場の健康管理（ストレスマネジメント）

6）リーダーシップ
7）その他（特別講演、施設見学、ポスターセッション、ディスカッション等）

以上が講議等の内容で、技術専門官が職場における指導的役割を果たせるよう、その資質向上を図る

目的に合ったものを用意され、時事問題として独立行政法人化の近況等を折り込まれていた。受講者

の受け敢り方は様々であったと思われるが、法人化の議論に際し（この何目か前に遠山文部科学大臣

の「トップ30に入る大学」構想の発言があったように記憶するが）、大学の運営の中で、技官の自

律ということが将来に向けて期待されるという印象であった。

　ポスターセッションでの発表題目については予めの提案がなく、各自に内容の選択が任されていた

ため戸惑いもあったが、会場を見て回って皆さんの業績の紹介や技官組織についての現状あるいは将

来への考え等多様なポスターの展示に、自己表現の行い方の一環かと興味深いものだった。

個人的には古文書等文化財修復の技術に関するものが、後継の育成について考えさせられた。

　受講者によるディスカッションでは、職場における技官の資質の向上及び位置付けの向上に向け

ての具体的取り組み方について大学と大学共同利用機関では多少事情の逢いがあり、意見の分かれる

ところもあったが、指導的役割の必要と技官各自が専門的技術者である自覚が重要との認識は一致し

ていた。

　最後に、講議の中でお聞きしたものの一つを御紹介しておく。研究・教育の場に接して仕事をし

ている身としては、常々心掛けたいと思ってはいるがなかなか実践となると難しい。

　　「言葉は、相手にその内容が正しく理解されて初めて言葉となる。」

温かい関心、無視しない努力、違う視点への考察、等々少しづつでも体得出来れぱ、この研修に関わ

られた皆さんの労に応えることになるだろう。
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技術専門官研修に参加して

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加速器第一課長　久保冨夫

　平成13年度国立学校等技術専門官研修に参加した。会場は東大本郷キャンパス、参加者数は68

名であつた。

　初目の朝は台風による激しい雨の中、タクシーをつかまえることもできず、川のように水が流れ

る道路を必死に歩いて会場に着いた。多くの人は靴の中まで水びたしだが、遅刻した人はいないよう

で、研修に対する決意の固さが現われていた。

　研修課目のうちの2，3の課目についての印象を記す。

　公務員の倫理等については、特に誰もが注意しなくてはならないこととして、職場に帰ったら伝

えるようにといわれたことは、交通事故に遭遇した時に対処を誤るなということであった。

　ポスターセッションでは次のような分野の発表があった。機械、電気電子、情報処理、物理・化

学、生物・生命、土木・建築、その他。私にとっては工学以外は普段はなじみが薄く、なかなか想像

できないでいたが、このとき、実に種々の分野で目々奮闘している技官の存在を実感し勉強になった。

　見学施設は次のとおりであった。①工学部超高圧電子顕微鏡室　②インテリジェント・モデリン

グ・ラボラトリー　③医学部標本室

　①工学部超高圧電子顕微鏡室の顕微鏡は世界’の超高分解能だという。近くに地下鉄が走ってい

　　　ることに由来する外乱を防ぐため、部屋一杯に3次元ヘノレムホルツコイノレを設置して電磁気的

　　　振動を除去し、また、巨大な顕微鏡本体はサーボエアクッションに乗っており機械振動を除去

　　　している。

　②医学部標本室は、まず重厚なエントランスホーノレと、そこに掲げられている歴代医学者の肖像

　　　画に圧倒された。標本室の中は、専門外の私にとっては、自らの身体のことでありながら最も

　　　縁の遠い世界である。しかし衝撃は大きかった。

　③インテリジェント・モデリング・ラボラトリーでは大型三次元画像装置を見学した。数人が入

　　　るキャビンの内壁がスクリーンになっており、立体視用眼鏡をかけて、コンピュータでシミュ

　　　レーションされる仮想現実空間を体験した。

　懇親会およびフリーディスカッションをはじめ全般において、多数の方と交流できたことも有意

　義であつた。
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　　　　平成13年度関東・甲信越地区国立学校等技術専門職員研修に参加して

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工作課工作第1係長岩井正明

平成13年9月4目から9月7目にかけて、東京商船大学及び埼玉大学において技術専門職員研修が実施

されました。初目は、東京商船大学に全ての研修生が集められ、合同で研修を行い、翌目から東京商船大

学と埼玉大学の各コースに分かれました。私が受講したのは、機械コースで、初目が東京商船大学、翌目

から最終目までが埼玉大学です。

東京商船大学は、明治8年に私立三菱商船学校として発足し、明治ユ5年官立東京商船学校を経て、昭和

32年に東京商船大学になりました。学内には、重要文化財の明治丸をはじめとして、商船学校としての歴

史的な遺産がたくさんあります。明治丸は、三本マストの白い帆船であり、船内には明治天皇御座所やサロ

ンがあります。明治丸の見学は、卒業生である年配のボランティアの方が案内してくれました。

初目は、オリエンテーション及び事務局長挨拶の後に講義がはじまります。講義は、「学術行政上の諸間

題」及び「人事行政上の諾問題」という技術専門職員としての規範などが中心です。重要ですが、目常あま

り意識しない事柄なので少し戸惑いがあります。

講師の先生は、あまりこのような話しをしたことがないと言う人もいましたが、丁寧に説明してくれました。

埼玉大学は、昭和24年国立学校設置法により、浦和高等学校と埼玉師範学校を母体とし、文理学部と教

育学部の2学部をもつ新制大学で発足しました。現在は、学部が5学部、大学院が4研究科に付属図書館

があります。埼玉大学付属図書館には、大学移転時に発見された、本村遺跡の土器片や写真などの資料

が展示されています。本村遺跡の発見は、1967年に考古学研究会の学生が工事現場で土器の破片を見

つけたのが最初だそうです。本村遺跡は、弥生時代中期から古墳時代後期の住居跡27基、古墳時代の大

型ピット群、古墳時代後期の円墳1基、多数の土器などの遺物が見つかっています。

埼玉大学での研修は、理学部及び工学部の建物で行なわれました。キャンパスは、一部の建物の改修中

で工事車両などが入っています。埼玉大学では、機械系の講義と実習がありました。「埼玉県内中小企業

の実態と技術動向」は、渡辺製作所という民間企業の杜長が自杜の技術を中心とした埼玉県の企業の動向を

話してくれました。r先端的流体計測技術」、r超精密加工の最近の話題」、r材料の非破壊評価法」、r人間

の運動制御、運動学習理論及びそのロボットを用いた検証」等は、埼玉大学の先生が御自分の研究を中心と

した幅の広い話しをしてくれました。又、施設見学で訪れたトッパン印刷（株）生産技術開発部の部長が「印

刷業界の最新技術動向」を話してくれました。埼玉大学の講義では、発表したぱかりのホットな話題も含まれ

ています。

施設見学は、トッパン印刷坂戸工場に行きました。大学のキャンパスから、貸切バスに乗り、関越自動車道

を利用して1時聞ほどの距離です。トッパン印刷では、見学コースが準備されており、ビデオによる解説や工

場内を説明員が丁寧に説明してくれます。

工場は、明るく大変鯖麗であり、最新の印刷機械がラインに並んでいます。環境には配慮しているとのこと

で、印刷方法やインクの原料などを含めて、昔の印刷工場のイメージはありません。

技術専門職員研修を終えて思うことは、講師の先生や裏で支えてくれた担当大学の職員の方が良く対応し

てくれたことです。この場を借りてお礼を申しあげます。講義は、講師の先生が幅広い受講生と短い時間

を工夫してまとめたものです。専門的な内容では少し物足りなさが残るかも知れません。幅広い知識、担

当大学や工場などの見学、同世代の技術者との交流が魅カと思います。
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　　　平成13年度
　　　　　関東・甲信越地区　国立学校等技術専門職員研修（機械コース）に参加して

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工作課加工技術班工作第五係長　寺島　昭男

　9月初旬、19機関（大学11、高専6、研究所2）から30名を集めて行われた、題記の研修を受講

する機会を得た。この機械コース参加者は初目が東京商船大学、2目目からの3目間は埼玉大学での

研修となっている。

　この研修には半目の目程で、実験・実習が含まれており、予め以下の課題の中から希望するもの

を選択することができる。

　1．磁気浮上

　2．燃焼波と衝撃波の実験計測

　3．振動現象の観察とその理解

　4．超音波顕微鏡を用いた欠陥検出　　　となっていた。

ただ、今回は担当係からの口頭による間い合わせで、詳細な資料や説明はなく、しかも員数合わせの

ための主催者による再調整の可能性とが言及されたように記憶している。

どの項目も、半目でまともな実験や実習が行えるようには思えず、希望が通るのかも判らないので、

安直に「磁気浮上」を選んでおいた。マイスナー効果によるデモンストレーションか、磁束のピン止め

効果を用いるフィッシングのデモくらいだろうと想像していたのである。

2目目の朝、埼大での受付けを済ませ、手渡された資料を見ると「機械コース実験実習　・磁気浮

上」のテキストがあった。員数調整もなく希望どおりの実習項目であったが、随分と立派な20ぺ一

ジ程のテキストである。テキストを開くと「フィードバック制御を用いた磁気浮上実験・オペアンプ

を用いたPD制御回路の製作」とあって、勝手な想像が見事に外れたことを知った。さて、“電磁石

の吸引力・インダクタンス”なら理解している。　“浮上物体の運動方程式”　も理解できる。　“フィ

ードバック制御・PD制御・伝達関数”も概念くらいなら理解するが、“オペアンプの正帰還・負帰

還”“非反転増幅器”にいたっては、全く理解できない。そもそも低抗やコンデンサのカラーコード

さえ理解しない者が、僅か4時間で「制御回路の製作」をすることになっているのである。

かくして、明目の実習に備えて、数ヶ月ぶりに晩酌を休み、数年ぶりで「予習」をする羽目になった。

　専門研修も講義内容と受講者の専門性にミスマッチがあれば、’般教養の範壌に止まってしまう

ことになる。準備をされる方々にはたいへんかもしれないが、受講希望を募るにあたり、なにか工夫

が必要だと思った。もっとも、専門職を大勢集めて行う研修には、本質的にジレンマがある。基本

的・一般的な知識の修得はともかく、専門知識・専門技術の習得は、もともと多人数では成り立たな

いのではなかろうか。実効性と研修効率のバランスは非常に難しい問題のように思えた。

　つくばに帰ってから、最近の大学での講義資料は、予めWeb上で公開されていることが多いこと

に気付いた。「埼玉大学・学生実験・磁気浮上」で、案の定、一発でヒットしました。「磁気浮上系の

アナログ制御」。研修用に配布された資料と殆ど同じ物がそこにありました。今後、研修に参加され

る方は、是非Net検索を試してからにしては如何でしょうか。

　ちなみに、なんとか私も鉄球を空中に浮上させることに成功、メカトロニクスの概念を

多少なりとも深めることができました。晩酌を休んだからではなく、講師の方々の熱心な指導の結

果であることはいうまでもありません。あらためて関係者に感謝致します。
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　　平成13年度　関東・甲信越地区国立学校等技術専門職員研修（機械コース）に参加して

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技術部工作課　　　工藤　昇

　平成13年度技術専門職員研修（機械コース）を受講しての感想を述べるわけですが、受講してか

ら月目が経ったことと整理が悪く資料が見つからないのでプログラムに沿って報告する。

　研修の初目は3コースー緒に東京商船大で午後から行われた。講義は本省の方が「学術行政上」

と「人事管理上」の諸問題について講演された。前項では研究行う難しさ、後項では公務員のあるべ

き姿を再認識した。また重要文化財「明治丸」の見学では、説明員が目を輝かせて楽しそうに説明し

ていたことが印象に残った。

　2目目3目目は場所を埼玉大に移して機械コースの講義が行われた。内容は機械要素（軸受）か

らロボットエ学と広範囲にわたって最先端の技術を知る上ですぱらしい内容の講義だった。研究・開

発を行うには目標を明確にし、少しずつ積み上げていくことの大切であると感じた。施設見学は凸版

印刷（株）坂戸工場を見学した。周辺環境の整備、地域住民との融和、作業者の安全管理・作業効率

を考慮した整理整頓された工場だった。

　最も印象に残っているのは実習で、レーザー光とCCDカメラを使って歪みの伝わり方を画像化す

るもので、消しゴムに加えた力が波紋として広がり消えるのをパソコンの画面で確認した。カの伝わ

り方、物の歪み方を数値ではなく目で確認する実験だった。

　研修なので仕方がないが、多くの技官が集まったのに技官同士の交流の時間が懇親会以外になかっ

たことは残念だった。

　最後に研修に参加する機会を与えてくださった方々、講義にあたられた講師の先生方及び企画・準

備を担当した大学関係者の方々に感謝致します。

　　　　　　　平成13年度関東甲信越地区国立学校等技術専門研修に参加して

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加速器　池上清

　私は、機械コースに参加しました。機械コースは、埼玉大学の研究室での実習と大きな印刷会杜

（凸版印刷）の見学が印象的でした。その他に私にとって斬新な研修項目として、小企業の杜長さん

による会杜経営の経験談等の楽しいためになる講演がありました。通常の機械理論に関する講議も有

りましたが、やはり実習体験や見学、経験談などの話が専門外の研修としては有意義なものであり、

良く脳裏に刻み込まれます。そこで印象深かった上記三点について記述します。実習は衝撃波の実験

計測でしたが、なかなかどうして、公式上では理解した積もりでも、いざ実験からその検証をしよう

としてもなかなか困難で、他の研修者と確認しながらの実習体験となりました。運動力学のこととは

言え、その学問ひとつとっても多くの知識経験が必要ですから、当然のことと思います。私達技術者

としては、正しい方向の、より間違いの無い仕事をしていくことが大切ですから、その基本に沿った

実験の結果を確認をしながら確実に進む研修がが出来たと思います。

　凸版印刷の会杜見学については大学の研究室と別世界で、最新の工場であることも理由の一つです

が、広大な空間を効率良く作業手順が進行していきます。見学者を見越してガラス越しの見学コース

が確保されていて、クリーンで作業員数も少なく過去の印刷会杜のインクで汚れた工場のイメージを

払拭させます。最新の印刷システムの内要は忘れてしまいますが、ガラス越しに見たあの空聞のイメ

ージ象は忘れることはないでしょう。最後の小企業の杜長の経営に対する経験を踏まえた戦略ですが、

今の世界を生き抜く経営は、従業員の意識を如何に高めるか、また杜長の判断の方向性と従来の製造

品に固執を脱した新規製品開発、または製品への移行の実行など、製造メーカーとしての成功の実体

験を聞きました。赤字会社を前杜長から引き継ぎ、会杜を立て直した方の話ですから追力が有りまし

た。週何回か行っている従業員の自発的英語の学習会に我々も意気込みがあれば参加体験して下さい

と誘われましたが、その学習会に実際に参加体験する意気込みが私たちににも必要でしょう。これか

らは私達も新規技術等への積極性をかもし出し、公務員ではなく一技術者としての感性を持って働く

ことの必要性を再確認しました。
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平成13年度関東甲信越地区国立学校等技術専門職員研修

（情報処理コース）参加レポート

柿原春美

（共通研究施設、計算機課電子計算機第一係）

平成13年9月4目～7目にかけて東京商船大学にて実施された情報処理コースに参加させていただいたの

で、その報告をする。どのコースも30名の参加人数で、初目は開校式と講義2講話”学術行政上の諸間

題”、”人事行政上の諸間題”と、商船大学ならではの計らいで重要文化財r明治丸」の見学、記念撮影と続き、

懇親会で終了した。二目目以降はコース毎に会場が変わつた。幸運にも、私の受講したコースはそのまま商

船大で行われた。そして二目目だが「インターネットの基礎」、「Webサイト管理入門」、東京大学生産技術研

究所の技術専門職員の方の先輩講話r教育支援体制の役割」、三目目はr情報セキュリティー」rネットワーク

時代の法律」rNHK放送技術研究所見学」、最終目にrインターネットの最新技術」、グノレープに分かれての討

論r技術情報交換会」をして、閉校式を最後に終了した。2胃目以降の専門コースに関しては人によって感覚

は異なるかもしれないが、TCP／1Pの超基礎的なことから、ホームページの作成、昨今流行りの情報のセキュリ

ティーに関して、新しいlPプロトコノレに関してと、普段の業務上に直接及び間接的に関連してるもの、及びそ

の延長線上の講義と実習が大半であり、私にとっては無理がなく、加えて法律関係の講義、他のサイトの人と

の討論なども含まれ、普段とは異なる感覚で仕事をとらえることができた。一目目の明治丸見学や三目目の

NHK放送技術研究所見学などの普段とは別世界の空気も吸う事ができ、全体的に飽きる事なく有意義な研

修を受講させて頂きました。また仕事とは直接の関係ないが、本省の方がお話しくださつた国家公務員の懲

罰と職場での事故のレポートは、この研修でしか聴く事の出来ない貴重なお話しであった。以上簡単ではあり

ますが、研修の報告をさせて頂きました。この研修で得た事を普段の業務に生かすべく今後も切瑳琢磨に研

鎮を重ねたいと思います。またこの研修への参加を推進してくださった、技術部長を始めとするスタッフの皆

様、お声をかけて下さった故渋谷電子計算機課・課長に深く感謝いたします。
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中学生の職場体験学習

学校からの依頼を受けて、平成14年度には以下のとおり実施した。

学校名 人数 期目 体験学習内容

「磁石の性質を調べよう」

（P　Sブースター電磁石グノレープ）

「機構の概要」説明

平成14年 （技術部長）

谷田部中学校 2 7月31目 「電波をっかまえろ」ラジオ製作

8月2目 （P　F電子軌道グループ）

「放射線計測および放射線測定器の製作」

（放射線科学センター）

r真空に関する科学実験」

（P　S真空グループ）

「機構の概要」説明

平成14年 （技術部長）

大穂中学校 2 8月1目 「電波をつかまえろ」ラジオ製作

（P　F電子軌道グループ）

倣射線計測および放射線測定器の製作」

（放射線科学センター）
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はじめに

　昨今のIT（情報技術）の進歩により、多くの大学や研究所において研究者の研究情報がWeb上で公開され、

研究活動に大いに役立っております。本機構においても教官総覧が構築公開されました。技術部においても技

術者の技術情報を発信して内外の技術者との交流を深め、より一層の技術向上を目指すことを念頭に、この度、

技官総覧をホームページで公開する事になりました。

2001年度（Hユ3）に実施した公開に至るまでの活動内容を報告します。

WGメンバ：阿部次長（主査）、

　　　　　鈴木（祥）、仲吉、氏家（以上、素核研）

　　　　　小菅、三科、福地（以上、物構研）

　　　　　吉本、自川、竹中（以上、加速器研究施設）

　　　　　小林、穂積、渋谷（以上、共通研究施設）

活動経過：

1）第1回技官総覧WG

　平成13年6月22目（金）13時30分～

　　・技官総覧作成にあたって総覧作成についての方針説明後、総覧構築に関わる方法論、導入時期など

　　の具体的検討など

2）第2回技官総覧WG

　平成ユ3年6月27目（水）ユ5時30分～

　　・技官総覧上のコンテンツ内容、キーワード項目、全技官宛のアンケート、文章の検討など

3）第3回技官総覧WG

　平成13年7月3目（火）14時OO分～

　　・外部および内部向け公開ぺ一ジ設置方針を決定

　　・参考デモ：物構研PF研究者紹介ぺ一ジ

　　　＝＞上記モデノレをべ一スに構築する方針を決定

4）第4回技官総覧WG

　平成13年7月16目（月）14時OO分～

　　・「技官総覧作成に向けたお願い＆アンケート送信」実施報告

　　・総覧公開の目標を8月下旬とする

　　・技官総覧試用版Webぺ一ジのデモ

　　・ぺ一ジの枠組を決定

　　・公開情報機能の付加を決定

5）第5回技官総覧WG

　平成13年8月6目（月）13時30分～

　　・アンケート（コンテンツ）収集状況の報告と未提出者への対応を協議

　　・データ（コンテンツ）の体裁の整理方針を決定

6）第6回技官総覧WG
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平成13年8月21目（火）11時OO分～

・データ（コンテンツ）の移植状況の報告

・公開ぺ一ジの仕様変更を協議、承認

7）第7回技官総覧WG

　平成13年9月7目（金）13時30分～

　　・教官総覧構築状況（KEK内部への公開中）の報告

　　’Webデザインの確認

　　・写真掲載の仕様決定

　　・掲載保留（＝拒否）者への対応協議

8）第8回技官総覧WG

　平成13年9月21目（金）10時OO分～

　　・完成版のデモ

　　・技術分野のキーワードの検討、設定方針の決定

　　・データ（コンテンツ）提出状況（教官、技官）の報告

　　・機構広報室立ち上げの概要報告

9）第9回技官総覧WG

　平成13年10月1目（月）10時OO分～

　　・キーワード整理方針の状況報告

　　・技術分野のアイコンの整理と作成

　　・データ（コンテンツ）上へのキーワードの補足を決定

10）第10回技官総覧WG

　平成13年10月19目（金）13時30分～

　　・写真掲載

　　・スケジュール（10／25内部公開、11／1公開）の決定

　　・各研究系毎に委員によるコンテンツの体裁確認作業実施の指示

以上、述べ10回にわたるWGでの協議、ならびに構築作業を行い、予定通り平成13年11月1目（木）午前12時

より、機構外部への情報発信として技官総覧コンテンツを公開した。
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開催目　：

開催場所：

講師　　1

2001年4月26日（木）～4月27目（金）

4号館1階セミナーホール

小菅隆、森丈晴、吉本伸一、片桐広明、濁川和幸、（平雅文）

§1

§2

§3

§4

§5

§6

§7

§8

§9

イントロダクション

電子出版の流れ

目本語で電子出版を行なう場合の注意点

論文の書き方（LaTeX）

論文の書き方（MS－Word）

PitStopを使用した修正方法

G㎝ini3．1によるイメージの修正法

ソースファイルでの修正方法

PDFファイルの最終処理
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PDFファイルで配布されている主なものには下記のものがあります。

・　カタログ

・　マニュアノレ（パソコン等）

・　事務用文書（フォーム付）

・加速器系国際会議

　PDFファイルを読むためには、パソコン等にAcrobat　Readerと呼ばれるソフトウヱアをインストー

ノレする必要があります。現時点で一般的に流通しているPDFファイルを読むことの出来るAcrobat

Reader4．0が動作するOSには以下のものがあります。

　○　Wndows95，98，Me，NT4．0．2000

　■　Mac　OS

　．　L｛nux，So1aris，HP－UX，嘔M刈X，SGIl㎜X

　■　DEC　OSF／1

§1－6．Webによる電子出版

　Webによる電子出版では、HTMLやスタイノレシートが良く使用されています。HTMLとは、H淋rText

MakeupL㎜駅ageの略でホームページを記述するための言語のことを言います。H皿岨。ではタグと呼ば

れる

§1－7．その他の電子出版

　電子出版されるフォーマットの形は、PDFとHTMLに限られた話ではありません。その他様々な形

式が現在使用されています。参考までにPDFとmW化以外の主なものを挙げておきます。

　・TTime（ボイジヤー杜）

　・エキスパンドブック（ボイジャー杜、青空文庫で使用されている）

　・　電子ブック（SONY他）
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§2．電子出版の流れ（文書受け付けからPDFファイノレ作成まで）

著者j渤／／初幸

§2－1．はじめに

　このセクションでは、国際会議等で発表者や作者から原稿を受け付け、それをPDFにして出版する

までの流れを簡単に説明します。国際会議に限らず、PDFファイル形式で電子出版を行なう場合の参

考になると思いますので、PDPファイルで電子出版を考えておられる方で、今までに経験が無い方は、

このセクションを一度お読みになることをお薦めします。それぞれの作業についての詳しい説明は、

この後のセクションに任せますので、そちらを参考にしてください。

§2－1．事前準備

　原稿を受け付ける前に幾つかの事前準備をしておく必要があります。これは、PDF化作業を楽にし

たり、電子出版を行う際に必要な事です。

　1．テンプレートの準備

　2．対象言語と用紙サイズ

　3．ぺ一ジ数

　4．受け付けるファイルの種別

　5．町Pサーバーの用意

　6．Paper　ID，Keyword，etc

　1はワープロ用のテンプレートを準備する事を意味します。テンプレートとは、用紙サイズ・余白・

使用フォント等を埋めこんだ各ワープロのファイルのことです。最近は、VBAに代表されるマクロを

使用してあるものもあるようです。

　2にも関係しますが、国際会議等で英語だけの原稿を受け付ける場合は、MS－WordとLaTeX2eのテ

ンプレートを用意するのが一般的です。PAC，EPAC，A眺C等の国際会議と同じで良いのであれぱ、

JACoW1と呼ぱれる加速器系国際会議論文用ホームページにテンプレートも用意してあります。

　目本語の原稿を受け付ける場合は、英語の場合に加えて一太郎もテンプレートを用意すべきワープ

ロの対象になるのではないでしょうか。目本語に限れぱ一太郎を使用している人の割合は多いです。

　テンプレートは必ずこのワープロ用を用意しなくてはいけない等の決まりはありません。従って、

原稿を受け付けてPDF作業をする人のスキルに合わせて決めるのが一番良い方法であると考えます。

　2は玉の項でも触れたように、受け付け原稿の目本語・英語の別と、作成する原稿の用紙サイズを最

初に決定しておこうという意味です。

　3は国際会議の場合などに良く指定されていることですが、最終的に電子出版を目指すのであれぱ、

印刷物で出版するときよりも意味合いは小さくなると思います。

　電子出版を行なうのですから、原稿の受け付けも電子的なファイルで受け付けるようになると思い

ますが、4は受付可能なファイノレの種別を事前に決めておくという意味です。国際会議の場合は、使用

したワープロ等のソースファイル（例えぱ、MS－W仮dの場合はd㏄ファイル）、原稿で使用した図・表

三Jo㎞tA㏄ε1era鮒Con竈erenceWebsi把：h岬：〃a㏄elc㎝£w組cem．ch／A㏄eiCon〃
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出来ないことを意味します。

多2－2－1．疹正作業

　修正作業は、フォント・余白などが指定したものと違うときやPDFファイルが作成できない場合に

行います。

　修正作業はエラーの種類によって、ソースファイノレで行う修正とPDFファイルで修正する方法があ

ります。一般的に提出されたPostScriptファイノレからDis舳er等を使用してPDFファイルを作成するこ

とが出来ない場合や、2バイトフォントの文字を1バイトフォントに直すことにより文字間隔がおかし

くなる場合などは、ソースファイルで修正を行います。PDFファイルで修正する場合は、後の章で説

明するPitStopやGem㎞iを使用することで修正可能なエラーを直す場合です。

多2＿2＿2．　鉦傑の鯛7

　修正作業は、会議の会期中に行うことを推奨します。これは、エラーの種類によっては作者と直接

対話を持っ必要があるからです。但し、一定期間で修正作業を行うには、修正を行う要員の人数確保

が必要です。

§2－3．まとめ作業

出来上がったPDFファイルは、必要に応じて下記に示した「まとめ作業」を行う必要があります。

○

■

■

■

●

■

サムネーノレの作成、しおりの作成

一般情報の挿入

リンクの作成

フォームの作成

セキュリティの設定

ぺ一ジ番号の挿入

　まとめ作業は、上記事項のすべてが必要なわけではなく、必要に応じて作業を行います。上記のす

べてAcrobatで行うことが可能ですが、最後に挙げた

「ぺ一ジ番号の挿入」については、Acrobatではない

方法で挿入するほうが良いようです。

§2－4．ぺ一ジのトリミング

　国際会議で使用するPDFファイルを作成する場合

は、「ぺ一ジのトリミング」を行う必要があります。

図2．1はJACoWで用意しているテンプレートの余白

と文書領域を示したものです。このテンプレートを

使用して、A4サイズで作成されたものは、上部を

18㎜トリミングし、US1e脆rサイズで作成されたも

のは、右側を6mmトリミングします。このトリミン

グを行うことにより、出来上がったPDFファイルは

どちらの用紙で印刷しても、中心に文章が来るよう

に印刷することが、可能となります。

A一脾脾｛刎．o■293団）

　「■■■「■「一
　1　　1　　〕
l　1　l　l
1　！　〕

∴㍉
ξ1

引　　14＿
　　　　　　　I　　　　　　　l　　　　　　　，
　　　　　　　1
　　　　　　　■
　　　　　　　l　oユ血
　　　　　　　←　　　　　　　1・加
　　　　　　　1

t・㎞（肌附

図2．1JACoWテンプレート

1吻

：包

1圭

1量

1竃
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§2・5．出版

　出来上がったPDFファイルを出版する方法としては、CD－ROMで行う方法やWebによる公開で行

う方法等幾つかの出版方式があります。Webによる公開では、PDFファイルをWebサーバーに置き、

リンクを作成することで作業が終了しますが、CD－ROMで出版を行う場合には、CD－ROMのフォーマ

ット形式に注意する必要があります。

　CD－ROMのフォーマットには数種類の形式があり、対象とするOSの種類によって選択をする必要

があります。フォーマット形式によって、ファイル名に使用できる文字数が変わってきますので、

CD－ROMで出版する場合には、早い時期にフォーマット形式を決定しておくのが良いでしょう。参考

までにフォーマット形式と使用できる文字数を表2．1に列挙しておきます。

表2．I　CD－ROMフオーマツト形式

フォーマット形式 使用可能文字数 備考

IS09660レベル1 ファイノレ名8＋3文字、ディレクトリ名 基本的なフォーマット

8文字

Romeo WndowsのLFN（L㎝gFieName）形 Wndows専用（文字数31文字以内で

式で128文字まで あれぱMac㎞tosh，UND（でも読める）

JOhet LFN形式で64文字まで Wndows＋MS－DOS混在フォーマッ

ト

ApP1e冊S NULLを含んでもよい32文字まで MadntoshのHDと同じフォーマット

形式

※上記以外にもCD－ROMのフォーマヅト形式は存在する（IS09660レベル2，R㏄k馳dge等）

§2・6．まとめ

　ここまで書いたとおり、電子出版では実際の作業を始める前に決定しておいた方が良い事項が幾っ

かあります。途中で方針の変更を行うと、ファイル名など変更しなくてはいけないことが出てきてし

まいますので、事前に十分な準備（予想）を行ってうえで、作業を進めていくことを強くお勧めしま

す。
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§3．目本語で電子出版を行なう場合の注意点

著著j吉本催一

§3－1．はじめに

　ここでは、目本語で電子出版を行う場合の注意点として、目本語を使用した文書をPDF化する場合

に一番問題となるフォントの間題を中心に扱うことにする。

§3－2．PDFの特徴

　PDF文書は、各種プラットホーム（W㎞dows，Macintosh，Unix等）で閲覧することができるという

大きな特徴を備えている。また、表示の際、その環境がオリジナルのPDFファイルに使用されている

フォントを持っている場合はそのフォントを使用して表示するが、表示する環境がそのフォントを持

っていない場合でも、その環境で利用できる適当なフォントに置換して表示する。置換されるフォン

トは、オリジナルのフォントに近いものが選ぱれるが、使用するフォントによっては、この置換がそ

れほどよく機能しない場合がある。

　例として、Wndows上でM㎝otypeCorsivaというフォントを使用してPDFファイルを作成した場合、

WndOWS上では以下のように表示される。

■⑱cの兜巧卿μ跳㈹卿¢o
σ6α物卿伽仰卿㈱榊
しかし、このフォントを持たないMac㎞tosh上でこのPDFファイノレを表示した場合、

となり、全く見え方が異なってしまう。さらに、このPDFファイルの「文書情報」の中にある「フォ

ント情報」を表示すると（図3．1）のようになる。この「フォント情報」の中で特に注目する項目は、

「PDFのフォント」という項目と「使用フォント」という項目で、「PDFのフォント」という項目は、

オリジナルのPDFファイルに使用されているフォントを表しており、「使用フォント」という項目は、

その環境で表示する際に使用しているフォントを表している。したがって、今の場合、オリジナルで

使われていた「M㎝otWCorsiva」というフォントが「Adobe　Sans　MM」というフォントに置換され表

示していることが分かる。

　このように、オリジナルに使用されているフォントを持っていない場合でも、フォントを置換する

ことで表示されることは表示されるが、オリジナルのイメージとは程遠いものになってしまう場合が

あるということに注意する必要がある。
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文書名1monot岬8．Pdf

PDFのフォント　　　　　種婁頁

門o肺畑PeCor5i粕。1帖1ie

エンコード　便用フォント　　　　　種類

1一削eT岬ε　　W祐d⑪w§ ｛d⑪bεSa11εト1N　　　　　　　　　　　1一纈pe1

1嚢

、蟻＝

図3．ユ　PDFファイルのフォント情報

§3－3．理想的なPDF文書とは

　先程の例では、フォントの置換によってオリジナノレのイメージを損なってしまう場合もあることを

示したが、このようなPl）F文書は真の意味でポータブルな文書とは言えない。つまり、理想的なPDF

文書とは、どのようなプラヅトホームに持っていっても、オリジナルのイメージ通りに表示される必

要がある。それでは、理想的なPDF文書を実現するためには、一体どのような点に注意する必要があ

るのかを考えていきたい。

　まず最初に考えられるのは、各プラットホームに共通して利用可能なフォントが存在するならぱ、

そのようなフォントを使用することで、オリジナルのイメージをどのプラットホームでも損なわない

で表示できるPDF文書を作ることができるということである。実際、欧文フォントの場合、「欧文基本

14書体」というフォントがAcmbatReaderに付属しており、AαobatReaderをインストーノレすることで

以下の14書体のフォントが利用できるようになる。

T㎞es－Roma竈，Times一晦1ic，Ti㎜e－Bo1d，Times－Bo1dItalic

He1vetica，He1vetica－Ob玉i叩e，He1vetica－Bo1d，HeIvetica－BoIdObIique

C◎ude乙Couder－ObliΨe，Cou㎡er－Bo1d，Courier－Bo1dObli卯e

S）㎜bo1

ZapfD三ngbat

したがって、欧文フォントのみを利用した文書をPDF化する場合は、これらの「欧文基本14書体」に

含まれるフォントを利用することで、どのようなプラットホームに持っていっても同様に表示される

理想的なPDF文書を作成することが可能になる。

一方、目本語フォントを含む文書をPDF化する場合は、欧文フォントのように、各プラットホーム

に共通して利用可能なフォントは残念ながら存在しないため、欧文フォントの場合と同じように、使

用するフォントを選ぶことでは理想的なPDF文書を作成することはできない。この点が目本語を使っ
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た文書をPDF化する時の大きな問題点となる。

§3・4．目本語フォントの場合の2つのアプローチ

　それでは、目本語フォントを使った場合、一体どのようにすれば良いかだが、大きく分けて2つの

アプローチの仕方がある。それは、

王．目本語フォントを埋め込まない

21目本語フォントを埋め込む

　一番目の方法は、各プラットホームで全く同じ書体の目本語フォントはないが、ある程度書体の似

たフォントをお互いに使用することで、見え方の違いを最小限しようとする方法である。この方法で

は、完全に理想的なPDF文書を作ることはできないが、使用するフォントを注意深く選ぶことで、あ

る程度のレベルにまではもっていくことができる。

　一方、二番目の方法はAcrobat4以降になって使えるようになった機能で、PDFファイル自体に使用

しているフォント情報を埋め込み、その埋め込まれたフォント情報を使って表示するという方法であ

る。この方法では、PDFファイル自体にフォントの情報を持っているため、どの環境に持っていって

もオリジナルのイメージ通りに表示されるという理想的なPDF文書を作ることができる。

§3・5．目本語フォントを埋め込まない場合

　この方法は先程も述べたように、表示する環境によって見え方が異なるため、その違いが少なくな

るようなフォントの選び方が必要になってくる。使用するフォントとしては、各環境に標準的にイン

ストールされている明朝体やゴシック体のフォントを使うのが無難な選択で、実際このような目本語

フォントを使用した場合、どの程度の見え方の違いが生ずるのかを具体例で見てみることにする。

　以下に示すのは、Mac㎞toshにおいて、目本語フォントとして平成明朝体および平成角ゴシック体を

使用して作ったPDFファイルをMac㎞言osh上で表示した場合である。

平成角ゴシツク

あいうえお あいうえお
150見　1

　また、次に示すのは、このPDFファイルの「フォント情報」で、当然のことながら、一番最初の例

であげたようなフォントの置換は行われず「PDFのフォント」と「使用フォント」一致して、平成明

朝体、平成角ゴシック体がそれぞれ使われている。
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Window上では、平成明朝体および平成角ゴシック体というフォントは利用できないため、表示の際

にフォントの置換が行われ、平成明朝体に対してはMS明朝体が、平成角ゴシック体に対してはMS

ゴシック体が表示用のフォントとして使用されていることが分かる。

　最後の例として、このファイルをL㎞ux上で表示した場合、次のようになる。

平成明朝

あいうえお

平成角ゴシック1

あいうえお

この場合の「フォント情報」は次のようになる。

　Li㎜x版のA㏄obatReaderをはじめとして、Unix環境で利用できるReaderは、Macintosh版やWhdows

版のように目本語版は特に用意されておらず、目本語をはじめとする2バイト文字（韓国語や中国語

など）を表示するためには、別途それらのフォントをインストーノレする必要があり、目本語フォント

として平成明朝体と平成角ゴシヅク体の2書体がA舳eから提供されている。したがって、この場合

も表示の際にフォントの置換は行われず、オリジナル通り表示される。

　今の例では、Mac㎞toshとWndowsで表示の際に使用されるフォントに違いが生じたわけだが、一番

最初に示した例のように一目見てその違いが明白であるほどの違いはない。したがって、この程度の

差異が気にならないのではあれば、目本語フォントの場合でも、フォントを埋め込まない方法も一っ

の選択肢になりえる。しかし、この表示の違いが許容できない場合は、次に述べるフォントを埋め込

む方法を使用することになる。
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文書名：W1nπ1pdf

PDFのフォント　　　　　種斐頁 エンコード　便用フォント　　　　　　種類

M　S明銅

M　S明錦

M暮ゴシツク

M　sゴシ12ク
HG正｛曽圭6fき一PRO

削正借書持一PRO
HG丸コ．1，ツタ門一PRO

HO丸コI1，ツタH－pRO

TrueTりρe　　　Windov5

丁鵬丁り厚（CD）　ldentitU－H

True下纈Pe　　　〉〒r1d竈w；

Tr岨丁り芦〔〔：1）二〕　ldεntitリーH

TruεTりI＝1e　　　〉†ldow≡1

1「r岨丁リpξ（C1））　旧εr1七tり一ト1

Tru訂叩e　v1nd榊；
Tr岨丁纈P（Cl））　lden七tり一H

埋め込みサフ’セ・2ト
圭里め1≡ムみ1ナ＝ア｛：Iリト

遅め込みサ＝ア｛＝13ト

埋め込みサプセ・リト

埋め込卑サヲーセ1リト

埋め込みサラ’セ1リト
圭里め；ム易エtI’ヲ■・ヒ・リト

主里め≡ム尋．！チ＝プ・1ヒ・’ト

τI’ueTりPe

Trl」ξTりP暮

TruεTUPe
Tru6丁纈1＝le

TrueT纈Pe
TrueτリP繧

仲岨τΨ筍

Tr1」eTリPe 葵

綾

となり、唯用フォント」に埋め込まれたフォントが利用されていることが分かる。

§3・7．さいごに

　目本語フォントを含む文書をPDF化する2つの場合について見てきたわけであるが、理想的なPDF

文書、っまりプラットホーム関係なくオリジナノレのイメージ通り表示されると言う観点から見れぱ、

目本語フォントを埋め込む方法しか選択肢はなく、フォントを埋め込まない方法は、目本語に関して

利点は全くないように思える。しかし、フォントを埋め込む方法は、PDFファイノレにフォントの情報

が加わるため、その分ファイルサイズが大きくなるという欠点を有する。どの程度ファイルが大きく

なるかは、埋め込む目本語フォントの書体数などにもより一概にいうことはできないが、例えば、A4，

4ぺ一ジの論文で、フォントを全く埋め込まないで作ったPDFファイルのサイズは26肥ほどなのに対

して、1書体の目本語フォントを埋め込んだ場合は、165kBと6倍以上のファイルサイズになる。した

がって、ファイルサイズが非常に間題になる場合には、多少の見た目の違いを犠牲にしても、フォン

トを埋め込まない方法も取りうる手段となってくる。

　また、フォントを埋め込んだPDFファイルを配布する場合、埋め込んだフォントの著作権が問題と

なる可能性もあるので、その点に関しては明確にしておく必要があるだろう。
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§4．論文の書き方（㎜垣X2ε）

著者：　森　丈晴

§4－1．　岬X2εとは

　醐豚2ε（ラテックツーイー，またはラテフツーイー）は、数式を美しく表記するのに優れたフリーの組版

ソフトです。

　1980年頃スタンフォード大学の数学者D㎝a1dE．Knむth氏が、自分の著書の印刷用に開発した理（テッ

ク，またはテフ）という組版ソフトが母体です。これにKauth氏は自分で作成したp1a虹哩Xマクロパッケー

ジを組み込んだplaiΩ理を世に出し、これにDEC（Digital　Eq吻ment　C岬o蘭tion）のコンピュータ科学者

Les1ieLε㎜p航氏が醐堅マクロパッケージを組み込んで螂とした後，さまざまな改良が重ねられ現在

にいたっています。

　醐堅2εは、DOS，W㎞dows，Maci耐osh，UN灰などあらゆるO．S1上での使用が可能です。また、もと

もとは欧文専用のソフトですが、目本語対応の醐駆も開発されています。

　理の文書ファイルは、テキスト形式のファイノレなので、普通のテキストエディタでの読み書き，文書の

再利用ができるという利点があります。

　そして、何よりも数式の印刷が美しいという特徴があり、米国数学会（Amedc㎝Ma砒ematica玉S㏄iety）用

にAMS一堪（現在は改良されてAMS一㎜堅が使用されている）というマクロパッケージが作成されています。

　また、物理学関係では、A㎜edc㎜Physica1Society，Op童icalSoci岬ofAmehca，Amehc㎜hs芝it耐eofPhysics

という学会が共同で㎜V堪という蝉スタイルファイルを作っていて、Physica1ReviewやPhysicaユ

ReviewLettersなどへは、これを用いた投稿ができるようになっています。

§4－2．㎜冠X2εでの論文作成時に準備するもの

　㎜瑛2εで論文を作成する時に以下のものを準備しておくと、最低限のことには対応できます。

　・醐瑛2εソフト

　．PS（PostS㎞pt）ファイル取り扱いソフト

　．哩2εの解説書
　●論文作成用テンプレート

　その他に論文用の図を用意するときは、作図ソフト等を各自用意することになります。また、論文（理

文書）を作成するのにテキストエディタを用いますが、Wi地owsに標準装備されているワードパッドやメモ

帳での作成も可能です。

　以上のものの入手方法等について、McrosoftW㎞dowsシステム上で作業する人を中心に説明します。

㎜泌2εソフト　Windows用の固跳2εソフトとして、一般に“角藤版pTeX”と呼ぱれ親しまれているソフ

トを紹介します。インストールも楽な上に、アンインストーノレも関係フォルダの削除と（Wi皿dows95，98Me

の場合）Aut㏄xec．batファイルの関連部分の消去だけで済むという意味で、非常に気軽に使用できるソフト

です。

　このソフトは、インターネット上で入手できます。

PS（PostSc巾t）ファイル取り扱いソフト　脚瑛2εパッケージに含まれているソフトで作成できるのはPS

ファイルまでで、W㎞d◎ws上で印刷物を作成するには、PSファイルを取り扱えるソフトが必要となります。

　“Ghostscφ”は、そのためのソフトで、これを使用するとPSファイノレを表示，印刷することができます。

また、PSファイルをEPSファイルに変換することも可能です。

　“Ghos鳩cdpt”は単独でも使用可能できますが、マウス操作などの簡単な操作で使用出来るようにプレ

ヴィユーアソフト（Windows及びL㎞uxは“GSview”，Macintoshは“MacGSview”）も用意されています。

　Windows用の“Ghostscφt”及び‘GSview”の目本語版は、インターネット上で入手できます。
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㎜油X2εの解説書　脚膵2εの解説書を1冊は手元において作業することをお勧めします。ここでは、加速

器の国際会議の論文を醐膵2εで作成する時に電子出版上の不具合が最小になるように作成する方法を説明

することを目的にしているので、醐瑛2εでの文書作成の全てを説明してはいません。例えば、一部の文字

を太字体やイタリック体にしたいとか、細かな数式の書き方についてまでは、ここでは触れていません。そ

の様な事柄を解説書で調べたりしながら論文を作成することになります。

テンプレート　テンブレートは、論文を作成するのに必要な注意事項を説明した文章が、その指定された

条件に従い作成されている文書ファイルです。これをそのまま利用すると編集者が指定した体裁の文書を作

成できます。

　題名，著者名，節，小節，本文，箇条書き，表，図などあらゆる素材を使用して作成されているので、基

本的には、これらの素材を複写して使用すれば、論文を作成するのに最低限必要なことには対応できるよ

うになっています。

　加速器関連のいくつかの国際会議で用いられるテンプレートは、JACoW（JointA㏄e1eτatorC㎝fer㎝ceWeb－

site，U肌は、h脈p：〃www．JACoWorgノ。）に用意されています。そこに用意されている理2εを使用して

論文を作成する著者のためのA4用紙サイズ用テンプレートは、2003年4月現在，以下の4個のファイル

から成り立っています。

　○JACoWA4．tex

　e　JAC2003．cls

　・JACpic一匝c・eps

　●JACpic2．eps

　JACoWへ4．texは、醐承2ε文書ファイルで、これに論文を書き込んでいきます。

　JAC2003．cIsは、クラスファイルと呼ぱれているスタイルファイルです。文書のマージン，段組指定から

文書に使用されるフォントまで文書の体裁に関する情報の全てが含まれています。

　JACpic』c．eps及びJACp1c2Iepsは、添付する図のサンプルで実際の論文作成には必要ありません。

　以上のファイルを用いて醐堅処理すると論文の書式について説明した文書が投稿論文と同じ書式で作成

されます。

§4－3．論文が完成するまでの全体の流れ

　醐跳2ε文書の書き方を説明する前に、投稿に必要とされる書類とファイルを準備するまでの手順にっい

て説明します。

§4・3－1．投稿の為に準備する書類

　投稿の為に準備する書類としては、以下のものがあげられます。

　●論文ソースファイル

　●論文のPSファイル

　●論文の印刷物

　論文ソースファイノレとは、醐膵2εを使用して論文を作成した場合、醐堅2ε文書（拡張子が”。tex”のファ

イル）と添付図のファイル（拡張子が”．eps”のファイル）がそれにあたります。クラスファイルは、編集者が

用意しているものを使用している限り提出の必要はありません。独自のクラスファイルを用いて論文を作

成することは、あまり好ましいことではありません。これが原因で論文の修正が必要になったときは、編集

作業者に多大な労力が要求されることになるからです。

　論文のPSファイノレ及び印刷物は、論文のソースファイルから作成します。この方法は§4－3－2．で説明し

ます。

　論文の印刷物は、編集者が著者の意図したとおりの電子書類（PDFファイル）を作成できたかどうかを確

認するのに使用されます。
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　編集者は、PSファイルから実際にCD－ROMやWebに掲載するのに用いられるPDFファイルを作成し、

利用しやすい形式に編集します。PDFファイルを作成したときに論文作成者の使用したフォントや他の問

題で、著者の意図した通りに出力されない場合があります。PDFファイルが著者の意図したとおりの表示

に変換されているかどうかを確認するために論文の印刷物が必要です。印刷物を提出しなかった著者は、必

ず編集者から呼び出しを受けて出来上がったPDFファイルを確認させられることになります。

§4－3一ム　完成した論文からPSファイル及び印刷物を作成する方法

　完成した論文からPSファイル及び印刷物を作成する方法を、先程紹介した醐棋2εソフト（“角藤版pTeX”）

とPS取り扱いソフト（“Ghos£sc巾t”及ぴ‘GSview”の目本語版）を使用してテンプレート書類からPSファ

イル及ぴ印刷物の作成をする場合を例にして説明します。

　醐堅2ε文書は、MS－Wordと違って、命令1つでPSファイルを作成することはできません。最初に“latex”

命令で“DVI”ファイルを作成した後、“dvips”命令でPSファイルを作成するといった手順を踏みます。

　また、印刷物の作成も“DW”ファイルかPSファイルを作成した後、これらのファイルを取り扱えるソフ

トを使用しないと作成できません。

　以上について、順を追って説明していきます。

DVIファイルの作成　醐膵2εソースファイルを㎜風処理すると“．dvi”という拡張子のついたファイノレが

作成されます。“DVI”は“DeVice㎞depend餓t”の略で、“機種に依存しない”ことを意味します。ただし、こ

れ単独では画面上で㎜堅処理した結果を見ることはできません。それぞれの出力装置用に，DVIドライ

バ，DVIソフトを用意することになります。

　手順としては、最初にDVIファイルを作成してから“dvips”というDVIファイノレをPSファイルに変換す

るソフトを用いてPSファイルを作成することになります。

　DVIファイルを作成する手順は、以下のとおりです。

　（1）作業フォルダ上に全ての論文作成用のファイル（添付図EPSファイル，クラスファイルを含む）を置く。

　（2）MS－DOSプロンプトを開き、作業フォルダに移動する。

　（3）“1a把x”命令を実行する。

　（4）“一鵬x”命令を再度実行する。

　（3）を実行した時点で、DWファイルは既に作成されているのですが、（4）で同じ命令を再度実行するの

に注意して下さい。最初の“IateX”命令では、文中の図，表，参考文献等の番号割り振りができていないの

が、その理由です。

　最初にこの命令を実行した時に、DVIファイルと同時にログファイル（拡張子は“．1og”）と補功（au対1i町）

ファイル（拡張子は“．舳x”）が作成されます。ログファイルは、“1atex”命令を行ったときの実行状態を記録

したファイルで、これを見れば‘1ateX”命令実行時のeπOrやWam㎞gなどの情報が得られます。

　補助ファイルは、図，表，参考文献の文中番号の清報を入れておくファイルで、これをもとに文中の番号

付けが行われます。

　最初の“1atex”命令で補助ファイルを作成し、2度目の“1atex”命令で補助ファイルをもとにした文中の番

号付けを行います。

PSファイルの作成　次に作成されたDVIファイルからPSファイノレを作成します。その手順は、以下のと

おりです。

　（1）MS－DOSプロンプトの作業ホルダー上で“dvips”命令を実行する。

　ところで、JACoWには、論文作成時の留意点について説明するぺ一ジが設けられていて、そこでは以下

のオプションキーの使用を奨励しています。

　　●一D600

　　●一K
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　“一D600”オプションは、PSファイルでの印刷細かさを示していて、この場合600dpiであることを示して

います。何もしていなかった場合は、デフォルト値（普通は300dpiとなっているみたいです）で出力され

ます。

　“一K”オプションは、ポストスクリプト形式の図にあるコメントを外す働きをします。コメント部分が原

因でその先の印刷等で支障をきたすことがあるからというのを、理由に挙げていますが、このオプションを

つけたばかりにPSファイルが作成できないといった場合も見受けられます。

　また、作成されるPSファイルについて、自分の好きな名前を付けたい場合は、以下のオプションキーを

使用します。

　●一〇フアイル名．ps

　作成されたPSファイル文書の余白が正しく処理されていない場合は、用紙サイズが正しく認識されてい

ない可能性があります。以下のオプションキーで用紙サイズを指定して下さい。

　○一ta4（A4用紙を指定するとき、USレターの場合は、“Letter”。）

論文の印刷物の作成　醐睡文書から作成されたPSファイルから印刷物を作成する方法を説明します。

　Wiadowsシステムでは、PSファイル取り扱いソフトから印刷しない限り簡単に印刷することはできませ

ん。先程紹介したPSファイノレ取り扱いソフト（GSview）を使用して印刷します。

　使用方法は、下記のとおりです。

　（1）GSviewを起動させる。

（2）印刷させたいPSファイルを開き、内容を確認する。（メニューよりFi1e→open）

　（3）印刷を実行する。（メニューよりFi1e→ph耐）

§4－3－3．PSファイル及び印刷物の作成の実際一テンプレート書類を例にして一

　完成された論文からPSファイル及び印刷物を作成する一連の作業についての理解を深めていただくた

めに、実際にテンプレート書類からPSファイル及び印刷物を作成する場合を実例に挙げておきます。以

下に示す例では、C：＼TeX〉を作業フォルダとして、テンプレート書類からDVIファイルの作成をした後、

“samp1elps”という名のPSファイルを作成し、印刷物を作成しています。

r　　　テンプレート書類からPSファイル及び印刷物を作成する時の操作（例）　　、

　　（1）フォルダC：＼TeXを作成し、フォルダ内にJACoWA4佃x，JAC2003．cls，JACpic一凪c．eps，

　　　　JACpic2．epsを置く。

　　（2）MS－DOSプロンプトを開き（例えば、Windowsスタートメニューよりスタート→プログラム→MS－

　　　　DOSプロンプト）、MS－DOSプロンプト上で以下の命令を実行し、“samp1e．ps”という名のPS

　　　　ファイルを作成する。

　　　　　C：＼WINDOWS〉cd＼TeX

　　　　　C：＼TeX〉1atex　JACoWA4．tex

　　　　　C：＼TeX〉1a．tex　JACoWA4．tex

　　　　　C：＼TeX＞dvips　JAC◎WA4．dvi　－D　600　－K　－t　a4　－o　sa皿p1e．ps

　　（3）GSviewを起動させ（例えばW呈ndowsスタートメニューよりスタート→プログラム
　　　　→Ghostg㎜→GSview）、GSviewで以下の操作を実行し、印刷物を作成する。

　　　　（a）C：＼TeX＼s㎝p1e．psを開き（メニューよりFi1e→o脾n）、内容を確認する。

　　　　（b）印刷を実行（メニューよりFi1e→p由t）する。

㌧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソ

§4－4．テンプレートを用いて論文を作成する方法（JACoWテンプレートの場合）

　次にJACoWに用意されているテンプレートを用いてできるだけ労力を使わずに論文を作成する方法につ

いて説明します。
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§4－4－1．テンプレートの中身

　論文の作成に入る前に、テンプレートの中身について説明します。テンプレートの中身は非常に複雑に見

えますが整理してみると以下に示す様な構成になっています。

　　　　　　　　　　テンプレートの中身（㎜泌2ε文書の構造）

＼d◎cu皿entc］一ass｛JAC2003｝

ll：l1漂：1鷺：1㎞、、、、、2、、、／プ／lンル

＼begin｛d。◎c1ユ聰ent｝

　　　tit1e（表題）

　　　au茄◎r（著者名）

　　　＼巫a五etit1e

　　　a．bstra－ct（アブストラクト）

　　　　SeCti◎n（節）

　　　　s曲secti◎n（小節）

　　　　TEXT（本文）

　　　　Ite砥iZe（箇条書き）

　　　　tab1e（表）

　　　　fig岨・（図）

　　　地ebib1i◎graphy（参考文献）

＼e■d｛d◎cu固e亘t｝

本文

　醐膵2ε文書は、“＼d◎c㎜e航c1ass｛｝”，“＼begin｛d◎c㎜e武｝”，“＼end｛doc㎜e旦t｝”という3つの宣言文

により、その書式を形成しています。

＼d㏄um㎝ωass宣言　“＼d◎c㎜e航c1ass｛｝”宣言は、クラスファイルと呼ばれる文書の書式を規定してい

るファイノレを呼び出す宣言です。醐豚2εには、標準として“航ic1e．c1s”，“repo汀．c1s”，“book．c玉s”の3つの

クラスファイルが用意されています。

　JACoWのテンプレートを用いて文書を作成する場合は、“JAC2003．c1s”というファイノレを使用するので、

“＼d㏄u㎜舳c1ass｛JAC2003｝”と宣言します。

　“JAC2003．cls”というクラスファイルは、普通に＼doc㎜e航c1ass｛｝宣言するとA4用紙印刷用の用紙設

定で文書が形成されます。USレター用紙への打ち出しをする場合は、“a㎝s”オプションを付けて宣言しま

す。また、文書が指定された印刷範囲内に正しく打ち出されているかどうかを見たい場合は、“bo地1”オプ

ションを使用すると印刷範囲の枠といっしょに印刷することができます。USレター用紙に印刷枠付きで印

刷する場合は、“＼d◎c㎜飢tc1ass1a㎝s，boxiO｛JAC2003｝”と宣言します。

プリアンブル　＼d◎c㎜e航c1ass｛｝宣言と＼begin｛d㏄㎜e航｝宣言にはさまれている部分は、プリアンブル

と呼ぱれていて、文書作成に必要な設定を行う部分です。JACoWのテンプレートのプリアンブル部分に

は、“＼usepackage｛graphicx｝”，“＼set1en節h｛＼tit1eb1◎c㎞eight｝｛25㎜｝”という2つの宣言が記されて

います。

　“＼usepackage｛群aphicx｝”宣言では、“g閉p脳cx”パッケージの使用を宣言しています。これは、EPS形

式の図を挿入する時に必要とされるパッケージです。何か特別なパッケージを使用しないと記述できない書

き方を行った場合は、そのパッケージを呼び出す“＼usepackage｛｝”宣言をプリアンブルに書き足していき

ます。

　“＼set1en帥h｛＼tit1ebユoc㎞eight｝｛25㎜｝”宣言は、タイトル（表題や著者名）表記部分の縦幅を25㎜㎜に

指定したことを示しています。必要に応じてこの幅は、変更できます。“＼set1eEgth｛＼tit1eb1oc㎞eight｝｛｝”
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宣言を行わなかった場合は、タイトル表記部分の縦幅は35m㎜に自動的に設定されます。この“＼tit1eb1oc㎞eigh七”

は、JAC2003．c1sファイルで定義されている変数で、JAC2003．cIsファイルを使用した時のみ使用可能です。

本文　文書は全て、＼begin｛d◎c㎜ent｝宣言と＼end｛d◎c㎜e砒｝宣言にはさまれる部分（本文）に書き込み

ます。

　JACoWのテンプレートの本文部分には、論文作成の手助けをするために、表題，著者名，アブスラクト，

節，小節，本文，箇条書き，表，図，参考文献など多くの素材が用いられています。テンプレートに使用さ

れている素材をそのまま利用することで、論文を作成するのに最低限必要なことができます。

　これらの素材のうち、“tit1e（表題）”，“a砒hor（著者名）”はタイトル部分に表記されるもので、“＼匝出etit1e”

宣言によりタイトル部分の表記が実行されます。これらと“abstract（アブストラクト）”，“thebib1i◎肝aphy（参

考文献）”は、論文の構成上、順序が定められているので、基本的にはテンプレートの上にそのまま記入し

ます。

　“secti◎n（節）”，“subsecti◎n（小節）”，“TEXT（本文）”，“エte皿ize（箇条書き）”，“tabユe（表）”，“fig㎜e（図）”，

“の素材については、必要に応じてテンプレートから複写して利用します。

§4・4・λ　テンプ1ノートの素材の使用方法

　テンプレートの各素材の使用方法について説明します。下線（）で示したところは、著者自身が書き込む

ところです。

§4－4－2－1．表題

　＼tit1e｛…｝の括弧の中に表題名を書き込みます。

　　　（例）＼tit1e｛表題名｝

§4－4－2－2．著者名

　＼鋤地◎r｛…｝の括弧の中に著者名，所属を書き込みます。

　　　（例）＼auth◎r｛著者名1，所属1＼＼著者名2，所属2｝

§4－4－2－3．　アブストラクト

　＼begi亘｛abs打act｝と＼end｛abst聡ct｝の間に挟まれた部分に書き込みます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　アブストラクトの作成例r
　〉　＼begin｛abstract｝

　〉アブストラクト文

　＞　＼end｛abstract｝
㌧

、

§4－4－2－4．節

　＼SeCtiOn｛｝を複写してきて、括弧の中に節の名前を書き込みます。

　　　（例）＼SeCti◎旦｛節の名前｝

§4－4－2－5．小節

　＼subs㏄七i◎ユ｛｝を複写してきて、括弧の中に小節の名前を書き込みます。

　　　（例）＼SubSeCti◎n｛小節の名前｝
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§4－4－2－6．本文

行間に普通に文章を書き込んで下さい。改行は㎜跳2εシステムの方で自動的に行ってくれます。

　開段落をする場合は、改行コードを2回連続入力をして、空白行を作って下さい。開段落後の文字空け

（㎞dent）も醐賦2εシステムが自動的に行いますので、空白スペースを入れる必要はありません。

　論文作成時、テキストエディタ上で見やすいように適当なところで改行を入れることも可能です。空白行

を作らない限り、醐堅2εシステム上では無視されます。

　また、行頭，行末の空白も無視されます。

　ただし、欧文の場合、単語の途中で改行を入れないで下さい。欧文の場合の改行コードは、自動的に半角

スペースを入れることを意味します。

§4－4－2－7．箇条書き

　＼begin｛エt鋼ize｝と＼end｛エte囮ize｝の間に挟まれた部分を複写して使用します。＼ite唖の後に続けて項

目を記入します。｛Ite凪ize｝の代わりに｛肋㎜erate｝，｛Descripti◎n｝を使用すると番号付きの箇条書き，

見出し付きの箇条書きができます。

r　　　　　　　　箇条書きの例　　　　　　　　、
　＞　＼begin｛Ite皿ize｝

　〉＼ite皿1つめの項目

　＞＼it釦2つめの項目

　＞＼ite匝3つめの項目

　＞　＼end。｛Ite幽ize｝

㌧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソ

JACoWのテンプレート特有の書式　上の例では“｛He囮ize｝”と頭文字が大文字で宣言されているのに注意し

て下さい。一般には、箇条書き環境を宣言する単語の綴りを、“｛ite皿ize｝”，“｛en㎜erate｝”，“｛description｝”

と全て小文字にして宣言します。

　IACoWのテンプレートでは、“JAC2003．ds”というクラスファイルに、“｛エte皿ize｝”，“｛趾㎜erate｝”，

“｛Descripti◎n｝”という頭文字が大文字の宣言を特別に用意しています。これを用いると、普通の宣言で

は間延ぴしてしまう箇条書きの各項目間の行間を小さくすることができます。

　JACoWテンプレートで用意されている宣言を用いた方が、限られた紙面により多くの情報を掲載でき、

また、バランスの敢れた文書を仕上げることができます。

§4－4－2－8．参考文献

　＼begin｛thebib1io酊aphy｝と＼馳d｛也ebibh◎距aphy｝の閻に挟まれた部分に書き込みます。＼bibit釦

の後に続けて引数，文献名の記入をします。本文中の参考文献のインデックスを入れたいところに＼Cite｛引数｝

を挿入します、

r　　　　　　　参考文献の作成例　　　　　　　、
　＞より詳しいところは解説書．＼cite｛引数1，引数2，引数3｝を参照ください。

　　＿＿＿＿＿（以上までが本文，以下参考文献

　＞　＼begi亘｛thebib］一i◎9ra．Phy｝｛9｝

　＞＼bibite囲｛引数1｝文献名1

　＞＼bibite函｛引数2｝文献名2

　〉＼bibite固｛引数0｝文献名3

　〉　＼end｛thebib1i◎9raphy｝

㌧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソ
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　＼begin｛thebib1i◎肝aphy｝｛9｝の“9”という数字は、文献につける通し番号の幅を示してザます。この

場合、文献数が1桁（10未満）であることを意味し、“9”と書くところを“1”としても構いません。2桁の場

合は“9”の部分を“99”とします。

　引数には、数字だけでなく文字列の使用もできます。

§4・4・2・9．表

　＼begin｛tab1e｝［htb］と＼end｛tab1e｝の間に挟まれた部分を複写して使用します。また、本文中に例え

ば“Table’＼ref｛引数名｝”と記述すると、自動的に表と関連づけた表記ができます。

　表の作成例とその実行結果を示します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表の作成例
r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　〉　＼begin｛ta．b1e｝［虹b］

　＞　＼begin｛center｝

　＞＼capti◎n｛表のキャプション｝

　＞　＼begin｛tabu＝Laエ｝｛l1lclrl｝

　＞＼hline

　＞＼textbf｛1行1列目｝＆＼textbf｛1行2列目｝＆＼textbf｛1行3列目｝

　＞2行1列目＆2行2列目＆2行3列目＼＼＼h1i鵬

　＞3行1列目＆3行2列目＆3行3列目＼＼
　＞4行1列目＆4行2列目＆4行3列目＼＼＼hline
　＞　＼end｛tabu1aヱ｝

　＞＼1abe1｛引数1｝

　＞　＼end｛Ce】＝比er｝

　＞　＼end｛tab1e｝

　　　　　　　　　　　（以下本文）一一一一一一一一一一一一

　＞Tab1e＼ref｛引数1｝がその表示結果です。

㌧　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　ソ

　　　表4．1：表のキャプション

1行1列目　1行2列目　1行3列目

2行1列目　2行2列目　2行3列目

3行1列目　3行2列目　3行3列目

4行1列目　4行2列目　4行3列目

（本文中）Tab1e4．1がその表示結果です。

　＼begiユ｛tab1e｝［htb］の［htb］は、表の表示場所の指定をしています。h（Here）は表を宣言したその場所

に、t（地p）は表を宣言したぺ一ジカラムの上部に、b（Botto㎜）は表を宣言したぺ一ジカラムの下部に表示す

ることを意味していて、左方に位置するラベルに優先権があります。例では、h→t→bの順に実行されます。

　＼begin｛tabu1er｝｛111clrl｝の｛111clrl｝は、表の各行の表示形式を定義しています。まず、L　c，rと

いう三種の文字の総数は、行内の列数に相当します。例では、1行あたり3列の表である事がわかります。

“1”，“c”，“r”はそれぞれ、“左揃え”，“中央揃え’’，“右揃え”で表示することを意味します。1，c，rの間に

挿入されている“1”は、縦の罫線を表します。例では、各列の間，表の両端全てに縦の罫線を入れること

を意味します。

　各列に表示する項目は、1行目から順に“1行1列目＆ユ行2列目＆工行3列目”の様に項目の間に“＆”

を入れます。

　“＼＼”は改行コード、“＼h1i鵬”は、横の罫線を入れることを意味しています。指定する行の下に横の罫線

を入れたいときは、“…＆…＆…”の後ろに“＼＼＼h1ine”を入れます。
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＼capti◎■｛・・｝には、表のキャプションを記入します。

＼hbe1｛…｝には、本文中の＼鵡f｛…｝で使用するための引数を指定します。

§4－4－2－10．図

　図を醐睡2ε文書の中に直接描き込むこともできますが、そのためにはそれなりの習熟が必要となりま

すす。

　簡単な図の作成方法としては、他の作図ソフト等で作成した図をEPS（Encapsula制PostScdpt）形式のファ

イルにして、これを蝿X2ε文書に貼り付ける方法があり、テンプレートでもこの方法を使用しています。

　図のEPSファイルが用意できているものとして、醐膵2ε文書に図を貼り付ける方法を説明します。

　図を段組の枠に合わせて貼り付けるときは、＼begi亙｛f増皿e｝［肺b］と＼end｛fig虹e｝の間に挟まれた部

分を複写して使用します。また、本文中に“Fig．一＼ref｛引数名｝”と記述すると、自動的に図と関連づけた

表記ができます。

　図の貼り付け操作の例を示します。

r　　　　　　　図の貼り付け操作の例　　　　　　　、
　＞　＼begiユ｛figure｝［htb］

　＞　＼Ce旦tering

　＞　＼inc1ud．egτaphics＊［wユdth＝60mm］｛graph1．eps｝

　〉＼capti◎n｛図のキャプション｝

　＞＼1abe1｛引数ユ｝

　＞＼end｛fi脾e｝

　　　　　　　　　　　（以下本文）＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

　＞Fig．＼ref｛引数1｝がその表示結果です。

㌧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソ
　＼begi旦｛fig岨e｝［htb］の［航b］，＼capti◎n｛…｝，＼1abe1｛…｝は§44－2－9．で説明したのと同様です。

　＼inchde肝aphics＊［width＝60㎜］｛餌aphLeps｝では、図を貼り付ける方法を指定しています。この例

では、“叙aph1．eps”という図のファイルを“横幅60㎜η”になるような大きさで貼り付けることを意味します。

　図の段組の枠より更に大きく紙面いっぱいに図を貼り付けたいときには、＼begin｛fig岨e＊｝［t］と＼釦d｛fi脾e＊｝

の間に挟まれた部分を複写して使用します。

r　　　　図の貼り付け操作の例（段組枠をまたカミつて貼り付ける場合）　　　、

　＞　＼begin｛figure＊｝［t］

　＞　＼Centering

　＞　＼iユc1udegτaphics＊［w巨dth＝150mm］｛graph1．eps｝

　＞＼capti◎旦｛図のキャプション｝

　＞＼1abe1｛引数1｝

　＞＼end｛王i畔e・｝
㌧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソ

§4・4・2・11．EPS形式の図形ファイルの作成方法

　他の作図ソフトで作成した図からEPS形式の図形ファイルを作成する最も汎用性のある方法にっいて説

明します。作図ソフト自体がEPS形式の図形ファイルを作成する機能を持っていれぱ、それを使用する方

法もありますが、その機能を持っていない場合は、これから説明する方法でEPS形式の図形ファイノレが作

成できます。

　汎用的な囲S形式の図形ファイルの作成方法は、2段階に分かれます。PS（PostSc巾t）プリンタを用いた

PS形式図形ファイルの作成とGSviewを用いたPS形式図形ファイノレからEPS形式図形ファイルの変換です。

　PS①ostSchpt）プリ1／タを用いたPS形式図形ファイルの作成は、以下の方法で行います。
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（1）作図ソフトから印刷する時にPSプリンタを選択する。

（2）「ファイルヘ出力」のチェック欄にチェックを入れる。

（3）選択したプリンタのプロパティを開き、ポストスクリプトレベルが2以下であることを確認する。

（4）印刷を実行する。ファイル名の拡張子は“．ps”として保存する。

　次にGSviewを用いたPS形式図形ファイルからEPS形式図形ファイルの変換を行います。操作手順は以

下のとおりです。

（1）GSviewを起動させる。

（2）先程の操作で作成されたPSファイルを開く。

（3）EPSへの変換を実行する。（メニューより［Fi1e1→［PStoEPS1を選択する。）

（4）保存するファイノレ名の拡張子を“．eps”として保存する。

PSプリンタを使用していなくて、PSプリンタのドライバをシステムに組み込んでいないときは、「プリ

ンタの追加」をしてWindowsシステムで保有しているPSプリンタドライバを組み込んで下さい。

　PSプリンタのポストスクリプトレベルを2以下にする理由は、Ghostschptがポストスクリプト3に対応

していないということと、後にPSファイル上で修正する必要が出てきたときに都合がよいという理由から

です。

§4・4・2・12．EPS形式の図形ファイルの作成に関するその他の情報

　論文に写真などの正EGファイルが使用される場面が多く見られる様になってきましたが、醐駆2εで

IPEGファイルを使用する場合は、“jpeg2ps”というソフトを用いればEPS形式の図形ファイノレに変換する

ことができます。このソフトは、インターネット上で入手することが可能です。

§4－5．㎜抱X2εにおけるフォントの問題

　現在、加速器の国際会議のプロシーディングスは、PDF（Po打ab1e　DocumentFomat）というファイル形式

で電子出版されていて、使用できる文字フォントはTimes，Symbo1，ZapfD㎞gbatsに制限されています。こ

れはあらゆるコンピュータ環境上で同じ様に表示される小さいファイル容量のドキュメント（PDFファイル）

を配信するためのものです。この目的を達成するためにも、編集者は論文の確認，フォント等の修正作業を

行うスタッフを抱えています。

　ところで、電子出版する関係上、上記3種類のType1のPostSchptフォントのみに使用を制限していますが、

これだけで全ての文字（数式を含む）を著者の意図どおりに美しく表記するのは、難しいことです。MS－Word

を例にとると、Windowsシステムでは、多彩な丁則eTypeフォントが開発されていますし、Macintoshシス

テムでも同様に多彩なPostSchptフォントが開発されていて、使用フォントが制限される不自由さはまぬが

れません。

　醐臥2εにも同様に文字フォントに関する問題が存在します。

§4・5・1．㎜EX2ε特有のフォントとその問題

　㎜堅2εの元は堪であるということは冒頭で触れましたが、理の開発者K㎜th氏は他にも業績を残し

ています。K㎜th氏は、組版ソフト（堪）の開発と同様に、これに使用される文字デザインの作成にも力を入

れていて、ME㎜ONTと呼ばれるフォント作成プログラムを開発し、ComputerM碗emRom㎜，Computer

MωemIta工icなどのComputerModemフォント族を作成しました。

　さて、Knじth氏が作成したComputerModemフォント族ですが、PostS㎡ptにする時には、町脾3フォン

トとしてビットマップイメージで表示されるために、表示イメージが汚くなり、ファイルの容量も大きくな

ります。哩2εでは、PostSωpt出力用に文書の文字にT㎞es，He1vetica，Cou由のフォントを使う様に

変更するt㎞eSというパッケージを抱えています。

　このパッケージを使用する時は、以下の制御文を用います。

　●　＼usepa．cka．9e｛ti困es｝
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この制御文を螂2ε文書のプリアンブル、または使用するクラスファイルに書き込んでおくと、PSファ

イルを作る時点でローマン体の文字はT㎞esフォントに，サンセリフ体はHe1veticaに，タイプライタ体は

Couderに置き換えられます。

　ちなみに、JACoWで用意しているテンプレートでは、フォントの置き換えを工AC2003．c1sというクラス

ファイルで行っていますが、上記の制御文は使用していません。He1vetica，Couherというフォントの使用

は許可していない関係上、T㎞esというフォントだけの使用を許可するような制御文が用いられています。

　醐膵2εには、PosξScφtファイルヘの出力用にフォ1■トの置き換えのオプションが用意されていますが、

これは数式入カ部分の皿mes系フォントヘの置き換えは行わないので、数式入力部分はType3フォントの

まま残されます。それを避けるための方法をこれから説明します。

§4・5・1－1．できる限りTimes系フォントに変換する方法

　ti鵬sパッケージは、テキスト入力した部分に対してだけT㎞es系のフォントヘの置換を行うパッケージ

で、数式入力部分には何の効カも発揮しません。

　そこで、数式に使われている文字でT㎞es系フォントの使用ができそうなものはできるだけTimes系フォ

ントに置き換える㎜a曲p伽というパッケージも開発されています。

　“角藤版p蛇X”には、このパッケージも組み込まれています。以下の制御文を使用します。

　●　＼1ユsepa．cka．9e｛固athpt皿｝

　または、t㎞eSパッケージと併用して

　○　＼旭sepackage｛ti困es，匝athpt磁｝

と書くこともできます。

　この操作で、数式のある程度のところはTimes系フォントに置き換えることは可能ですが、T㎞es系フォ

ントに置き換えられない文字が多数存在するのも事実です。

§4－5－1－2．Co㎜岬廠Mωem（町pe1）フォントを埋めこむ方法

　近年になり、Co㎜p晩rMode㎝フォント族に対して、PostScdpt（Ty脾1）フォントが開発されました。これ

をPostScdpt形式のファイルを作成するときに埋め込むという方法があります。

　これを行うには、必要とするフォントを全てダウンロードして、さらにこれらが使用出来るように設定す

ることが必要です。

　“角藤版p脆X”には、PDFファイル作成を想定して、Comp雌erModemの町pe1フォントを埋め込む”一P

pdf’というオプションキーが用意されています。

　これは、以下のようにdvipsというコマンドでPSファイルを作成するときに使用します。

　○dvips－P　pdfファイル名．dvi

　”一Ppdf’というオプションキーを使用すると、Ado㎏欧文基本14書体が使用できない文字フォントに対

して、ComputerM碗棚のType玉フォントをダウンロードして埋め込んでくれます。

§4・6．㎜跳2εで目本語の論文を書くに

　醐跳2εは、もともとは欧文専用ソフトとしてスタートしましたが、目本語対応の螂2εも開発されて

います。現在入手できる目本語対応醐堅2εソフトは、大きく2つに分けられます。1つは、Nπ版のもの

で‘コ哩X”と呼ばれています。もう1つは、ASCII版のもので“p堪”と呼ばれています。

　ここで紹介したソフトは、ASCH版“p螂”に分類されるものです。基本的には、目本語を取り扱うと

きは，“一atex”コマンドと“dv｛ps”コマンドを次のように変更するだけです。

　●　Iatex→Piatex

　●　dvips→dyipsk

　p醐膵用には、標準として‘コ航icle．cls”，“jrepo灯．ds”，‘コbookc1s”の3つのクラスファイルが用意されて

います。
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§4－7．まとめ

　加速器の国際会議に提出する論文をB騨2εで最も労カを使わずに作成する方法を中心に、哩2ε文書

をPostSc巾tファイルにする上でのフォントの間題とその対策、及び目本語対応の醐堅2εソフトについて

説明してきました。

　しかし、ここで述べてきたことは最低隈の方法で、決して充分なものではありません。例えぱ、ここでは

ある文字をイタリック体にする方法とか数式の書き方にっいて説明していません。妥協に妥協を重ねれぱ

形になるという程度のものであることを理解下さい。

　これまで解説してきたことからもわかる様に、醐軍2εは未経験者には敷居の高いものであることは否定

できません。また、醐堅2εでしか表現できなかった事柄が今では市販のソフトでも扱えるようになってき

ているのも事実です。

　それでは、醐堅2εは現在では魅力のないものになってしまったのかというと、そうともいいきれません。

あらゆるコンピュータ上で動作して、なおかつ同じ処理結果が得られるという点には、文書を頻繁にやり取

りする人々、例えぱ、出版関係者は魅力を感じるのではないでしょうか。また、パワフルユーザーは、マク

ロパッケージを組むことにより機能を拡張できるところに魅力を感じるかもしれません。

　そして、電子出版をする立場から見れば、目本人が欧文の論文を書く時に最もフォントの間題を引き起こ

しにくいソフトであるということも魅力の一つです。欧文用の哩処理をしている限り、不注意に目本語

2Byteフォントが本文に入ることはなく、挿入図に使用されている文字フォントにだけ注意すれば事足りる

という点で市販ワープロソフトに対して利点があります。

　醐堅2εは現在でも充分な存在意義をもっていて、世の中の流れに呼応するように醐採2εを取り巻く環

境も変化しています。例えば、哩2εで使用するフォントに関して、T㎞esを理用に新しく配置し直し

たTXフォントが作成されたり、目本語醐堅2ε用の新しいクラスファイノレが提案されたり、周辺ソフトの

バージョンアップも行われたりして、その動きは活発です。

　これを機会に醐軍2εに少しでも興味をお持ちいただければ幸いです。
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§4－8．参考文献

（1）1抑眺2ε美文書作成入門（奥村晴彦著，技術評論社刊）

　　醐駆2ε入門者用にやさしく使用方法及ぴ現在確立されているテクニックについて解説しているばか

　　りでなく、出筆時点での新しい動向についても紹介がされている点で、入門者ばかりでなく一般ユー

　　ザーにも役立つ解説書です。

　　この文献の著者は、インターネット上でも以下のサイトでWebpageを開設しています。ここの情報及ぴ

　　関連リンクは豊富で、かつ更新も頻繁に行われているので、ここを起点にいろいろな最新の情報を得る

　　ことができます。“角藤版p脆X”やその他のO．S．上で動く醐承2εソフト，“Ghostscφこ”，‘伽g2eps”

　　が入手できるサイトヘのリンクもあります。

　　　　○h汀p〃www．㎜atsusaka－u．acjp／okじmura／亘exFaq／

（2）日本語㎜垣X2εブック（中野賢著，株式会社アスキー刊）

　　　目本語p醐酪2ε開発者による解説書です。
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§5．論文の書き方（MS・Word）

著者’ガ樹広野

§5－1．はじめに

PACやEPACなど、加速器分野の国際会議では、JACoW（Joi耐A㏄e1eratorC㎝ferenceWebsite）が制

定した電子出版の様式が幅広く使用されています。JACoWでは、Mcroso丘Word（MS－Word）とLaTeX

のテンプレートを用意していますが、投稿論文の約8割がMS－Wordで作成されたものです。また最近

では、MS－Wordでの論文提出を原則としている会議もあり、今後ますます標準的に使用されることが

予想されます。

　一方で、MS－W㎝dはバージョンアップを重ねるたびに新しい機能が盛り込まれて操作も複雑になっ

たことも有り、論文のような文書を作成する上では必ずしも使い易いとは言えない面もあります。本

章ではJACoWのMS－Wordテンプレートを基に論文を作成する際の注意点や便利な機能について解説

します。なお、本章の執筆に使用した環境はW㎞dowsXPProfessi㎝a1／MS－Word2000SP3です。

§5・2．JACoWテンプレート

多5－2．1．テンプレー戸の重要性

　テンプレートとは、文書を作成するために必要な基本的な書式が設定された雛形となるファイルで

す。会議に投稿する論文のような定型文書を効率よく作成する上で、テンプレートの利用は欠かせま

せん。JACoW方式の電子出版では、テンプレートを使用せず独自の書式で作成された論文は重大なエ

ラーとみなされることが多く、修正の対象になります。大掛かりな修正が必要となるため、事務局や

編集者の判断によっては著者に修正を求める場合もあります。

表5．1：JACoWテンプレートの種類

Wmdows f~l Macintosh ;~l 

Word97 Word9 8 

Word2000 Word200 1 

Word2002(XP) 

　現在JACoWでは、表5．1で示したテンプレートを用意しています。用紙サイズがA4とUS　Letter

と2種類ありますのでプリンタで使用する用紙に合った方を選択します。さらに、MS－Wo地文書ファ

イル（拡張子：d㏄）とテンプレートファイル（拡張子：dot）との2種類があります。dotファイルは

文書を作成するコンピュータにインストールして使用するもので、マクロを利用した、より高度な編

集が可能となります。インストール方法はJACoWウェブサイトに参照して下さい。MS－Wordのファ

イルには異なるOSやバージョン間でも互換性があり、読み込むことは可能ですが、レイアウトが変わ

ってしまう場合があります。

　JACoWテンプレートは幾度か改良が加えられ現在に至っていますので、ウェブサイトから最新のも

のを入手して下さい。以前のMac㎞tosh版Word98A4用テンプレートには余白設定に不具合がありまし
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た。該当する方は特に注意が必要です。また、テンプレートには論文の作成要領や、注意点などが書

かれています。必ず一度は目を通すようにして下さい。以下、JACoWテンプレートに設定されている

書式について説明します。

多5－2．2．　フォニ／戸

JACoW方式の電子出版では論文を最終的にPDF（Po晦b1eD㏄umentFo㎜at）で配布するため、使用

可能なフォントを　「T㎞es」、「S）㎜bo1」及び「ZapfD㎞gbats」に限定しています。これらは、「PostScτipt

の標準14フォント」に含まれ、PDF閲覧ソフトであるAcrobatReadeτがインストールされたシステム

上で共通して使用することができるフォントです。このような制限を設けることにより、システムに

依存することなくオリジナルの文書に忠実な表示が可能となります。最近では、PDFへの「フォント

の埋め込み」を行うことで使用が可能なフォントのシステム依存性が改善されたこともあり、規定外

のフォントについても図や数式など本文以外で使用箇所が少なけれぱ容認される傾向にあります。

　目本語環境で論文を作成する場合、目本語フォント（2バイト文字）の文書への混入が大きな問題

となります。英語OSなど2バイト文字を使用しない環境では、ファイルを正常に取り扱うことができ

ず編集作業が滞ります。目本語フォントが混入する例として、記号・ギリシャ文字での使用や、スペ

ース・改行コード等の混入が挙げられます。後者については、著者が意図的に使用せずとも作業中の

操作により起こり得る現象で、目本語環境では避けられない問題です包JACoWでは論文の作成には英

語版MS－Wordの使用を推奨しています。しかし、すべての著者が英語環境を準備するのは現実的では

ありません冒7－9．項で検索機能を利用した目本語フォントの修正方法を紹介します。

多5＿2．3．　／ぐ一ジ雛、　鰯雛

A4用紙用のテンプレートでは、余白は上37㎜、下19mm、右20㎜、左20㎜に設定されていま

す。PDFの仕上がりサイズをA4とUS－1etterで統一するため、A4では用紙の上を、US－1e附では右を

カットします。このためA4では上方向の余白を大きく取ってあります。余白部分への文章や図のはみ

出しは厳しくチェックされますので、注意が必要です。段組みについては、タイトルと著者リストを

一段、アブストラクト以降を二段にするのがJACoW方式です。

多5＿2．4．　　スタ’イノレ

　タイトル行、見出し行、図題などの段落ごとに書式が規定され、rP岬ER　TITLE」、rSEC皿ON

肥ADING」、「Fig肚eCap廿㎝」などのスタイノレ名でその設定が登録されています。設定の細目にはフォ

ントの名称、サイズ、飾り付け、文章揃え、字下げ、行間ポイント数などがあり、書式設定ツールバ

ーのスタイノレボックスから登録されたスタイノレを選択することで、これら複数の項目が一括して設定

されます。

　テンプレートを入手したら、念のため標準スタイルの英数字フォントが「T㎞es」に設定されている

ことを確認してください。文書中の幾つかのオブジヱクトには標準スタイルが適用されます。標準ス

タイルのフォントが町㎞es」以外に設定されていた場合、無意識のうちに指定外のフォントが使用さ

れてしまいますので注意が必要です。スタイルの確認は、嗜式」メニューから「スタイル」を選択し

て「文字・段落スタイルの設定」ウインドウ表示後、「スタイル名」の項目から「標準」を選びます。

　MS－Wordのデフォノレトの設定では、英数字用のフォントが「Ce耐W」に、目本語用のフォントが「MS
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明朝」となっています。
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図5．1：JACoWテンプレートのスタイルメニュー

＾　　ヨ、・

■段脚酬晦
■闘㈱し傲
■ε敏e軸ptio糀
■賊欲鰍鴫蜘セε

；灘夢

あア嚢Ay1アイウ紬㈱砕＿≡≡≡…≡≡≡≡≡

図5．2：r文字／段落スタイルの設定」ウインドウ

§5・3．文章の入力

ξ5－3．！．　ラ；キノく戸〃クλノク

　テンプレートには、段落のスタイノレがあらかじめ設定されています。ここで言う段落とは改行コー

ドまでの一まとまりの文章のことです。改行コードを削除しない限り、その段落のスタイル設定は保

持されます。例えぱ、テンプレートのタイトル行テキストを削除し、同じ位置に新たに書き込めぱタ
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イトル行のスタイルが反映され、新しいタイトル行が完成します。

多5－3，2、　　テニトス戸4）賭ク／プ！プ’

　他のアプリケーションで作成した文書や他のMS－Word文書から、作成中の文書にテキストを貼り付

けることも可能です。ただし、コピー元が書式情報（フォントの種類、ポイント数、飾り付け等）付

きのテキストの場合は、キーボードショートカット等で単純にコピー＆ぺ一ストすると書式情報まで

含めて貼り付けられてしまいます。テンプレートに設定された書式を保持したまま、テキストのみを

貼り付けるには、「編集」メニューから「形式を選択して貼り付け」を選択し、図5．3のウインドウ表

示後、「貼り付ける形式」一覧の「テキスト。を選びます。

図5．3：「形式を選択して貼り付け」ウインドウ

多5－3．3．7オン戸の餅ク〃ゲ

あア璽Aγ王ブイウ紳閉⑮脳

籔義婁嚢爽綴灘嚢嚢婁藪嚢隻蓬戴

図5．4：「フォント」ウインドウ

　“e＋”、“10I7”、“Eo”、のように、上付き／下付きなど文字の飾り付けを施す場合は、「フォント」

ウインドウを使用します。飾り付けたいテキストを選択した状態で、「書式」メニューの「フォント」

を選び、「フォント」ウインドウが表示された後、「文字飾り」の項目をチェックします。
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§5・4．記号、特殊文字の入カ

　ギリシャ文字や、特殊な記号を入力する場合は、フォントは“Symbo1”を使用します。目本語環境

で作成された論文では、MS明朝などの目本語フォントで表現されているケースが見受けられます。こ

れは重大なエラーとみなされます。

多5－4，1．ギソシヤ文字のλカ

　ギリシャ文字は表5．2（a）、5．2（b）のようにアルファベットと対応しています。対応するアルファベッ

トを入力し、書式設定ツールバーのフォントメニューで　「Sym㎞1」を選択すると、ギリシャ文字に変

換されます。

表5．2（a）：ギリシャ文字とアノレファベヅトの対応（小文字）

αβγδεζη01KλμvξoπρστΦφκΨω

表5．2（b）：ギリシャ文字とアルファベットの対応（大文字）

ABF△EZH⑤IKAMNEOnPΣTYΦXΨΩ
ダ5－4．2．記号と鰍字0鰍

　「±　≦x」などの記号も「Symbo1」を使用しますが、キーボードから直接入カすることはできませ

ん。「挿入」メニューから「記号と特殊文字」を選択し、図5．5のウインドウの「フォント」メニュー

の「S）mbouを指定します。一覧から使用する記号を選び、ダブノレクリヅク又は「挿入」ボタンでカ

ーソル位置に挿入されます。この方法でギリシャ文字を入力することも可能です。

：擦1・1姜

Sジ燃1 l11蔓11…1l1l1≡1

111擦11＝1

， ∀ “ ヨ鵠＆婁 （） ホ キ，一，～ ◎ i2 34 5 6？ 婁 9 ，

く8 ＞ ？蟹Agxム亘
事 ズ賞三＄KA M測 ◎n ⑪ PΣ ア Y ξ Ω

富哩 z 三 上 芭 §五δε今？ η 、乎 Kえ ← 箏◎ 、 婁 ρ σ

一U 切 ⑳ Ψ　｛ 1｝ 〃 ロロ0Q0 o ロロ olコ 口 olコ o o o 口
8口 D o 08口o竈口 o 8口089

口 マ’ ≦■ oo ／心 ◆ ◆ ＾

嚢11嚢1灘

←† → ↓ 骨　　”　〉　　　□ x配 ∂ ■÷≠量呂 I J註 5 硯挿 曾 魯 ¢ （1≡1…秦

）箏 ） ¢ ⊂§ξe ∠マ ⇔ 魯泌ロイ・ 『 ＾v 仁 貧⇒ψ 吾 く奪 奮

伽Σ 〆…wlし
rく ζ胴〉1ギ 1J、 1ノ て 舳 、 ←3口

、ll1蜻轍轟1111詳11邊 灘≡≡≡≡≡養萎

11灘11111 …1襲11

嚢
｝

1111雲≡1護1111嚢11 灘嚢

1l
嚢

護灘111護

図5．5：「記号と特殊文字」ウインドウ

§5－5．数式の入カ

　数式を入力する方法としては、数式エディタを使用するのが一般的です。MS－Wordには、Des蜘

Science杜数式エディタ「Ma曲TW」が付属しています。但し、MS－Wordの標準セットアップではイ
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ンストールされません。「挿入」メニューから「オブジヱクト」を選択すると、図5．6のような「オブ

ジェクトの挿入」ウインドウが表示されます。「オブジェクトの種類」一覧に表示されない場合は、別

途セットアヅプが必要になります、

ンテー湘ン

図5．6：数式オブジェクトの挿入方法

　「Mcroso危数式3．0」を選択すると、空白の数式オブジェクトが挿入されるか、数式オブジェクトの

編集ウインドウが開かれます。図5．7は、数式オブジェクト編集用のウインドウです。分数、根号、積

分などのテンプレート、記号のパレットを使用することで、容易に数式を入力することができます。

さらに、嗜式」、「スタイノレ」メニューを使用すれば、より綱かな書式設定が可能です。

　記号パレットの中に用意されている記号の中には「MT－E血a」フォントが使用されるものがありま

す。7－2．2．項で述べた通り、最近では容認される傾向にありますが、原則的には使用が認められていな

いフォントであることを認識しておく必要があります。

　　　　　ゲ

C戸　　’3．54！狸WT1
　　　　へ
　　　　38o鮒

図5．7：徴式エディタ」　ウインドウ

§5－6．表の作成

多5－6．1．　辮二7一ノレ6ク蜥ヲ彦…：

　罫線ツーノレの「表の挿入」を選択すると図5．8のウインドウが表示され、表を作成することができま

す。指定したサイズの空白の表が挿入されますので、各セノレにテキストを入力し、必要に応じて罫線
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のスタイルや、列の幅、列の高さを編集します。表が完成したら、罫線が余白内に収まっているか確

認してください。MS－Wordの余白設定は罫線や図、テキストボックスなどのオブジヱクトに対しては

無効ですから注意が必要です。実際に、これらのオブジヱクトの余白部へのはみ出しは、比較的多く

見受けられます。

図5．8（a）：「表の挿入」ウインドウ 図5．8（b）：罫線ツール

多5－6．2．　Eエcθ1〃＝）綱

　Exce1を使用すれば、より簡単に表を作成することができます。ただし、Exce1ではデフォルトのフ

ォントが「T㎞es」ではありませんので注意が必要です。表が完成したらコピー＆ぺ一ストでW㎝d文

書に貼り付けます。貼り付け後に、罫線ツールで編集することも可能です。前項と同様に、余白部へ

のはみ出しに注意してください。
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図5．9：Exce1で作成した表の例

表5．3：Exce1ワークシートからコピー＆ぺ一ストした表の例

Margin A4 Paper US Letter Paper 

op 37 mm 19 mm (0.75 in) 

B ottom 19 mm 19 mm (0.75 in) 

ft 20 mm 20 mm (0.79 in) 

ight 20 mm 26 mm (1.0 in) 

一ユ！2一



§5－7．図の挿入

多5＿7．1．　厨擦　rどoク古ノレ醐　φク鰍

　MS－Word文書には、正EG形式、BMP形式など様々な形式の画像を貼り付けることができます。図

の挿入はキーボードショートカットなどによるコピー＆ぺ一ストでも可能ですが、一旦ファイルにセ

ーブしてからWord文書に挿入する方法を推奨します。ピクセル画をコピー＆ぺ一ストで貼り付けた場

合、PDFを作成する過程で帯状又はタイノレ状に細かく分割されてしまうことがあります。このような

状態は、PDFファイル容量の増加や、PDFの表示・印刷時のトラブノレを引き起こす可能性があります。

図の挿入方法は、「挿入」メニューの「図」、さらに「ファイルから」を選択して「図の挿入」ウイン

ドウでファイルの指定します。

　画像を挿入する場合、必要以上に解像度を高くしてもファイノレの容量が増加するだけで、表示や印

刷の品質はさほど向上しません。PDFファイル作成時には、その容量を抑えるため、画像の解像度は

200～300dpi程度に落とすのが一般的です。

ξ5－7．2．　潔厨の鰍

　図形描画ツールで作成した図やグラフなどは線画として扱われます。図形描画ツールで作図する場

合は、論文ファイルと別のファイル上で編集し、完成後に論文ファイルに貼り付ける方法を推奨しま

す。また、図の中にテキストが含まれる場合には、そのフォントが論文での使用が許可されているフ

ォントであることを確認してください。

図5．10：図形描画ツール

　大量のデータがプロットされたグラフなど、多数の線圃で構成された図が含まれた文書は、PDF化

した際にファイル容量が大きくなりがちで表示や印刷に時間が掛かることが多く、余り好ましい状態

ではありません。このような複雑な図を挿入する場合には画像に変換すると取り扱いが楽になります。

線画を画像に変換する方法で最も簡単なのは、画面のコピーを取ることです。Whdowsでは肺t

Scre㎝］キー又は［胱Sc］キーで画面全体を、［舳1＋［PrbtScreen］（又は肺Sc］）でアクティブなウインド

ウのコピーを取ることができます。画像はクリップボードに保持されますので「ペイント」に貼り付

けれぱ、必要な部分を切り取って使用できます。Mac㎞toshでは、［S嚇］十［Comm㎜d］十［3］キーで起動

ディスク上に「スクリーン1」という名称のPICTファイルが作成されます。「Simp1eText」でファイル

を開いて必要な部分をコピーし、Word文書に貼り付けます。このように、W㎞dows，MaciDtoshとも標

準の機能とアプリケーションだけで可能であり、決して難しい作業ではありません。

§5－8．テキストボックス

MS－Wordの使いづらい点として、文書の編集中に図などのオブジヱクトの配置が大きく変わってし

まうことが挙げられます。そこで、テキストボックスを活用すると図や表などを配置する際の自由度

が高まります。図5．1工の例のように、図とキャブションを同じテキストボックスに収めておけぱ、各々

が段やぺ一ジをまたいで離れてしまうこともありません。
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　　　　図5．11　　　　　　　　　　　　　　　　　：テキストボックスの使用例

　テキストボックスを使用するには、「挿入」メニューから「テキストボックス」、さらに「横書き」

を選択します。次にマウス操作で位置と大きさを決めて挿入します。デフォノレトの設定では、テキス

トボックスは外枠が付いた状態でテキストの前面に配置されるはずです。書式の変更は、「テキストボ

ックスの書式設定」ウインドウで行います。テキストボックスの外枠を選択した状態で「書式」メニ

ューから「テキストボックス」を選ぶか、外枠上でマウスを右クリックしてポップアップメニューか

ら「テキストボヅクスの書式設定」を選択すると「テキストボックスの書式設定」ウインドウが開き

ます。書式設定で特に重要なのは、「レイアウト」の中の「文字列の折り返し」です。この例では図5．12（b）

のように「上下」と設定としています。これにより前後のテキストと重なり合うことなく、テキスト

ボックスを配置することができます。

灘灘

図5．12（a）：テキストボックスの書式設定（色と線） 図5．王2（b）：テキストボックスの書式設定

　（レイアウト・文字列の折り返し）
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§5・9．目本語フォントの検索

　5－2．2．項でも述べた通り目本語環境で論文を作成する限り、目本語フォントの混入を完全に防ぐこと

は困難です。しかし、文書中の何処に混入しているかが分かれぱ修正することが可能です。ここでは

検索機能を活用して、Word文書中の目本語フォントを検出する方法を説明します。

　MS－Wordの「検索と置換」ウインドウでは、文字列の検索だけでなく書式の検索も可能であり、こ

の機能を利用します。隔集」メニューから「検索」選択すると「検索と置換」ウインドウが開き、さ

らに「オプション」ボタンでウインドウが拡張され「書式」ボタン牟現れます。これをクリックし、

プルアップメニューから「言語」を選ぶと図5．王3（a）で示した「検索する言語の書式」ウインドウが開

きますので、「目本語」を指定します。これで図5．13（b）のような検索設定となります。書式のみで検索

しますので「検索する文字列」には何も入カしません。これで、改行コードやスペースなども含め目

本語フォントが使用されている場所を特定することができます。ただし、図やテキストボックスなど、

挿入されたオブジェクトの中までは検索されない場合もあります。

図5．13（a）：噛索する言語の書式」

　　　　　ウインドウ 図5．亘3（b）：「検索と置換」による目本語フォント検索

一115一



§6．PitStopを使用した修正方法

薯孝’ガ籾広砺

§6－1．はじめに

　現在のJACoW方式の電子出版では、論文はPDF形式で配布されます。編集者による作業の流れは、

1）提出されたソースファイノレ又はPS（ポストスクリプトファイル）からPDFファイルを作成、2）

フォントや書式にエラーがないか確認、3）エラー箇所の修正、4）完成したPDFとオリジナル印刷

原稿との照合、となります。何らかの修正が必要になった場合、PDFファイルを直接編集することが

可能であれぱ、ソースファイルに戻ってPSファイルやPDFファイルを作り直す必要も無く、効率的

に作業を進めることができます。また、ソースファイルを作成したアプリケーションやOSに関係なく

作業が可能なことも利点として挙げられます。勿論、ソースファイルの修正が必要な場合もあります

が、PDFの確認段階でエラー箇所を断定しておけば、作業時間を短縮することができます。

　PDFの編集作業に使用するAdobeAcrobatは、様々なプラグインソフトをインストーノレして、その機

能の拡張することが可能です。PitStopとはAcrobatの編集機能を大幅に強化するプラグインであり、

PDFによる電子出版では欠かせない存在といえます。PitStopの機能は多岐に渡りますが、本章では

JACoW方式の電子出版に必要な機能に絞って解説します。

§6－2．PitStopの主な機能

　PitStopは、「Adobe　Acrobat用PDFドキュメントプロダクションツール」として、Enf㏄us杜より発

売されているAcrobat用プラグインです。2002年工2月現在、目本語版の最新バージョンは、PitStop

Pro飴ssiona15．02です。Windows／Macintoshハイブリッド版CD－ROMで提供され、インストールするに

は製晶版Acrobat5．0以降のバージョンが必要です。作業内容によってはCPU負荷が非常に高くなりま

すので、処理能力が高いPCで使用されることを推奨します。なお、本章執筆のために使用した環境は、

WndowsXPProfessi㎝a1／目本語版AdobeAcrobat5，05／目本語版PitStopProfessi㎝a15．02です。

PR匡PA父、へmON（）F　PAP£RS蟹0桑

　　　　　j，P榊紅，c、畑養。jζ舳一〇削三

亙s

　　！娩搬倣プ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’虹！

　　　A鮒・　’1洲1　一舳11伽剣沽・舳｛　　　　　　　　　　　　舳
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア即
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　簑．
　　陣舳棚泌仙一舳曲卿培欄邊雌　洲・如㈱、酬4“糊1一鳩

　　　　　i　s一棚M一烏s訂｛）ぺΩP　pj，P一一｛∫

図6．1　PitStopツールバー（上）とウインドウメニュー（下）
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　PitStopをインストールしたAαobatには、図6．1のようにツール、メニューが追加されます。ツール

バーアイコンの表示設定や配置は自由に変更できますので必ずしも図のように配置になるとは限りま

せん。以下、簡単に機能を紹介します。

畑．。．歓灼鷹

　編集対象のオブジェクトを選択するツールです。クリックすると1つのオブジェクトを、ドラッグ

すると複数のオブジヱクトを選択できます。選択されたオブジェクトにはアンカーポイントが表示さ

れます。この状態でインスペクターを表示すれぱオブジェクトの属性を確認することが出来ます。ま

た、［Ctr1］キーとの組合せによりオブジヱクトの移動が可能で、キーを押している間はマウスポインタ

が十字矢印型に変化し、移動ツールと同等の機能を持ちます。さらに、［C廿1］十［地］とマウス操作で選

択オブジェクトのコピー＆ぺ一ストが可能です。

　［C血1］十マウスドラッグ　　　　　　　　　　：自由移動

　［C㍍11＋〔Sh批1＋マウスドラッグ　　　　　　：縦方向又は横方向のみの移動

　［Ctr11＋カーソルキー　　　　　　　　　　　：上下左右1ピクセル単位で移動

　［C血11＋〔地1＋マウスドラッグ　　　　　　：コピー＆ぺ一スト（移動は自由）

　［Ctr1］十［Sh批1＋［A1童1＋マウスドラッグ　　　：コピー＆ぺ一スト（移動は縦方向又は横方向のみ）

畑．。．鰍オブジェク戸翻ヅ＿ノ綴

　選択ツールアイコンを展開すると類似オブジェクト選択ツールが現れます。インスペクターと組み

合わせて使用することにより、選択したオブジェクトと同じ属性を持つオブジェクトを一括して選択

することができます。8－6．3．項で、エラーフォントの検索に応用した例を紹介します。

饗

図6．2：類似オブジェクト選択ウインドウ

畑．。．選鮒鋤纐ヅ＿ノ鰯1

選択したオブジェクトを移動するためのツールです。比較的多いエラーに、図や表の余白外にはみ

出しが挙げられます。このような場合にオブジェクトを移動し規定の枠内に収める操作が必要となり

ます。移動ツールではマウス操作による移動と、カーソノレキー操作による1ピクセル単位の移動が可
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能です。複数のオブジヱクトを選択した場合は、相対的な位置関係を保ったまま移動させることがで

きます。

　マウスドラッグ　　　　　：自由移動

　［Sh雌1＋マウスドラッグ　：縦方向又は横方向のみの移動

　カーソル　　　　　　　：上下左右ユピクセノレ単位の移動

畑．。．戯糠の〃＿ノレヅ＿ノ鷹

　移動ツールアイコンを展開すると、選択対象のスケーノレツールが現れます。選択されたオブジェク

トを拡大・縮小するためのツールです。6－7．項で、余白外にはみ出したオブジェクトの修正に使用する

例を説明します。

腕、。．テキス附鱗ヅ＿ノ鰯…

　既存のテキスト行の編集、新規テキスト行の入力に使用します。マウスポインタがアスタリスク“＊”

付きで表示されるのが新規テキスト行入カモードです。既存テキスト行編集モードでは、選択された

テキストは反転表示となります。6－6．王、項で使用例を解説します。

多6－2，6．　ノ〆二／ノく／ぐクニター

　オブジェクトの編集、属性の確認に使用します。「ウインドウ」メニューから　「PitStopインスペク

ターを表示」を選択します。インスペクターには幾つかのタブが用意されており、編集するオブジェ

クトの種類や編集内容により切り替えて使用します。

■ ■■

肚｛　　舳冊淵　　　　　拙　品＾＾．｛　　±一一　　｛oo冊甘舳…舳吐仙淵…出
薯彗糞．

苗1＝：11｝聾≡1≡1≡1＝1≡11饅…

髄聾灘灘擬講鑓嚢搬繍搬1！聾1鐵搬三蟹蟹聾簸搬＝1l1l1 嚢．111養＝l1…1

萎1萎萎姜嚢萎111111萎

1＝1＝1垂蛸皇1三1瑞1．1＝・1蝋一

轟 11l11111轟 ＝圭苗詣一蛙111…1≡l111…1＃

≡l111111l1l1翻111姜111111 1≡≡ll1l≡11l1萎萎嚢111111萎11

1111：111111l1垂11：圭＝葦＝；11l11

＃11：111≡…1三1董≡童≡婁11珪

1華111蓑1萎1嚢

11嚢1葦1111葦葦≡…1≡1≡…≡…≡≡萎萎姜1111萎≡萎≡≡…≡…萎榊

鐵鍛1萎≡萎嚢1萎…萎11嚢≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡

1妻1萎 燃燃議萎1鰯鰯 ＃1111幸1蓋1葦1端…1l1≡

襲1≡1≡姜1蓋11

l1瑞1：11l11ll＃1：＝11麓11．．．、．．．．．．　華溝1堪11革1111≡111＝1…

葦11’

1l11妻萎萎姜萎萎11111織≡織三搬

11＝1・撞11垂1111111111蓋1111

灘聾11萎轟萎萎1111鱗11

図6．3：インスペクターのテキスト編集機能

多6－2．7．　jグ’ローノシ廠

オブジェクトの属性を一括して変更することができます。「ウインドウ」メニューから　「PitStopグ

ローバル変更を表示」を選択します。

多6－2．8、　フ，クニ／身二1ノヌ戸ノ、む宗ノレ

　各種ツールとインスペクターを使用した編集は言わば「対話形式」ですが、アクションリストを使

用すると、編集作業を自動化することができます。オブジヱクトの選択コマンドや変更コマンドを組
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み合わせて使用します。「ウインドウ」メニューから「PitStopアクションリストパネルの表示．．．」を

選択します。6－8．項で使用例を挙げます。

多6＿219．　7オニ／戸どoヅノクー

　フォント情報の確認、フォントの変更と二つの用途があります。メニューから直接起動するのでは

なく、インスペクターやグローバルチェンジから、必要に応じて起動します。インスペクターから起

動する場合はタブを「テキスト」に切り替え、選択ツールで任意のテキストを選択して　「フォントピ

ヅカー」ボタンクリックします。

§6－3．醐Stopで編集可能なオブジェクト

　論文を構成する要素は、文章のほかに図、写真、グラフ、表、数式など様々です。PDFではこれら

の要素は、！）テキスト行、2）パス（線画）、3）画像（ピクセル画）、の3種類のオブジヱクトに

分類されます。オブジェクトの種類や属性はインスペクターで確認することができます。編集作業を

行なう上では、それぞれのオブジェクトの特性を理解しておくことが重要です。

多6＿3．1．　ラ：≒Fヌ戸デテ

　選択ツールで任意の文字を選択すると、アンカーポイント（2個の四角いマークの付いた下線）が

表示されます。これが工つのテキスト行として認識されます。テキスト行の属性を確認するには、イ

ンスペクターのタブを「テキスト」に切り替えます。図6．4は見出し行を選択していますが、PitStop

は6個のテキスト行の集まりとして認識していることが分かります。フォントに関係する属性には、

名称、タイプ、サイズ、文字間隔などがあります。

　・名称：「T㎞es－Ro㎜an」、「Symbo1」などがあります。各フォントの標準書体、太字、斜体、太

　　　字斜体は別々のフォントとして認識されます。町imes」フォントの場合は、「Ti㎜es－Rom㎜」、

　　　　rTimes－Bo1d」、rT㎞es－I娩1ic」、吋㎞es－Bo1diωic」です。

　・　タイプ：丁淋1，Type3，Tr鵬TWなどがあります。

　・　サイズ：フォントのポイント数が表示されます。PDFで使用されるポイント数は、PSファイ

　　　ルを作成したブリンタドライバに依存します。

　　　　ユ．＆狐Nむsc没殴二聡
へ・…h舳竜淋伽・蛾dl㈱ゆ，榊脳撒1亘1竺三、1リ燃討

1断｛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一c宅
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■a洲
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…竜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…蛇
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．伽
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伽
●．、三｛甲．叩、、甲1甲1叩棚榊叩鰍・う、戸1戸舳，、、一伽沽、、虎ニニ芒

　　　　図6．4：テキスト行の属性
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　ワープロソフトのような、「余白設定」、「行間設定」などぺ一ジレイアウトに関する設定項目はPDF

にはありません。従って、レイアウトの修正が必要な場合はソースファイルを編集する必要がありま

す。

多6－3．2．ノ、。ス　6線漸

　主に図やグラフは線画として扱われ、線分、長方形、円などが一つのオブジェクトとして認識され

ます。図6．5は、テンプレートのRgure2全体を選択した状態です。インスペクターで確認すると、1王3

のテキスト行と、74の線画で構成されていることが分かります。この例のように、ほとんどの図は複

数の線画で構成されます。また、罫線や分数記号、根号記号の多くも線画となります。

　PDFの作成する過程で、一部の図形や線、テキストが消えてしまうことがあり、オリジナルの印刷

原稿との照合段階では特に念入りなチェックが必要です。これは、重なり合った図形の裏に隠れたり、

表示設定が非表示となるためです。線画の属性には、線及び塗り潰し部分の表示・非表示、線の太さ・

スタイルなどがあり、編集はインスペクターのタブを「塗り／線」に切り替えて行います。（図6．6）

　　　　む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甜再　　　　　　　　萎1灘灘

繊

図6．5：図の属性確認

図616：線画の属性
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多6＿3．3．鱗

　デジタルカメラやスキャナから取り込んだ画像はピクセル画として扱われます。ピクセル画は点の

集まりで表現していますので、元画像の解像度が低い場合や画面上で拡大表示した場合にはギザギザ

が目立っようになります。図6．7で示したようにJACoWテンプレートのFigure1はテキストも含め画

像として挿入されています

　画像の品質と容量は、解像度、圧縮方法、圧縮率に大きく依存します。通常これらの設定はAcroba室

DistinerでPDFを作成する際のジョブオプションで行いますが、インスペクターで設定内容を変更す

ることも可能です。

蓬

桑1舳㎝1一舳ゴ㈱1榊舳ボ舳㈱li醐舳亘鮒……焔1
薯11洲刎wlon脳1・i…㈹舳榊葦b・伽舳辻舳…“…ζ舳書’卿榊1⑪

芋；撒c伽㎞榊撒P三㈱毒醐蝋漱註1榊搬岨1～到泌榊雌≡

葦φ舳む亡幽榊（1⑪；泌㈱榊M・（1・・岬1養州ザwho一ぎ舳w…路洲油…州僅一｛…剛燃晦2｝

＾　胸湘…割挑舖醐　　　　　　　　　　　。　■
■　■1』　■…山　■…1■⊥…I　…■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…w山｝■■■u

　　　　　　　　　　　　　……彗

藺鮎

嚢

葬A（：るws1畑舳1桃1舳暮・・川納舳
書1飾㈱触㈱伽…り凋1㈱ζ⑪㈱ψp一榊伽｝l
1凧1…舳蛾…・・舳汝・…｝1吻P・騨…ぎ・1・榊i・ハMi・芒・

舳蝋榊邊納舳・川害・伽㈱畔燃阿。・…d・d・Yh・
l1伽

伽　　　　。

　　　　　　　ド19t㈹一tL彬舳of芋，曲1w㌦

図6．7：画像の属性確認

§6－4．フォント情報の確認

JACoWの規定により論文の中で使用可能なフォントが制限されています。文書中で使用されている

フォントを確認するには、Acrobat標準の「フォント情報の確認」ウインドウを使用する方法と、胱Stop

の「フォントピッカー」を使用する方法とがあります。

多6－4，1．　クォニ／戸傍穀ク）薦認

　編集するファイルを開いた後、「ファイル」メニューから「文書のプロパティ」→「フォント．．．」を

選択すると　「フォント情報」ダイアログが開きます。1ぺ一ジ目で使用されているフォントの一覧が

表示されます。1ぺ一ジ表示するごとにこの操作を行えぱ、エラーフォントがどのぺ一ジにあるか、

類推することができます。また「フォントー覧．．．」をクリックすると、文書全体のフォント情報が表

示されます。これはAcrobat標準の機能であり、Acrobat　Readerでも使用可能です。図6．8のように表

示されればエラーの無い状態です。

　「オリジナルフォント」には文書中で実際に使用されているフォントが、「実際のフォント」は表示

に使用されたフォントが表示されます。
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マ繍棚　　　　　　　　押塒1
？脇舟o欣帥　　　　　　　　　仰碑童

マ脇・災昌虻　　　　　　　　　w碑1

卸洲　　　　　　　　　卯曄工

w榊　　　　　τ繍鶉欄漱㈱鮒洲τ　？聯童
脇　　　　　了曽鵬燃醐贈㈱T　　　7榊亘
嚇㎞　　　　　了鰍繍・腕脇τ　τ榊亘
カス払

図6．8：フォント情報の確認

多6－4．2．　フォニ／戸どoヅノクー／こよ｛5磨認

PitStopの選択ツールで任意のテキストを選択した状態でインスペクターの「フォントピッカー」を

クリックすると「Enf㈱sPitStopフォントピッカー」ウィンドウが表示されます。

図6．9：フォントピッカーによるフォントの確認

　フォントピッカーには、「ぺ一ジ」、［文書］、［システム1の3つのタブがあり、表示される情報は以下

の通りです。

　・ぺ一ジ　　：現在表示しているぺ一ジの中で使用されているフォント

　・　文書　　　　：文書全体で使用されているフォント

　・　システム　：システムにインストールされているフォント

§6－5．エラーフォントの定義

　文書をPDF化するメリットとして、AcrobatがインストールされていれぱWhdows，Mac㎞tosh、㎜

などシステムに関係なく閲覧が可能な点が挙げられます。ただし、これは「PDF標準玉4フォント」を

使用した場合にのみ保証されるものであり、文書中に他のフォントが使用されている場合には、閲覧

者のシステムに同じフォントがインストールされていない限り、オリジナノレ通りには表示できません。

そのためJACoWでは論文の中で使用するフォントを「標準玉4フォント」に含まれる、「乃mes」、「Symbo1」、
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「ZapfD㎞gbat」に限定しています。従って、厳密に言えぱこれら指定された以外のフォントはエラー

フォントです。ただし、最近では指定外のフォントでも「フォントの埋め込み処理」により全てのシ

ステムで表示が可能となったこともあり、本文以外で使用箇所が少なけれぱ、容認される傾向にあり

ます。以下、PDFで使用されるフォントの種類について、簡単に説明します。

多6－5．1、戸o∫1∫吻岬ρθ1クオン戸

　一般的に使用されるのは、Ado㎞杜が開発した「PostScφtType1」と呼ぱれるアウトラインフォント

です。丁仰王フォントの中でも、「T㎞es」、「He1vetica」、「Couher」、「S岬bo1」、「及pfD㎞gbats」は「標

準14フォント」と呼ぱれ、Acrobatがインストールされた全てのシステム上で使用が可能なフォント

です。

絡5．2、戸・∫ξ∫吻岬ρθ3クオン戸

TeXで作成された文書では、適切な処理を施さないとPostScriptType3フォントが使用される場合が

あります。Type3フォントはビットマップ形式であるため、アウトラインフォントと比較すると画面

表示の品質が劣り、好ましい状態ではありません。

舶一5．3．τ閉肋θフオン戸

TmeTypeフォントとは、Appie杜とMicroso丘杜が共同開発したアウトラインフォントのフォーマッ

トです。標準14フォントのような共通フォントではありませんが、埋め込み処理をすれぱすべてのシ

ステムで表示が可能となります。

多6－5，4．2ノ寸イ戸ユードフォン戸

　目本語のフォントはこれに相当します。2バイトコードのフォント非対応のシステムではPDFファ

イルを開けない場合もあり、重大なエラーです。目本語環境で作成された論文では、改行やスペース

などの特殊コードが混入することもあります。この場合、画面上には表示されないため、修正が多少

困難になります。6－6．3．項で修正方法の例を説明します。

§6－6．テキスト行の編集

　エラーフォントの修正の多くは、フォントピッカーを使用してフォントを「T㎞es」や「Symbo1」に

変換する作業になります。変換するには、既存のテキスト行のフォントをフォントピッカーで変換す

る方法と、既存のテキストを削除し新規テキストを入力する方法の2種類があります。

多6－6．1．　屠存テキニス六〃ク鉦

　埋め込み処理されていない丁淋1フォント・TmeT淋フォントは、フォントピッカーで編集するこ

とが可能です。例として、「He1yetica」で書かれたテキストを「Times」に変換する場合を挙げます。手

順としては、変換したいテキストを選択し、フォントピッカーでフォントを指定します。テキストを

選択する際に、選択ツールかテキスト行選択ツールのどちらを使用するかにより仕上がりに違いがあ

ります。図6．10（a）、6．10（b）は選択ツールを使用した場合です。フォントは「Times」に変換されていま

すが、文字間隔が調整されていません。「He1vetica」の方が文字の幅が広いため、結果文字間隔が広が

ってしまいます。図6．10（c）、6．王O（d）ではテキスト行選択ツールを使用しています。こちらの場合は

rT㎞es」に合った文字間隔に自動的に調整されます。

一123一



團垣◎㎜訟脾bj醐s、細甘腿，ed胎d
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図6．10（a）：選択ツーノレによるテキストの選択 図6．10（b）：修正後のテキスト行
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図6．ユ0（c）：テキスト行選択ツール

§…

萎1

團肋棚砥幽狐4燃虞蜘王
88亭dぴ・・．脾・t・g榊吟．．．…．、拙

薗A㍑伽oけeqdes修dcわaΩges

■Pag鵠（u伽射、e㎎蚊，銚．

図6．1O（d）：修正後のテキスト行

多6－6．2、　繍ラ；二戸ス戸デテ〃クレ天ノク

　埋め込まれたフォントや2バイトコードのフォントは、フォントピッカーで変換しようとしても文

字化けを起こしてしまいます。このような場合には、修正が必要なテキスト行を削除し、新たにテキ

スト行を入力する必要があります。入力したテキストを所定の位置まで移動させる作業が加わります

ので、修正個所が多い場合にはソースファイルを編集した方が効率の良いこともあります。また、タ

イプミスにも注意しなけれぱなりません。

多6－6．3．窺μオブジェク戸選択ヅーノレ／こよるフォン戸の族索

　目本語フォントなど2バイト文字の改行やスペースが混入していると、画面上には表示されないた

め場所の特定が困難です。図6．11（a）は「MS明朝」がぺ一ジ内で使用されていることを示しています。

このような場合、類似オブジェクト選択ツールで、フォント名称が「MS明朝」のオブジェクトを検索

すれぱ容易に場所の特定が出来ます。
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図6．11（a）：ぺ一ジ内使用フォントの確認
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図6I11（b）：新規テキストの入力

　「MS明朝」を検索するには、類似オブジェクト選択ツーノレで「MS明朝」が使用されたテキストを

選択し、インスペクターで類似項目を設定する必要があります。図ω1（b）では、一時的にテキスト「a」

を入力しフォントピッカーで「MS明朝」変換し、アンカーポイントが大きく表示されるように文字間

隔を広げています。
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図6．11（c）： オブジェクトの属性指定

　図6、ヱ1（c）では入力したテキストを類似オブジェクト選択ツーノレで選択し、類似属性は「フォント名

称」を指定しています。「類似オブジェクトの選択」をクリヅクすれぱ、条件に適合するオブジェクト

が全て選択されます。
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図6．11（d）：類似オブジェクト選択結果

　図6．11（d）では、ツールを「選択ツール」に切り替え、インスペクターで属性に確認を行っています。

見出し行の終端部2箇所に検出されました。
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　図6I11（e）は検出されたテキストを削除した状態です。フォントピッカーで確認すると「MS明朝」検

出されていないことが分かります。
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　　　　　図6，11（e）：「MS明朝」削除後の状態

§6－7．オブジェクトの移動・緒小

　オブジェクトの余白へのはみ出しは比較的厳しくチェックされ、該当する論文は修正の対象となり

ます。上下の余白部分には会議の名称やぺ一ジ番号を挿入する必要があり、左右については製本する

場合の綴じ代となるためです。テンプレートを基に作成された論文でも、図や表が余白部分にはみ出

しているケースが多く見受けられます。MS－Wordでは余白設定がこれらのオブジェクトには反映され

ないため、見落とされがちです。余白の確認には、グリッドを余白サイズに合わせて表示しておくと

便利です。「編集」メニューから畷境設定」を選択し、「レイアウトグリッド」項目を図612のよう

に設定します。本章のAαobatキャプチャ圃面挿入図は、グリッドを表示した状態です。
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図6．12：レイアウトグリッドの設定
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　図6、王3（a）の例では、図が左右及び上方向にはみ出しています。この場合は、図全体を縮小した上で

余白内に収まるように移動させる必要があります。図6，13（b）はスケールツールを使用して縮小した後

の状態です。移動ツールで余白内に収まるように移動すれば、図6．13（c）のように仕上がります。複数

のオブジェクトを選択した状態でスケーノレツールを使用すると、相対的な位置関係を保ったまま縮

小・拡大されます。また、［S嚇］キーを押しながらマウスドラッグすると縦横比率が保たれます。オブ

ジェクトの拡大・縮小はインスペクターで拡大比率を直接入カすることでも可能ですが、スケールツ

ールを使用すれぱ、マウス操作による直感的な作業ができます。

鱗
鋤
灘≡

榊淵触

　玩害削圭一≡叩陣・‘・舳、棚嶋㎜・＾克畑晦手州M棚甜岬拙榊亜㎜附～刮柚舳榊1伽触

　榊沖蝋榊星

ζ3瓢㌶駕．．．，、．外娃鵬燃燃燃蒙燃、

　図6113（a）：余白部分にはみ出した図の例

灘

織尊鱗囑

　鴎醐主紬ぎ熱沽洲世脇細・山柑触晦苧・iiM舳紙拙他岨刷旦瑚養肥伽o㎞㈱
　榊」砕撤榊・

ぷ簑㌶狐，．、、．、、、滅燃㌶漱燃燃鮒蕩

　　　　　　図6．13（b）：図の縮小
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　　　　　　　　　　　　　　榊酬嶋撒…1
　　　　　　　　　　　　　　　　脇　　1
　　　　　　　　　　　　　　　磁縞　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　鱗島　圭　　　　　　　　　　　　　　　　鋤　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　繊臨　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　誰　　1

　r璋削｝！1叩津ぬ量榊榊1触舶出苗細蛛妻鮒刮舳“酎1総榔柵㎜榊欄軸削紬航細　1
　肺贋一肝榊島醐島　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

・伽細榊洲細佃　　　　　・簑1鴛蝋叢直1縦言鮒1簑繊一蛾

図6113（c）：図の移動

§6－8．アクションリスト

　アクションリスト機能を活用すれば、定型作業を自動化することが出来ます。JACoW方式．の電子出

版では、A4とUS－1etter二つの用紙サイズで作成されたPDPの仕上がりサイズを統一する作業が論文

一篇ごとに必要です。これは手作業で行うことも勿論可能ですが、アクションリストに登録しておけ

ば作業効率は大幅に向上し、操作ミスも防止することができます。アクションリストを作成するには、

「ウインドウ」メニューから　「PitStopアクションリストパネルの表示．．．」を選択してパネル表示後、

タブを「管理」に切り替えて「新規」をクリックします。

図6．14：アクションリストの例

図6．14は、用紙サイズを統一するリストの例です。これは「メディアボックスのサイズ変更」とい

う機能のみを使用した一行だけのリストですが、他にも多くの機能が用意されており組み合わせ次第
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でより高度な編集作業を自動化できます。また、作成したアクションリストをアクションリストツー

ルバーに登録しておけぱ、その都度パネルを開くことなくツールバーから実行することが可能です。

ツールバーにはアクションリストの登録アイコンが5個用意されています。

‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛　’　　仲・一

J脳　　リミン
＜アクショソリストなし〉

ぐアクショソソストなし〉

〈アクションリストなし〉

ぐアクシ事ンリストなし〉

図6．15：アクションリストのツールバーへの登録

§6－9．今後の動向

　PitStopの登場によりPDFの編集作業の効率は格段に向上しました。アクションリスト等を使用して

定型作業の自動化を進めれぱ、よりスムーズな編集が可能となります。

　完成したPDFと、オリジナルの印刷原稿との照合段階では、編集者が両方を見比べで確認すること

が求められます。この照合作業は編集者にとって負担が大きく、多くの時間が費やされているのが現

状です。今後はPDFファイルの比較機能や検証機能を活用し、照合作業を省力化することが求められ

ます。
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§7．Gemini3．1によるイメージの修正法

著者j平覆丈

§7－1．はじめに

　Gem㎞i3．1は、I㏄ΩiT㏄㎞o1ogy杜のAdobeAcrobat用p1ug一㎞で、PDFファイル中のイメージ、表、

テキストを抽出することができる。図を貼り付けた文書をPDF化した場合、貼り付けた図が一つのイ

メージとして扱われず、点や線の集まりとしてPDF化されることがある。この場合、図によっては、

表示や印刷に時間がかかったり、全体のPDPファイルのサイズを大きくしてしまったりすることがあ

る。Ge㎜㎞3．1を使用することによって、重たい図を伽g等で圧縮し、PDF文書中に貼り付け直すこ

とによってこの間題を解決することができる。

　　以下に、Acτobat4，0にPitStop4．61，Gem㎞i31玉がインストールされた環境でのイメージの修正法

を示す。例としてJAC◎Wテンプレートの2ぺ一ジ目のFig鵬2を処理してみる

§7－2．操作手順

　1．まず、Ge㎜㎞の環境設定をしておく。Acrobat4．Oを起動し、エファイル］→［環境設定］→［Gem㎞i］

　　　を選択し、［Ge㎜㎞i胱ferences］ダイアログボックスの［1㎞age　O雌put1にチェックを入れ、その下

　　　のドロップダウンリストから岬EG］を選択し、［FixReso1舳㎝at：］を300dpiに設定する。（なお、

　　　Reso1砒i㎝は最終的に修正したPDFファイノレのできを見て、解像度を上げ下げした方がよい。

図7．1Gemhihefeτe（鵬s
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2，Acrobatの〔リンクツール］ボタンをクリックした後、処理したい図を囲むようにマウスをドラッ

　　グしてボックスを描く。→［リンクの作成］ダイアログボックスが開く。

3．［リンクの作成］ダイアログボックスの［動作］ボックスの［種類］ドロップダウンリストで［Gemhi

　㎞ageBox］を選択し、［リンク設定］ボタンをクリックする。（図7．2）

至5ぶ泌鮎螂1㈱f独棚邊邸

一鮎軸出伽虹幽1一寧ヨ撒邊ヒ

勘蛙曲1曲帆∫曲挫脇止㎏苗遮雫
排弛、＃細映恵べh冨昔出棚｝｛幽｛

細柵榔H岨｝脳㎎■帥ヨ境胆；甘糠

図7．2リンクの作成（GemhiImageBox）

4．リンクを設定した図上でマウスを

　右クリックし、［リンクをたどる］を

　選択する。（図7．3）すると、選択し

　　た図のファイル名、保存先を聞いて

　　くるので、適当なフォルダーに保存

　する。これで、PDFファイル上の選

　択した図が、jpegファイルとして抽

　　出、保存されたことになる。

5．再び、リンクを設定した図上でマウ

　スを右クリックし、［削除］を選択し、

　　リンクを削除する。

6．PitStopを起動し、マウスをドラッグ

　　して先ほどの図を選択し、［De1ete］

■
1l，■1II1l1I』11■一1’ol一■1’■■I■■1ll 1』ユー1■I，I－1士＝1＝！＝11IIl 計＝”一＾

…≡萎襲＿．≡繧壁袈
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11萎萎1蔓

1萎姜萎 ’苗搦

’一

l11

’5圭
淋

榊革出”山由申冊脚帖■他

舳
蓼11

’≡茸

淵＝瑚・茸。批世…’

榊■
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1薫1 醐 幽㈱由榊㎜輔凸

l1

盟

串

≡襲≡’

1嚢

1嚢1
鉗
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冒毛1≡1襲圭

図7．3リンクをたどる
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　　キー又は、［編集］→［削除1を選択し、削除する。

7．［ファイノレ］→瞬り込み］→［画像1を選択し、先ほど保存したjpegファイノレを取り込む。この時、

　保存先を〔現在の文書］に指定すると、PDF文書の最後に、新たに1ぺ一ジ追加されて取り込ま

　れる。

8．Pi芭Stopで、取り込まれた図を選択し、［編集］→［切り取り］を選択し、切り取った後、最初に図が

　　あったぺ一ジ（ここでは2ぺ一ジ目）に移り、【編集1→［貼り付け1により、貼り付ける。

9．PitStopの［MoveSe1ecti08］ボタンを押し、図を本来の場所に移動させる。

図7．4PitStop

10I7で保存先を［現在の文書］に指定した場合、ぺ一ジが1ぺ一ジ増えているので、いらないぺ一ジ

　を削除した後、［ファイル］→［名前を付けて保存］を選択し、PDF文書を保存しなおす。

　以上の操作により、Fig㈹2のグラフ中のテキストもイメージとして書き換えられたことになる。電

子出版の編集を行う場合、図中に不正なフォントが使われており、問題を起こすことがよくあるが、

このようにテキストをイメージとして貼り付け直すことによって解決する方法も考えられる。
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　2byteフォント文字が文書に含まれていた場合、PDFが作成できない、PDFが作成できたとしても表示

が完全にできないということが、欧文システム上では起こります。2by宣eフォント文字の入ったソースファ

イル自体、欧文システム上では正常に取り扱うことができないといったこともよくみられます。

　この様な理由から、加速器の国際会議では、必ずといっていいほど電子出版の為の目本人作業者の参加が

求められます。

　指定されたフォントだけを使用する。これは一見簡単に見えて、実は大変なことです。

　よくある例としては、添付図申に含まれる文字に指定以外のフォントが含まれる場合、文中に全角空白が

含まれる場合、MS－Wordでの論文作成時にSymbo1フォントを使用すべき文字を「記号」機能を用いて記

入したことによる2byteフォント文字の混入などが挙げられます。

　2byteフォントが含まれた文書の修正は、目本語版のPitStopを用いて修正するか、目本語版のオペレー

ティングシステム及びソフトウエアの組み込まれているシステムを用いてソースファイルを修正し、PSファ

イノレを再作成するくらいしか方法はありません。

　テキストエディタを用いてPSファイノレを修正することもできるかもしれませんが、それを行うにはPS

ファイノレにっいての充分な知識が必要となることや、印刷結果をリアルタイムで眺めながらの修正はでき

ないので誤修正の発生確率が高くなるという理由であまりお勧めすることはできません。

§8－2．ソースファイル上で惨正する場合の留意点

§8・2・1．一般的な注意事項

　作業上の一般的な注意事項としては、下記の事柄が挙げられます。

（1）オリジナルファイノレを直に修正しない。オリジナルファイルを複製（コピー）したものを用いて修正

　　すること。

（2）レイアウトが変更された場合は、著者に連絡し確認をとること。

　（2）項にっいては、指定されてないフォントから指定フォントに変更したとか、見出しが太字体になって

いなかったのを修正したという程度の場合、著者を呼び出してまでして確認をとるといった行為は行わない

こともあります。

　ぺ一ジ余白を変更したり、大幅に文字のフォントを変更したことなどにより、文書の改ぺ一ジの位置等が

変更された場合に、著者へ確認をとる必要が出てきます。

§8－2一ム　技術的な注意事項（オペレーティングシステム及びソフトウエア関連）

　作業する時には、オペレーティングシステム及びソフトウエア関連で以下の事柄に注意することが必要

です。

　データの受け渡しに関して、Windowsシステムでは、Maci航oshシステムフォーマットのCD－R及びフ

ロッピーディスクを読み込むことはできません。Maci磁oshシステムフォーマットのデータディスクで論文

が提出されてきた場合は、Mac㎞toshシステムを用いて編集しているスタッフに任せるか、Maciotoshシス

テムのコンビュータで一旦読み込んで、これを編集者が共通で使用しているサーバ上にあげることにより

Windowsシステム使用者にも編集可能な状態にするといった方法をとることになります。

　また、MS－Wordや哩2εなどソースファイルを取り扱うのに必要なソフトウエアは、できる限り最新

のものを使用して下さい。

§8－2一ふ　技術的な注意事項（MS－Word関連）

　MS－Word他一般のワープロソフトからPSファイルを作成する時には、使用されるプリンタドライバに

注意する必要があります。

　論文作成時に著者が使用したオペレーティングシステム，ワープロソフトウエア，プリンタドライバと同

一のものを使用していれば、著者が目にしたものと同じ出力結果の論文が作成できます。しかし、論文作
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成時に使用されるコンピュータ環境は著者によりまちまちで、その全てに対応するのは困難です。実際は、

自分が現に保有しているシステム上でできうる限りの対応をすることになります。著者から提出されたソー

スファイルを作業者のシステム上で表示した結果が、著者が提出してきた印刷物と明らかに改行，改ぺ一ジ

位置が違っていて、文書の体裁が元と全く変わってしまっている場合は、著者の意図した論文の体裁と同様

の表示をするプリンタドライバを選択することが必要です。プリンタのポストスクリプトレベルの設定は2

以下にして下さい。後でPSファイルを直接修正する時に都合が良いというのが、その理由です。

§8・2－4．技術的な注意事項（㎜垣X2ε関連）

　哩2εに関しては、ソースファイル作成時に使用されたオペレーティングシステムについて注意する必

要があります。

　オペレーティングシステムによって改行のコードが異なっていて、そのことにより不具合が発生します。

Windowsシステムの改行コードはCR÷LF，MacinloshシステムとUnixシステムではそれぞれCR，LFと

なっています。

　これが原因で、哩ソースファイル作成時に使用されたオペレーティングシステムと異なるオペレーティ

ングシステムを用いて哩コンパイル等をする時に正常に動作しないことがあります。

　この問題を回避する方法の1つとして、改行コードを編集者が使用しているオペレーティングシステム

の改行コードに変換することが挙げられます。改行コードを自分の手で1つ至つ修正するのは大変な時間を

要しますので、改行コードの一括変換が行えるテキストエディタを用意しておくことをお勧めします。添付

図（epsファイル）に使われている改行コードも忘れずに変換して下さい。

　また、哩2εでは、数学的文字，特殊文字の取り扱いについて注意する必要があります。通常は、数学

的文字，特殊文字のほとんどが、PSファイルにする時に町pe3フォントに変換されます。

　醐堅2εの数学的文字，特殊文字に対して哩Xのウェブページで提供されている町pe1フォントの埋め込

みをPSファイル作成時に行うべきかどうかは、作業者内で共通の認識をはかっておいて下さい。

§8・2－5．文字のフォント修正時の文字検索の方法

　フォントの修正をソースファイルで行う時に、文字検索をソースファイル上で行う必要はありません。

　目本語2byteフォントが含まれた文書は欧文システム上では正常に動作ませんが、目本語システム上で

は、正常にPDFを作成表示することが可能です。一且、PDFファイルを作成し、PDF上で不適切なフォン

トが使用されている文字を検索する方が簡単で安全です。

　ソースファイル上での修正を安全に行う最良の方法は、ソースファイルヘのアクセスを最小限に止めるこ

とです。
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§9．PDFファイルの最終処理

著者j濁〃／初幸

§9－1．はじめに

　このセクションでは、電子出版のために作成したPDFファイルに用途にあった形の付加機能を付け

る方法について説明します。なお、本文中の図はすべてWindows版Acroba6．Oのものを使用していま

す。また、説明はW㎞dowsでの操作を基本としていますので、Mac㎞toshで操作をされる方はマウスの

クリック方法等をMac㎞toshの方法に読み直してください。

§9－2．ぺ一ジのトリミング

　ページのトリミングとは、PDFファイノレで余白等を切り取り、擬似的に余白をカットするためのも

のです。英語版のAcroba辻ではCropと表示されています。

　1．Acrobatでぺ一ジのトリミングを行うPDFファイノレを表示させる。

　2．メニューバーから「文書」「ぺ一ジのトリミング」の順に選択し、図9．工を表示させる。

嚢鐵灘

メ鉦伽鮒ξ

蜘幽恋勅e1鋼撒池纈11萎

，i．

もe

図9．1ぺ一ジのトリミング

　3．　「余白のトリミング」で、トリミングを行う場所（上下左右）に必要な数値（トリミングの量）を入

　　　カする。

　4．　「ぺ一ジの範囲」でトリミングを行うぺ一ジの範囲（全ぺ一ジか部分的か）を指定して、OKボタ

　　　ンをクリックする。

以上で、トリミングは終了です。Aαobatで行ったトリミングは、擬似的に余白をカットしてあるだ

けですので、上記3の数値の部分を0と入カすることによって、いつでも元に戻すことが可能です。

§9－3．リンクの作成

PDFファイルは、リンクを作成することにより、他のぺ一ジに飛んだり、Webぺ一ジを表示させた

りすることが可能です。会議等の論文をPDFファイルにしたときは、REFERENCEの部分などに活用
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できます。ここでは、PDFファイル内に書かれているU肌をクリックすることにより、そのUR工の

ホームページを表示する方法を例にとって、説明をします。

　1．　対象のPDFファイルをAcrobatで開く。

　2．蝿：…をクリックして、リンクを張りたい部分を指定する。

　3．　図9．2が表示されるので、種類で「ボックスを非表示」を選択、種類でrWor1d　Wde　Webリン

　　　ク」を選択してから、「URLの編集」をクリックする。

図9．2リンクのプロパティ 図9．3U糺の編集

4．図9．3が表示されるので、URLを入カしてOKボタンをクリックする。

5．　図9．2の表示に戻るので、「リンク設定」をクリックして、処理を終了する。

§9－4．サムネールの作成

サムネールとは、ぺ一ジの見本のことです。サムネーノレを作成することにより、ぺ一ジを探しやす

くなります。

　1、　対象のPDFファイルをAcrobatで開く

2．　右側にある「サムネール」クリックして、図9．4を表示させる。

3．　図914の領域上でマウスボタンの右側のボタンをクリックして、図9．5を表示させる。

4、　図9．5の「すべてのサムネールを埋め込む」を選択して、サムネールをPDFファイル内に埋め

　　　込む。

圏
図9．4サムネール表示部 図9．5サムネールの埋め込み
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§9－5．しおりの作成

　しおりとは、本の目次にあたるものです。しおりを作成することにより、ぺ一ジ数の多い文書でも

目的のぺ一ジをすぐに表示させることが可能となります。

1．　対象のPDFファイルをAαobatで開く包

2．　右側にある「しおり」をクリックして、図9．6を表示させる。

3、　しおりをクリックしたときに表示させたいぺ一ジを表示させておく。

4．　図9．6の領域上でマウスボタンの右ボタンをクリックして、図9．7を表示させる。

5．　図9，7のr新規しおり」を選択して、図9．8の無題の部分に表題を入力する。

図9．6しおり表示部 図9．7新規しおりの作成 図9．8しおりの表題

6．　作成されたしおりの上でマウスの右ボタンをクリックして図9．9を表示させる。

7．　図9．9の「移動先の編集」をクリックして図9．10の表示を表示させる。

8．　図9．10の「倍率」を必要にあわせて選択し、「動作設定」をクリックする。

図9．9しおりの編集 図9．ユ0しおりのプロパティ 図9．u移動先の編集

9．3～8を繰り返し、必要な数のしおりを作成する。

§9・6．一般情報の挿入

　PDFファイノレには、題名・作者名・キーワード等の一般情報を挿入しておくことが可能です。この

一般情報は、PDFファイルのヘッダーとしてファイル内に格納されており、商用ソフトウェア等の検

索ソフトを使用することにより、題目・作者名・キーワード等でPDFファイノレを検索することが可能

となります。
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1．　対象のPDFファイノレをAcrobatで開く。

2．　メニューバーのrファイル」r文書のプロパティ」r概要」の順に選択して、図9．13を表示させ

　　る。

3．図9113の各項目に必要事項を入カして、OKボタンをクリックする。

図9．12一般情報の入力

図9．13文書の概要
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§9－7．開き方の設定

　PDFファイルをAcrob飢ReaderやAcrobatで開いたときに表示させる画面を、指定しておくことが可

能です。これを設定しておけぱ、ぺ一ジ数の多い文書などの場合にしおりやサムネールを文書と一緒

に開かせることが可能となります。

　4．　対象のPDFファイルをAcrobatで開く。

　5、　メニューバーの「ファイル」「文書のプロパティ」「概要」の順に選択して、図9．15を表示させ

　　　る。

　6．好みに応じて各項目の設定を行い、OKボタンをクリックする。

　　　　　I
鍵

図9．14PDFファイルの開き方

図9，15開き方の設定
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§9・8．セキュリティの設定

PDFファイルにはセキュリティを設定することが可能です。このセキュリティを設定することによ

り、文書の改竃や不正使用を、ある程度防ぐことが可能となります。ここでは、「Acrobat標準セキュ

リティ」を使用してPDFファイルにセキュリティを設定する方法にっいて説明いたします。

1．　対象のPDFファイノレをAαobatで開く。

2．　メニューバーの「ファイル」「文書のセキュリティ」の順に選択して、図9，16を表示させる。

図9，16文書のセキュリティ

3．　「セキュリティオプション」のところで、「Acrobat標準セキュリティ」を選択し、図9，17を表

　　示させる。

図9．17Acrobat標準セキュリティの設定

4．　「権限とパスワードの変更に必要なパスワード」のチェックボタンにチヱックを入れて、パス

　　ワードを入力する。

5、　図9．17の下部にある「権限」の部分を必要に応じて選択し、OKボタンをクリックする。

6．　パスワードの入力画面が表示されるので、4で設定したパスワードを入カして、OKボタンをク

　　リックする。
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§9－9．フォームの設定

　AcrobatでPDFファイルを開いた場合、9－8で説明したセキュリティで、r注釈とフォームフィーノレ

ドの追加や変更を許可しない」にチェックを入れていない限り、注麺としてPDFファイルに文字を書

き込むことが可能です。しかし、AcrobatReaderでは注釈としても文字を書き加えることが出来ません。

このままでは、事務用書類（休暇届や出張届等）等の、文字を書き加えて提出する必要のある文書で

は、電子出版の良さが半減してしまいます。

　これを補う意味で、PDFファイルではフォームの設定が可能となっています。文字を書き加えてよ

い場所にフォームを設定しておけば、AcrobatReaderでも文字の追加が可能となります。（但し、Acrobat

Readerでは、フォームで追加した文字を残したままの状態でPDFファイルを保存することは、出来ま

せん。）

　エ．　ここでは、フォームの設定方法を簡単に説明いたします。

　2．　対象のPDFファイルをAcrobatで開く。

　3．議をクリックして、フォームの追加する場所（範囲）を選択し、図9．18を表示させる。

　4．　「名前」と「説明」を入力し、必要に応じて「表示方法」や「フォーマット」の各項目を設定

　　　し、OKボタンをクリックする。

図9．18フォームの設定
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編集後記

　昨年、技術部報告集の初版を出し、技術部でおこなった研修・研究会等を網羅した冊子は機構内外

においても、技術部が果たした役割を明確にすることに有効でありました。

　2001年度の報告集は技術部のHPに掲載することで次年度にまとめて出版することも考慮して

いましたが、技術部セミナーとして開催した「電子出版講習会」の60頁に及ぶ講習会テキストおよ

び研修等を受講しての報告なども多数掲載でき、よりいっそうの充実がはかれましたので2001年

度版も出版することに致しました。この技術部報告集が多くの方に使用して頂けることを願レ＼編集

後記に致します。

　尚、出版には多くの方の執筆、協力を得ましたのでこの場をおかりしてお礼を申しあげます。

編集委員会

2002年度の係及び担当者

　KEK技術賞
　技術交流会

　技術部セミナー

　技術研究会

技術部シンポジウム

受け入れ研修

専門研修

語学研修

体験学習

W3委員会

三国　晃

久保富夫、久松広美、柿原和久

氏家宣彦、本間博幸

竹中たてる、舟橋義聖、平雅文、荒岡修、藤森寛
吉本伸一

可部農志、戸田信
可部農志、戸閏　信

工藤喜久雄、広瀬　均、徳本修一、柿原和久、牧村俊助、上田　明

藤田陽一、川井正徳、小島裕二、田中賢一、飯島和彦

氏家宣彦、鈴木善尋、森　丈晴、川村真人、中村　一

三国　晃

八代茂夫、平　雅文、荒木　栄、齊藤裕樹、島崎昇一、仲吉一男

川又弘史、橋本清治

執筆協力者

三国晃、工藤喜久雄、久保富夫、舟橋義聖、戸閏信、可部農志、氏家宣彦

編集委員

竹中たてる、小林芳治、池閏光男、佐藤節夫、閏中伸晃
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